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			命が『たった一つ』しかない異世界で、最強の『最弱職：コレクター』が行く神器探しの旅②

			月島秀一

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚+植草秀之（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			１　新たな一日

			２　号外

			３　司教職ラズズ＝メルトンの苦悩

			４　勘違いと仲直り

			５　極上のおもてなし

			６　神学校のアスフィアとセイラ

			７　実証と腐敗

			８　最高難易度のクエスト

			９　ソフィの進化とステータス

			10　テオール＝ドラの憤慨

			11　フォーレン＝ダンギルという男

			12　殲滅とお宝

			13　ヴァルナの話

			14　エピローグ

		

	
		
			　

			１　新たな一日

			　

			　女神アスフィアとのいざこざがあった明(あ)くる日の朝。時計の針は数字の六を指しており、窓からは清々しい陽の光が差し込んでいる。

			　どちらかというと目覚めのいい俺は、既に起きてから数時間が経過していた。

			（ん……もう六時十分か……）

			　俺は日課である宝物(アイテム)磨きを切り上げ、一つ一つ丁寧に道具一覧(アイテムウインドウ)へと収納していく。

			（全く、自分が好きなことをしている時に過ぎる時間は早いものだ……）

			　苦手な書類整理を行っているときなんて、十分が一時間にも二時間にも感じると言うのに……。本当に時間は同じ速度(スピード)で流れているのだろうか？

			　そんな毒にも薬にもならないことを考えていると、腹の虫が自身の存在証明である産(うぶ)声(ごえ)をあげる。

			（腹も減ったな……。そろそろ飯でも作るとするか）

			　一時的に宿泊している宿『お魚パラダイス』の自室に備え付けられている台所に立ち、何を作ろうかと頭を捻る。

			「今日のメニューは……っと」

			　一日の始まりである朝食は、実に大切なものだ。その日のできを決定付けるものと言っても過言ではない。しっかりと栄養価の高いものをたくさん食べて、素晴らしいスタートダッシュを切る必要がある。

			　同様に昼食も重要だ。午後からの活動をより有意義なものにするためには、刺激的かつ活力あふれるものをたくさん食べなければならない。

			　そして夜食――これも言うまでもなく大切だ。高カロリーの食材をたくさん摂取し、一日の疲れを癒(い)やし、しっかりと明日に備える必要がある。

			（ふむ……今日は少し豪勢にするか……）

			　昨日は色々とあったために、特に収穫のない無益な一日を過ごしてしまった。

			（今日は……そうだな。そろそろこの世界のアイテムショップに足を運びたいな……。まずは小さな店から回っていき、最後にはグリード氏の経営する商会にでも行くとしようか。……ふふ、楽しみだ）

			　そんなことを考えている間にも、俺の手は休むことなく動き続け、みるみるうちに朝食ができ上がっていく。毎日毎日、何度も繰り返している動作であるため、既に体が覚えてしまっているのだ。

			「さてと……これで完成だ」

			　サラダを盛りつけた皿を二つ、食卓に並べていく。一つは俺の分で、もう一つはソフィのだ。

			　朝支度を終えた俺は、隣室である２０４号室の扉をノックする。

			「おーい、ソフィ。朝食の準備ができたぞー」

			　しかし、

			（……返事がない）

			　もしやとは思うが、まだ寝ているのだろうか……？

			　もう一度扉を叩こうとしたそのとき。『カチャリ』と鍵が開き、パジャマ姿のソフィが姿を現した。女の子らしい薄いピンク色をした可愛いらしいパジャマだ。

			「……ふぁい。……どなたでしょうか？」

			　彼女の目はいまだはっきりと開いておらず、いわゆる『寝ぼけ眼(まなこ)』という奴だった。

			　予想通りというか、彼女はたった今俺のノックの音で目を覚ましたようだ。
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			「なんだ、今起きたのか？」

			「あっ、ドラさん……。おはようございます……。ふわぁ……」

			　ソフィはどこか緩んだ顔のまま、ペコリとお辞儀する。もしかすると朝には弱い性質なのかもしれない。

			「あぁ、おはよう。――っと、そんなことよりも、朝食の準備ができているぞ」

			「あっ、いつもすみません。ありがとうございます。すぐに行きますね」

			　彼女はそういうと早足で部屋へと戻っていった。

			「ゆっくりで構わないぞ。――それと鍵は開いているから、準備ができたら勝手に入って来てくれ」

			「はい、わかりましたぁ」

			　どこか舌ったらずな返事を受けた俺は自室へと戻り、二人分のサラダに〈保存／プリザベイション〉をかけておく。これでこのサラダたちは、新鮮でシャキシャキな状態が維持される。

			（空いた時間は……アイテム観賞といくか）

			　椅子に腰かけ、道具一覧(アイテムウインドウ)をしげしげと眺める。

			（それにしても……本当によく集めたものだ……）

			　カードの一枚一枚を眺めているだけで、これまでの冒険がつい昨日のことのように思い出される。

			　そうして道具一覧を上から下まで眺めていくと――やはり気にかかるのはあの二枚。

			【Ｓ：金獅子の角煮】と【Ａ：シャバの空気】――デスペナルティによってロストした、非常にレアなアイテムだ。

			（この世界に送ってくれたことは感謝しているが……。やはり早急に返してもらう必要がある……っ）

			　俺を殺害した犯人は、ほぼほぼ間違いなくルシファーかエミヤだ。ヴァルナに戻った暁には、すぐに取り戻さなくてはならない。

			　そんなことを考えていると、自室の扉がコツコツとノックされた。

			　どうやら彼女の準備ができたようだ。

			「ソフィです。えっと……おじゃまします」

			　玄関の扉が開き、いつもの魔女ルックに身を包んだソフィがヒョコリと顔をのぞかせた。

			　黒のマントを羽織り、同じく黒のミニスカートをはいている。膝上まである二ーハイソックスが特徴的だ。黒を基調としたそれらの衣装は、ソフィの白い肌と合わさり、美しいコントラストを描いていた。

			「すみません、お待たせしました」

			「おっと……早かったな。よし――」

			　サラダにかけておいた〈保存／プリザベイション〉を解除する。

			「さぁ食べようか」

			　本日のメニューは【Ｄ：体力の草】【Ｄ：筋力の草】【Ｄ：俊敏性の草】【Ｄ：耐久の草】【Ｄ：知力の草】【Ｄ：魔力の草】――全ての強化系の草を使用した豪勢なサラダだ。ピンクに赤・青・黄・黒・紫と様々な色が食卓を彩り、ゴリゴリと食欲を刺激してくる。栄養も抜群で朝食にはもってこいだ。

			「うぅ……」

			　ソフィは顔を青くしながら、俺の対面に備え付けられた椅子に座る。

			「いただきます」

			「い……いただきます……っ」

			　二人同時にモシャモシャとサラダを頬張る。

			「うむ、うまい」

			　口内に広がる辛(から)味(み)・苦(にが)味(み)・酸(さん)味(み)・臭(くさ)味(み)・塩(しお)味(み)――そこに純粋な『不味さ』が加わることで、絶望的な調和を生み出されていた。やはり朝はこれに限る。

			「うぅ……うぅ……っ」

			　ソフィは時折口を手で押さえながらも、なんとか胃の中にサラダを詰め込んでいく。もはやそれは食べているというよりも、飲み込んでいると言った方が適切だ。

			　しかし、一ついただけないことがある。

			「ソフィ……どうしてさっきから魔力の草をよけているんだ？」

			　好き嫌いはいけない。

			　特に彼女は魔法使い(ウイザード)のひよっこなのだから、魔力の草を避けるなんて言語道断だ。

			「うっ……。これはその……苦手なので、最後にまとめて食べます……」

			「そうか。それならいい」

			　その後ソフィは宣言通り、全ての魔力の草を一度に頬張って食べきった。

			　そのときの表情たるやもう……年頃の女の子がしていいものではない、壮絶なものだった。

			（……一気にまとめて食べた方がきついと思うんだがな）

			　まだヴァルナの食事に慣れていないらしい彼女は、いつも苦しそうにご飯を食べている。早くこの味に慣れて、一緒に楽しんで食事できるときが来ることを、俺は心待ちにしていた。

			「はぁっ……はぁっ……。ごちそう……さま、でした」

			　ソフィは息も絶え絶えになりながら、何とか両手を合わし、食事(たたかい)の終わりを告げた。

			「お粗末様でした」

			　俺は二人分の食器を洗い場へと運ぶ。

			「あっ……、ドラさん。片付けは私がやります」

			　ソフィは立ち上がり、俺の元へ駆け寄ってきた。

			「いや、いつもやっていることだから、気にしなくていいぞ」

			　一人分が二人分になろうとも手間はそう変わらない。

			「いえ、そういう訳にもいきません。ドラさんにはいつもお世話になっていますから、片付けぐらいはしないと罰が当たっちゃいますよ！」

			　そう言って張り切った様子で腕まくりを始めるソフィ。

			「理屈はよくわからんが……。まぁそれならお願いしようか」

			　せっかく彼女がこう言ってくれているのだ。それを無下にするのもどうかと思われた。

			「はい、ありがとうございます」

			　ソフィは笑顔でそう言うと、どこか嬉しそうに慣れた手つきで洗い物を始めた。

			（礼を言うのはこちらの方なんだが……、まぁ本人(ソフイ)がいいならそれでいいか……）

			　彼女は洗い終えた食器を一つ一つ水切りカゴに置いていくと、適度に湿らせた台拭きでテーブルを拭き始める。

			「そういえば、ドラさんはいつも草ばかり食べているんですか？」

			「ふむ、『いつも草ばかり』……か」

			　そう言われると、何だか草食動物みたいだな……。

			「あっ、す、すみませんっ！　そういう意味じゃなくてですねっ！　えーっと……！」

			　俺の呟きに対し、彼女は大きく取り乱す。

			「いやまぁ……ソフィの言う通りだな。独り身の男だし、あまり手の込んだものを作ることは少ない」

			　草以外にも強化系の食料はたくさんあるのだが、調理に少し手間を要する。

			（昔はいろいろと手のかかる料理も作っていたのだが、最近はアイテムも増えてきたからな……）

			『アイテム磨き』の時間を確保するために、どうしても食事のメニューがおざなりになっている節は否(いな)めない。

			「……それなら、その……今日のお夕飯は私が作ってもいいですか？」

			「それは構わないが……。いいのか？」

			「はい、もちろんですっ！　こう見えても私、料理には少し自信があるんですよ！　いつか誰かに振る舞おうと、家で孤独に練習してましたからっ！」

			　ソフィが得意げに胸を張る。彼女にしては珍しく、その顔には自信の色が見え隠れしていた。

			（一部もの悲しい内容が含まれていたが……。そこは徒(いたずら)に触れない方がいい気がするな……）

			　人に歴史あり。彼女にもこれまでいろいろなことがあったのだろう。

			「それじゃ、お言葉に甘えるとするか。――よし、食材は俺が用意しよう」

			　せっかくソフィが腕を振るってくれるということもあるし、いつもより高級な食材を使うのもいいかもしれない。

			「はいっ！　……はぃ!?」

			　自信満々の返事が一転、突如ソフィは不安そうな声をあげた。

			「ん、どうした？」

			「え、あ……いや、その……。食材まで用意してもらうのは、ちょっと悪いかなぁ……と思いまして？（ドラさんの用意する食材……嫌な予感しかしない……）」

			　彼女は遠慮しがちに、こちらに視線を合わせることなくそう言った。

			「ははは、気にするな。食材系アイテムは道具一覧(アイテムウインドウ)に、文字通り腐るほどあるからな」

			　ヴァルナにおいて、食材系アイテムの価値はそれほど高くない。いや、武器や防具といったアイテムに比べれば非常に低いと言っていいだろう。

			（そう言えば、この世界の食料事情はどうなっているのだろうか……？）

			　あの世界では人間やモンスター――生物の死は日常茶飯事。そしてその死体に含まれる栄養素が大地に染み渡り、過度に豊かな土壌が生み出される。このおかげで野菜や果実といった類(たぐい)の植物は、種を蒔(ま)いて一日もすれば収穫の時期を迎えるし、動物たちも栄養不足にあえぐことはない。

			（この世界の食文化を学ぶためにも、一度外食をしてみるのもありだな……）

			　そんなことを考えていると、ソフィがポツリと呟いた。

			「そ、そうですか……。と、とにかく私、頑張りますねっ！（いや、いくらあの常識ハズレのドラさんと言えど、まともな食材の一つや二つぐらいはあるはずっ！）」

			　ソフィは激しく意気消沈したかと思うと、次の瞬間には『頑張ります』宣言を高らかに行った。

			「あ、あぁ。楽しみにしているぞ」

			（相変わらず、上がり下がりの激しい娘だ……っと、そんなことよりも）

			「――ところでソフィ、この後の予定は空いているか？」

		

	
		
			　

			２　号外

			　

			　朝食をとり終えた後、俺はソフィと共に現地調査を行うために大通りへと向かった。

			　時刻は朝の七時頃。それにもかかわらず、大通りにある露店の多くは、既に営業を始めていた。

			「まだ朝も早いと言うのに随分と活気があるじゃないか」

			　それに店だけではない。大通りには、いかにも冒険者らしい重装備の男から、買い物カバンを手に持った女性まで様々な人で賑わっていた。

			「バースは祭り好きなアスフィア様が治める街ということもあって、グリシャ神国で二番目に華やかな街ですから」

			「ほぅ。では一番はなんという街なんだ？」

			「それはやっぱり『欲望の街デザ』ですね。『豊穣の女神ジャンヌが治めるここは眠らない街とも呼ばれ、昼夜を問わずたくさんの人々が様々な取引を行っている』……と、本に書いてありました！」

			「欲望の街デザに豊穣の女神ジャンヌか……」

			　この街も十分に栄えているとは思うが、それ以上となるとどんなところになっているのだろうか。

			（……非常に興味深いな。この街を調べ上げたら、一度デザの方に足を運んでみるか）

			　新たな情報を頭の片隅にしっかりとメモを残した。

			（しかし、それにしても――）

			　俺は気付かれないように周囲の様子を窺う。

			『おい、あいつって昨日の!?』

			『指を差すな馬鹿っ！　ぶっ殺されんぞ!?』

			『今度は何をしでかすつもりだっ!?』

			（ソフィは全く気付いていないようだが、先ほどから随分と目立っているな……。……何故だ？）

			　異世界転移を果たして今日で早三日。いつもならば、そろそろ馴染んでもおかしくない頃合いだというのに。依然として俺はまだ、浮いた存在になっている。

			（……まぁ、この世界は今までのどの世界よりもヴァルナと『違う』からな。周囲に溶け込むのにも、いつもより時間がかかっているのかもしれない）

			　自分の中でそう結論付け、周囲からの注目を努めて無視し、陳列されている商品(アイテム)に視線を移す。

			（ふむふむ、どれも見たことがないアイテムばかりだ……）

			　さすがは『異世界』というべきか。販売されているアイテムは、ヴァルナではお目にかかれないような珍妙なものばかりだった。

			（どれ……〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉）

			　いくつかの商品を調べてみるが、どれも指定番号(ナンバーズ)カードとなるほど価値があるものはなかった。

			（質は低いが……まぁいい。『ヴァルナに存在しない』というだけで十分価値はある。そうだな……全て三つ……いや、予備の予備を含めて四つ買っておくか……）

			　基本的にどれほど価値の低いアイテムでも観賞用・保存用・保存用の予備・保存用の予備の予備と最低でも四つは手元に置くようにしている。こうしておけば不測の事態が起きたとしても問題ない。

			　冒険への備えは不要だが、コレクションへの備えは欠かしてはならない。コレクターとしては当然のことだ。

			「ところでドラさん、今日はどちらま――」

			　ソフィが新たな話題を振ってきてくれたところで、

			『――号外っ！　号外っ！　号外だよっ！』

			　前方から男の大声が聞こえてきた。

			「って、ドラさん！　号外ですよ、号外！　何か大きな事件でもあったのでしょうか!?」

			「よし、行ってみるか」

			　興味をそそられた俺たちは、声のする方へと進んでいく。すると前方に少し開けた広場を見つけた。そこには大勢の人々が密集しており、その中心で複数の男が大声をあげながらビラを配っている。

			「……すごい人だな」

			「……ですね」

			　広場には秩序なく大勢の人々が蠢(うごめ)いており、地面には捨てられたビラが散乱していた。

			（こういう『ごちゃごちゃ』したものを見ると、何というかこう……更(さら)地(ち)にしたくなるな）

			　これもコレクターの性(さが)というやつだろうか？　整理整頓されていないと背中のあたりがムズムズするというか、ソワソワするというか――とにかく、落ち着かないのだ。

			「ふむ……。〈地獄の炎／ヘル・フレイ――」

			　俺がすっと前に突き出した右腕に、ソフィが慌てて飛びついてきた。

			「な、ななななにをするつもりですかっ!?」

			「ん……あぁ、すまん。散らかっていたものだから……つい」

			　つい、いつもの癖で『まっさら』にしてしまうところだった。

			（この世界では一度死ねば終わり……という話だったな。なんとも動きにくい世界なことだ）

			「『つい』じゃないですよっ!?」

			「まぁまぁ、そう大きな声を出すな」

			　その後、荒ぶるソフィをなんとか落ち着かせる。

			　そして人込みを掻き分け、ビラを配っている男の前に立った。

			「すまない。二枚もらえるか？」

			「はいよっ！　……って、あれ？　あんた……」

			　男は快く二枚のビラを俺に手渡すと、続けてビラと俺の顔を交互に見比べ始めた。

			「どこか……で……～～ッ!?」

			　するとその顔はみるみるうちに青(あお)褪(ざ)めていき、ついに腰を抜かして、その場に崩れ落ちた。

			「おい、大丈夫――」

			「――で、で、出たぁぁぁあああっ!?」

			　男の絶叫により、広場は大パニックとなった。

			『あの男……写真のっ!?』

			『に、逃げろぉおおおおおっ！』

			『ひぃぃいいいいいいいいっ』

			　広場に集まっていた大勢の人々は、まるで蜘蛛の子を散らすように逃げていった。数分後、そこに残されたのは俺とソフィ、そして投げ捨てられた大量のビラだった。

			「……えー」

			「ドラさん、とても怖がられちゃってるみたいですね……」

			「何故……」

			　この世界に転移してから、俺は細心の注意を払って目立つ行動は避けてきた。まだどの街も更地にしていないどころか、人っ子一人殺していない。いったい俺のどこに恐れられる要素があるというのか。

			（……わからない）

			　考えても考えても、その答えは見つからなかった。

			（まぁ……いいか。こういう扱いはヴァルナでも慣れてるしな）

			　遥か昔に『天災』指定を受けたその日から、人々は俺を恐れ、逃げ惑うようになった。最初の内は、『力試し』とばかりに各国から腕自慢がやってきたので――皆殺しにした。

			　またしばらくすると、俺の部屋に盗みに入る愚か者たちが現れたので――地の果てまで追いかけて皆殺しにした。

			（それ以降、誰も寄り付かなくなって……友人(あいつら)と出会ったんだったか）

			　今となっては遥か昔の話だが、友人たちと出会ったときのことは、つい昨日のことのように思い出せる。

			（ふふふ……）

			　俺が記憶の彼方に思いを馳(は)せていると、ふと背後から視線を感じた。振り返るとそこには、不安そうな表情を浮かべたソフィがこちらを心配そうに見ていた。

			「ドラさん、その……あんまり思いつめないでくださいね？」

			「ん？」

			　思いつめる……何のことだ？

			「逃げていった街の人たちは、ドラさんのことを知らないから怖がっているだけです。でも、私はちゃんと知っています。ドラさんが本当は、とっても優しい人だということを！　……ちょっと変なところはありますけど」

			　ソフィが何を伝えたかったのは、正直全くわからない。しかし、励まそうとしてくれていることは、何となくだが伝わった。

			「あぁ、ありがとう」

			　俺はソフィに礼を言うと、先ほどから気になっていたビラを拾い上げる。

			　そこには見事な姿勢(ポーズ)で土下座を敢行するアスフィアと、憮然とした表情で愛刀を持つ俺の姿が写されていた。

			（何だ、昨日の決闘についての記事か）

			　号外と銘打った割には、その中身は大したことないものだった。

			　記事の内容に目を向けると、そこには派手な書体でいろいろな文句が並んでいた。

			『強さだけが取り柄の駄女神、人間に敗れる！　アレには一体何ができるのか!?』

			『信仰率がついに10％を下回るっ！』

			『見事な土下座！　汚職女神に天罰が下る！』

			『アスフィアクラスタ解散!?　水面下ではセイラクラスタ結成の動きも！』

			　控えめに言って散々な書かれようだった。

			「これは……何というか……」

			「ふむ、ボロクソだな」

			「……ですね」

			　神性の低さから何となく予想はできていたが、アスフィアはやはり人々からの信(しん)を得ていないようだった。

			　その後、再び大通りを真っすぐに歩いていると、古びた一軒のアイテムショップが目についた。

			　それは大き過ぎず、かと言って小さ過ぎるわけでもない。適度に年季の入った木製の建物だった。

			（いい感じだな……。ここにしよう）

			　こういういきなり穴場から攻めるのもどうかとも思うが、目に付いてしまったものは仕方がない。また今度見つけられるという保証もないし、何より中が気になって仕方がない。

			「ソフィ、まずはこの店から見ようか」

			「はい、わかりました」

			　いつも通り元気のいいソフィの返事を受けて、俺はアイテムショップの扉を押し開けた。

		

	
		
			　

			３　司教職ラズズ＝メルトンの苦悩

			　

			「はぁ……」

			　私はアベルとリューが待つ部屋の扉の前に立ち、何度目になるかわからないため息をつく。

			（こんなことなら、昨日見に行かなきゃよかった……）

			「はぁー…………」

			　いくら考えないようにしても、嫌なことというのは何度も何度も頭に浮かんで来てしまう。

			（――いや、ダメよ！　しっかりしなさい、ラズズ＝メルトン！　意識を取り戻したとはいえ、アベルは昨日まで瀕死の重傷だったんだから！　余計な心配をさせないようにしないとっ！）

			　両手で頬を強めに叩き、気を強く持とうとする。

			　しかし。

			（あぁ……。でもどうしてあんなことをしちゃったんだろう……）

			　脳裏によぎるのは、昨日のあの光景。

			　

			【すまなかったな。これは回復用のアイテムだ。司教職がいない間は、つらいと思うが、頑張れよ】

			【そこまで……そこまで私を侮辱して何が楽しいのよっ！】

			　

			　私はその後、あの悪魔の手にあったよくわからない三枚のカードをあろうことか振り払ってしまった……。

			　いろいろな情報が錯綜していて真偽は定かではない。だが、とある噂によれば、昨晩アスフィア様が半殺しにされた原因は、あの悪魔のアイテムを『ガラクタ』と言ってしまったことらしい。

			（もし……、もし、その噂が本当だとしたら……）

			　アイテムをガラクタ呼ばわりしただけで半殺しにされるとしたら……。

			　あの悪魔のアイテムを振り払い、地に落としてしまった私はどんな目に遭わされるだろうか……？

			（よくて半殺し、悪くて……）

			　その先を考えただけで身震いが止まらない。

			（あいつは、昨晩の戦いで楽しそうに笑っていた……）

			　別に声をあげて笑っていたわけではない。そんな明るいものではなく、もっと嗜虐的で暗い笑みだった。おそらく性根が腐っているのだろう。人の悲しみや苦しみを好む――私が一番大嫌いな種類(タイプ)の男だ。

			（……でも、強い。それも馬鹿みたいに……）

			　　そんな最低最悪の悪魔だが……いやだからこそなのかアレは埒外の力を振るう。『神』であるアスフィア様ですら、手も足も出なかった化物染みた力を。

			（多分、普通には殺さないんだろうなぁ……）

			　いったいどんな責め苦を味わわされて殺されるのだろう。

			　一枚一枚爪をはぐように、ジワリジワリと殺されるのか。はたまた衆人環視の中、ボロ雑巾のように嬲(なぶ)り殺されるのか。

			（まだ……死にたくないよぉ……）

			　気を抜けば、涙がこぼれ落ちそうになる。

			　本当のことを言うならば、今すぐ故郷のお父さんとお母さんのところに逃げ込んで、そのままジッと静かに――奴が私という存在を忘れるまで隠れていたい。

			（……それでも、逃げるわけにはいかない）

			　あいつは私の大事なパーティーメンバー――アベルとリューを知っている。今ここで私が逃げたら、絶対に二人が標的になる。

			（それだけは避けなくちゃ……っ）

			　私のせいで家族同然のあの二人が殺されてしまったら、それこそ私はもう自分が大っ嫌いになってしまう。

			　それに第一、雷神であるアスフィア様よりも速い化物相手に、どうやって逃げるというのか。

			（誰か……助けてよ……）

			　つい口から漏れ出そうになる泣き言を胸に仕舞い込み、大きく深呼吸をする。

			（ふーっ……よし。とにかく今は、アベルのために買ってきたこの『癒しの粉末』を渡さなきゃ）

			　迫りくる残酷な現実から逃げるように、私は目の前の扉をノックした。

			　

			■

			　

			　私たち三人はとある宿に大部屋を一つとっていて、そこを活動拠点としている。私はその部屋の扉を開き、努めて明るい声で声をかけた。

			「ただいま、アベル、リュー」

			　体調が万全ではないアベルはベッドで安静にしており、リューはその横にある椅子に行儀よく座っていた。

			「あ。おかえり、める」

			「おかえり、メル。悪いな、こんな朝早くから買い出しを頼んでしまって」

			「いいのいいの、気にしないで」

			　アベルから頼まれた『癒しの粉末』を買い物袋から取り出し、温かいお湯を沸かす準備を始める。

			『癒しの粉末』――恐慌状態などの精神的なバッドステータスを回復するアイテムの一つだ。広く普及していて安価で手に入るが、温かい液体に混ぜないとその効果を発揮しないので戦闘中に使われることは少ない。

			　昨日あの悪魔の攻撃を受けたアベルは精神に大きなダメージを負ったために、急遽必要となったのだ。

			「ところでメル、昨晩の続きを聞かせてくれないか？」

			　よほどあのことが気になっていたのか、アベルは身を起こし、真っすぐな視線をこちらに向けてきた。

			「う、うん……いいよ」

			　昨晩遅くに、結果だけは伝えたが、詳細は伏せたままにしてある。今のアベルには、刺激が強過ぎると思ったからだ。

			（ど、どうしよう……何て話したらいいんだろう……）

			　アベルは過去に一度、アスフィア様に命を救ってもらったことがあるそうだ。事実、アベルは熱心なアスフィアクラスタの一員だし、心の底から女神アスフィア様を尊敬している。

			　そんな彼に……。

			（アスフィア様が泣いて命乞いをしたなんて……言えない）

			　肉体(フイジカル)の損傷はあの悪魔の魔法で回復したみたいだけど、アベルの精神は未だボロボロ。昨晩寝ている間もひどくうなされていた。

			（そんな身も心も弱っているアベルに鞭打つような――残酷な真実を伝えることは、したくない）

			　だから私は、どこか後ろめたい気持ちがありつつも、嘘をつくことにした。

			「ア、アスフィア様も善戦してたけど……ギリギリのところで負けてしまったわ……」

			　よくないことだとはわかっていたけど……でも、本当のことなんて言えるわけがなかった。

			「それは……本当、なのか？」

			「……うん」

			「そう……か……」

			　やはりというか何というか、アベルは大きく肩を落とした。

			「な、なぁ、メル。……アスフィア様は神器を使っていたか？　神(かむ)威(い)の開放は？　そもそもあの方は本気だったのか!?」

			　矢継ぎ早にいくつもの質問が飛んできた。

			　彼にとってはどうしても、アスフィア様が敗れたという事実が受け入れがたいものなのだろう。

			「多分、アスフィア様は本気だった……と思う。神器雷神の槍(ミヨルミヨール)も出したし、神威も開放してた」

			「……馬鹿な。本気の神に、人間が……勝った……？」

			　アベルは「信じられない」と呟いたっきり、頭を抱えてしまった。

			（……当然の反応(リアクシヨン)だ）

			　人間が神に勝つなんて……私だって信じられない。今でも、あれは悪い夢なんじゃないかと疑ってしまう。

			「なぁ、メル……あの負けず嫌いなアスフィア様が負けを認めるなんて、いったいどんな戦いだったんだ……？」

			「それは……その……～～っ!?」

			　その問いかけによって、昨晩の記憶が鮮明に呼び起こされてしまった。

			　

			　――おどろおどろしい刀が、痛ぶるようにアスフィア様の薄皮を一枚一枚切り裂いていく。

			　――絶大な魔法も、神威の開放も、神器さえも届かない、絶対的な力。

			　――響く、アスフィア様の悲痛な叫び。

			　――そして深く胸に突き立てられた刀。

			　

			　そして、次は――私。

			　

			「い、いやっ……！」

			　瞬間、あのときのアスフィア様の姿に、私が重なった。

			「メル!?」

			「……める？」

			　気付けば、私は床に尻もちをついてしまっていた。

			　目の前には散乱した『癒しの粉末』。

			　これではもう使用することはできない。

			「……あっ。ご、ごめん！　今すぐ、新しいの買ってくるね！」

			「いや、そんなのは後で――」

			「い、いいのいいのっ！　気にしないで！　別にこの後やることもないし。パッと行って、パッと帰ってくるから！」

			　私はそう言って逃げるように部屋から飛び出した。

			「メルの奴……何か隠してるな……」

			「そだね。めるは隠し事、苦手だから」

			　部屋から飛び出した私は、再び大きなため息をつく。

			「はぁ……。何やってんだろ、私……」

		

	
		
			　

			４　勘違いと仲直り

			　

			「――店主よ。これはなんというアイテムだ？」

			　陳列棚に飾ってある一つの仮面のようなものを手に取り、店主に問いかける。

			「ほえーっ。あーっ……それは『鬼の仮面』と言い、春の豆まきの頃に使いますなぁ」

			「豆まき……？　して、この仮面の効果はいかに？」

			「ほえーっ、効果……ですか？　強いて言うなら……豆を投げつけられるようになること……ですかなぁ」

			「ほぅ……実に興味深い……」

			　驚くべきことに、この一見何の変哲もない普通の仮面には、精神操作系の魔法効果があるようだ。それも『装備者に対し、豆を投げつけたくなる』という聞いたこともない効果の魔法だ。

			（……非常に興味深い。豆を投げることにいったい、どういう意味があるのだろうか？）

			「ふむ、五つ……いや六つほどいただこう」

			「ほえーっ……三千ギルになります」

			　俺は懐から千ギル紙幣を三枚取り出し、店主に手渡す。

			「まいど」

			　店主から『鬼の仮面』を受け取り、大事に道具一覧(アイテムウインドウ)に収納する。

			（くっ、思わぬ出費だ……）

			　この一軒目は下見、そう――ちょっとした冷やかしのつもりだったのだが……。

			（既にこの店だけで四万五千ギル――手持ちの大半を使い果たしてしまった……）

			　さすがは異世界というべきか……。

			　ヴァルナにはない、様々なアイテムがあちらこちらに売られている。

			　懐に手を入れ、残金を確認する。

			（……残りは四千ギルか。今日の宿代で千ギルは必要だから……使えるのはたった三千ギル。――いや三千ギルも使える！）

			　つまり――まだ、買える。

			　それにお金はグリード氏のところで、依頼(クエスト)を受ければどうとでもなる。最悪、宿代まで使い込んでしまったとしても、そのときは野宿をすればいいだけのこと。

			　俺が新たなお宝を求め、次の陳列棚に目を移そうとしたところで、ソフィが不安そうに耳打ちをしてきた。

			「ど、ドラさん、先ほどからいろいろ買い込んでいますが……予算のほどは大丈夫なんでしょうか？　そもそも、この世界のお金をいつ手に入れたんですか？」

			「ん？　あぁ……」

			　そういえばソフィは、グリード氏とのやり取りの記憶がないのだったか。

			「まぁ、何だ……いろいろあってな。話すと長くなるから、流してくれると助かる。それに、安心してくれ。このお金は正当な方法で得たものだ」

			　別に力ずくで奪ったりは、まだしていない。今はまだその時期ではない。

			「そうでしたか。それなら良かったです」

			　そう言うとソフィは優しく微笑み、それ以上追及してくることはなかった。

			（俺も、昔より少しは賢くなっている……つもりだしな）

			　異世界転移の直後は、目立つ行動を控え、情報収集に専念する――これは幾度の異世界転移を経験したことにより、身に付けた知恵の一つだ。

			　実際過去に転移した世界では文化や慣習の違いによる不幸なすれ違いがあり、現地の住人を皆殺しにしなければならないことが何度もあった。

			（……本当にもったいないことをしていたものだ）

			　戦いの余波により、いったいいくつの希少なアイテムや知識・技術が喪失したことやら……。考えただけで、背筋が凍る思いだ。

			　そんないくつもの失敗を糧にして、俺は隠密行動の重要性を認識したのだ。

			（っと……いかんいかん。今は目の前の宝物(アイテム)に集中せねば……）

			　昔の思い出に浸っている場合ではない、しっかりとコレクターとしての務めを果たさなくては。

			　そうして次に購入するアイテムの物色を始めたところで、店の扉が開いた。どうやら新たな客人が来たようだ。

			「ほえーっ、いらっしゃいませ」

			「あっ、すみません。さっき買った『癒しの粉末』をもう一つ――っ!?　って、あんたはっ!?」

			　店主が客の対応に向かったところ、新たな客人である女が突如大声をあげた。

			「ん？　あぁ、お前は……」

			　……誰だっけ？　どこかで会ったような気が……しなくもない。

			　その女はすらっとしたスレンダーな体型で、ワンピースを自己流でアレンジしたような服を着ており、肩口や脇腹のあたりが露出している。長い赤髪が特徴的で、胸には銀の十字架のネックレスが存在感を主張していた。

			（やはりどこかで見たような気が……する）

			　彼女の頭の先からつま先までじっくりと観察していると、横にいたソフィがクイクイと服の袖を引っ張ってきた。

			「ど、ドラさん、メルトンさんですよ、メルトンさんっ！　お知り合いだったんですか？」

			　めるとん、メルトン……あっ。

			（……思い出した。先日、俺が煽りに煽りまくった冒険者だ）

			　アイテム探しという大事なときに、なんというタイミングの悪さだ……。

			　どうやら俺と彼女は、本当に巡り合わせが最悪のようだ。

			「まぁ知り合いといえば、知り合いになる……かな？　それよりソフィこそ、メルトンとは知り合いだったのか？」

			「いえいえ、そんな私なんかが恐れ多いですよっ！　メルトンさんはこの街でも指折りの司教(ビシヨツプ)職で、とっても有名人なんです！」

			　彼女は尊敬の念が籠った視線をメルトンへ向ける。

			（メルトンは有名人だったのか……というかアレで指折りの司教(ビシヨツプ)職なのか……。この世界は司教(ビシヨツプ)職の発展が遅れているようだな。……いや、今はそんなことは置いておいて）

			　俺は脇道にそれてしまった思考を本線へと戻す。

			（知らなかったこととは言え、彼女に酷いことをしてしまったのは事実。いつかは謝らねばと思っていたが……）

			　まさかこんなすぐにその機会がやってくるとは、思わなかったな。まぁ考えようによっては『ツイていた』と言えなくもないか。

			　俺がそんなことを考えていると、メルトンの表情はみるみる内に引きつっていった。怒っているのだろう……俺のした行いを考えれば当然の反応だ。

			「ば、化物め！　どうして、こんなところにっ!?（さ、先回りされた!?　どうして……？　いや、そんなこと決まってる……。私を……殺すため……）」

			　そう言うとメルトンは震える手でこちらを指差した。

			（嗚(あ)呼(あ)……なんということだ……）

			　俺が煽りに煽り過ぎたためだろうか……。彼女は怒りと強いストレスで気がふれてしまったのだ。この場には俺とソフィ、高齢の店主がいるだけで化物などどこにもいない――つまり彼女は幻覚症状に苦しんでいるのだ。

			　それにアイテムショップにいる理由など、アイテムを売買する以外にない。そんな簡単なことすらわからないほどに、彼女は壊れてしまっている。

			『天災』メンバーの中でも随一の常識人である俺は、強い罪悪感に苛(さいな)まれた。

			（……謝ろう。素直に）

			　俺はチラリとソフィに視線を向ける。

			（弟子の前で師匠である俺が謝罪をするというのは、流石に格好がつかないな……）

			　……仕方がない、場所を変えさせてもらうか。

			　幻覚に怯え、身を抱えているメルトンに努めて優しげに話しかける。

			「メルトン、話がある。場所を変えたいんだが……いいか？」

			（ッ!?　き、きたっ!?）

			　彼女は二、三度深呼吸をすると、何かを決心したかのように大きく一度頷いた。

			「そう……。わかったわ」

			（……ん、やけに素直だな？）

			　彼女の性格上、てっきり断られるかと思ったんだが……。まぁ都合が悪いわけでもないし、なんでもいいか。

			「ソフィ、俺はメルトンと少し話をしてくる。悪いが、店の中で待っていてくれないか？」

			「はい、わかりました」

			　店の扉を開き、メルトンについてくるよう目配せをすると、彼女は一度コクリと頷いた。

			　店の前にはおあつらえ向きの――あまり人目につかない薄暗く細い路地があった。

			（本当に……一言も喋らないな……）

			　重苦しい空気に居心地の悪さを感じながら、路地の奥へ奥へと入って行く。

			（……この辺りでいいか）

			　しばらく歩き、適当なところまできたところで、メルトンの方へ向き直る。

			「それで……話というのはだな……」

			　俺が口火を切ったその瞬間、メルトンの顔が強(こわ)張(ば)った。

			　彼女の中で怒りが再燃してきたのだろう……。それもやむないことだ。知らなかったとはいえ、彼女の自尊心やらプライドやらを粉々にしてしまうほど煽ってしまったのだから。

			　咳払いを一つし、意を決して話を切り出す。

			「ゴホンッ。あー、あのときはだな――」

			　すると俺の謝罪を遮るようにして、突如メルトンは深く頭を下げた。

			「――あっ、あのときはすまなかった。私なら煮るなり焼くなり、好きにして構わない。――だから……だからっ！　アベルとリューだけは見逃してくれっ！」

			「え、えー……」

			　どういうわけかメルトンは今も必死に「どうか……頼む……」と、消え入りそうな声で呟いており、その体は小刻みに震えていた。
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			「いや、待て待て待て。何もお前が謝る必要はないだろう？」

			「……え？」

			　ゆっくりと顔をあげる彼女の目尻には、うっすらと涙が浮かんでいる。これではまるで俺が小動物をいじめているみたいではないか……。

			「あー……あのときは、その……なんだ。お前が司教(ビシヨツプ)職だということを知らなくてな。ずいぶんと失礼な物言いをしてしまった……すまない」

			　過去をしっかりと反省し、ペコリと頭を下げる。

			　対するメルトンは、呆けたように口をポカンと開けていた。

			「少し事情があってだな……。俺はこの世界の常識をまだよく理解していないんだ。……そうだな、世俗に疎いと言ったところか。別に悪気があったわけじゃないが、お前には心無いことを言ってしまった。すまなかったな」

			　そうしてもう一度謝罪の弁を述べる。

			　すると彼女は、数秒遅れてようやく動き出した。

			「――い、いやいやっ！　わ、私の方こそ、その……せっかくいただいたカード……？　を乱雑に扱って、本当にすまなかったっ！」

			　早口でそうまくし立てると、彼女は再び深く腰を折って頭を下げた。

			「あぁ、そんなことなら気にしないでくれ」

			　メルトンに渡そうとした三枚のカードは、全て【Ｅ：回復の水】。ヴァルナにおいては、どこにでもある飲み水のようなものだ。いくらコレクターの俺でもさすがにこの程度では怒らない。まぁ、これが万が一希少な指定番号(ナンバーズ)カードならば、有無を言わさずに斬殺するところだが……。

			「それじゃこれで仲直りとしよう」

			　仲直りの証として友好的に右手を差し出し、握手を求めたところ。

			「――ひぃっ!?」

			　彼女は悲鳴をあげ、一歩後ろに下がった。

			「ふむ……そうか」

			　今しがた差し出した手を、すっと引っ込める。

			（さすがに急ぎ過ぎてしまったか……）

			　メルトンからすれば、俺はトラウマの象徴のようなもの。いくら謝罪を――仲直りをしたとはいえ、いきなり握手は少し性急過ぎたか。

			「あっ!?　いや、こ、これはその……っ！」

			　自身の浅慮な行動を反省していると、彼女は突然泡を食ったようにあたふたとし始めた。友好の儀である握手を拒んだことに対し、少しの罪悪感を覚えているのかもしれない。

			「いい。気にするな」

			　努めて優しい声(こわ)色(いろ)で彼女を制止する。今回の件は全面的に俺が悪い。握手を拒まれるのもやむないことだ。

			　とにかくこれで必要最低限、彼女にしなくてはならないことは終わった。そろそろ店に置いてきたソフィを迎えに行くとしよう。

			「それじゃ、俺はこれで失礼す――おっと、そうだ」

			　お節介になるかもしれないが、これだけはちゃんと伝えておいた方がいいだろう。

			「は、はいっ！」

			「何というかその……少し、精神状態に異常(イレギユラー)が見られる。当分の間は安静にしておいた方がいいぞ」

			「……は、はぁ」

			　彼女が頷いたことを確認した俺は、今度こそ歩き始める。

			「それじゃ、失礼するぞ」

			　そうしてソフィの待つ商店へと戻るとそこには、興味深そうに色々な品を眺めるソフィの姿があった。

			（ふむ、そういえば彼女もこの街に来たばかりと言っていたな……）

			　そうなるとソフィは、どこの街の出身なのだろうか？

			　また今度、機会があったときにでも尋ねてみるとしよう。俺がそんなことを考えていると、ソフィがこちらに気付いた。

			「あれ、ドラさん。お話はもう終わったんですか？」

			「あぁ、ところでソフィ。少し疲れてしまったので一度、宿に戻らないか？」

			　これは嘘半分、真実半分だ。

			　実際精神的に疲れはしたが、本音を言うとこの場からすぐに立ち去ってあげた方がいいと判断したのだ。見たところメルトンはどうやら、この店に所(しよ)用(よう)があるようだった。ここに俺がずっと居座っていたのでは、落ち着いて買い物もできないだろう。

			「そうですか、では一緒に帰りましょう」

			　ソフィが快く了承してくれたので、俺は彼女と共に自室へと戻った。

			　

			■

			　

			　ソフィと共に自室へ戻った俺は、体を休めている『ポーズ』としてどっかりと椅子に腰を下ろした。

			（方便とは言え、『疲れたから』という理由で帰ってきたからな。これぐらいはしておいた方が自然だろう）

			　彼女は今リビングに備え付けられている椅子に座り、いつも手に持っている先端が捻じれた杖を磨いていた。鼻歌まじりに足をパタパタとばたつかせているところを見るに、上機嫌のようだ。

			「ふーっ……少し疲れたな」

			　そんな思ってもいないことを呟くと、何がそんなに面白いのかソフィは、ニコニコとこちらを見てほほ笑んでいた。

			「どうした？　何か俺の顔についているのか？」

			「いえ、ドラさんが疲れている姿は、何だか新鮮だなぁと思いまして」

			「そうか？　俺だって人間だからな、疲れることもあるさ」

			　そうしてしばらくの間、二人で楽しく雑談に興じることになった。

			「それにしても、いつの間にメルトンさんとお知り合いになっていたんですか？　私、びっくりしちゃいましたよ！」

			「ん、あー……」

			　そういえばあのときソフィは、初めての養殖を終えた後で、一人シャワーを浴びに行っていたんだったな。

			「ソフィと冒険者組合の前で待ち合わせしている間にちょっとあってな。まぁ、あまり好かれてはいないようだ」

			　好かれていないどころか、ほぼ間違いなく嫌われている。

			「そ、それは……また、何かやってしまったんですか？」

			　彼女は心配げな表情を浮かべて、そう問いかけていた。

			「『また』とは何だ『また』とは。俺はこの世界に来てまだ何もしていないだろう？」

			　無駄なく、より効率的にレアアイテムを収集するため、現在は苦手な隠密行動と情報収集に徹している。それなのにそんな風に言われるのは少し心外だ。

			「な、なるほど……ドラさん基準では、まだ何もしていないんですね……」

			　しかし、残念ながら彼女からの同意は得られなかったようで、彼女は意味深なことを呟くだけだった。

			（うぅむ……ヴァルナを知らないソフィに理解してもらうのは難しい……か）

			　ここグリシャ神国は文化・風習・考え方、何もかもがヴァルナとは違う。いや、今まで巡ってきた他の異世界の中でも、この世界は飛び抜けて変だ。生まれてからずっとここで生活してきた彼女に、急にヴァルナ様式に慣れろという方が無茶だろう。

			（はぁ……エミヤやルシファーが今までの俺の隠密っぷりを見れば、スタンディングオベーション間違いなしなんだが……）

			　こんなときに旧(ふる)き友人たちが恋しくなる。彼らは今、元気でやっているのだろうか。

			（しかし、そうだな……成長するうえで様々な世界を知り、知見を得ることは大切だ）

			　成り行きとはいえ、俺はソフィの師匠となった。そうなったからには、しっかりとその務めを果たさなければならない。

			　星の数ほど世界がある中で、ここグリシャ神国しか知らないというのは、俺の弟子として少しどうかと思う。

			（いつかソフィをヴァルナに連れていくことも視野に入れておかねばならないな……）

			「えーっと……ドラさん？　大丈夫ですか？」

			　急に俺が黙り込んでしまったからか、ソフィが心配そうにこちらを覗き込んできた。

			「ん、あぁ、すまない。少し考えごとをしていてな。――ところで、俺はもう少ししたら、グリード氏のところへ足を運ぼうと思っているんだが……」

			　先ほどの買い物により、手持ちがずいぶんと心許なくなってしまった。今後に備えて、資金調達をしておきたい。

			（本来ならば、冒険者ギルドから直接依頼を受けるところなんだが……）

			　この世界には『依頼(クエスト)受注制限』なる頭のおかしい規則が存在する。そのため鉄(てつ)級(きゆう)冒険者の俺は、報奨金の低い依頼しか受けられない。これを回避するためにグリード氏から直接、俺個人に依頼をもらうことにしたのだ。

			（まぁ、その方法も『ギルド協定』なる規則によって、本来ならば禁止されているようだが……）

			　しかし、そこは敏腕経営者のグリード氏。詳しくは知らないが、氏の妙案によってその問題は解消されているようだ。

			「ソフィは、この後どうするつもりなんだ？」

			「えーっと、もしお邪魔でなければドラさんについて行きたいなって……あれ、グリード氏？　……っ！　ドラさん、それってもしかしてあのトーマス＝グリードさんのことですかっ!?」

			「あぁ、グリード商会を切り盛りしているそのグリード氏だ。氏は中々の傑(けつ)物(ぶつ)でな。今後は長い付き合いをしていきたいと思って――」

			　俺がそこまで言ったあたりで、急に扉がコツコツとノックされた。

			「……？　ドラさん、どなたかいらっしゃったみたいですよ……？」

			「ふむ、そのようだな」

			　はて、この世界に来て日が浅い俺に客人……？

			（もしかしてグリード氏か……？　いや、氏はこの時間帯は商売で忙しいはず。それに氏にはこの場所を教えていない。はて……いったい、誰だろうか？）

			　全く心当たりがないが、とりあえず応対するとしよう。

			　椅子から立ち上がり、玄関の扉を開けるとそこには――地味なコートを羽織った小柄な人間が一人立っていた。フードを目(ま)深(ぶか)にかぶっているため、その顔を窺い知ることはできない。

			「どちらさま、で……っ!?」

			　訝しげに彼女をジッと見つめた次の瞬間、俺はあまりの衝撃に目を見開いた。

			（な、なんという荘厳で気高い『神性』……まさかっ!?）

			　すると目の前の人物は、目深にかぶったフードを取り、その美しい相貌を露わにした。

			　短く肩口あたりで切りそろえられた漆黒の黒髪。陶器のようなきめの細かく、白く清らかな肌。

			「突然お邪魔して申し訳ありません。私です――女神セイラです」

			　突然の来訪者はなんと、慈愛の女神セイラだった。

		

	
		
			　

			５　極上のおもてなし

			　

			「こっちだ」

			　俺は紳士的に女神セイラを備え付きの椅子へ案内する。

			「あ、これはご丁寧に……どうもありがとうございます」

			　そう言ってセイラは、気品あふれる仕草で座った。

			「ちょっと待っててくれ」

			　来客に――それも上物の神に対しては、当然それ相応のおもてなしをしなければならない。

			（そうだな……ここはセイラの美しい黒髪と同じ黒色の飲み物を……っと）

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から、彼女が好みそうな黒色の飲み物を一つ選び、少しこじゃれたグラスと共に実体化させる。

			「――【Ｂ：幾千の涙】だ。口に合えばいいが」

			　グラスに幾千の涙をなみなみと注ぎ、セイラの前へそっと置いた。

			　幾千の涙――これは千を超えるゴブリンを殺したときに、その族長が稀に流す黒い涙で、蒐集家(コレクター)の間で安くない値段で取引されている。『口当たりがよく、飲みやすい』と友人の間でも評判の一品だ。

			「あ、ありがとうございま、す……っ」

			　あまりに綺麗な漆黒に目を奪われているのか。それとも『髪の色と同じ色の飲み物』を選んだ俺のセンスに脱帽しているのか。彼女は真剣なまなざしでジッと目の前のグラスを見つめていた。

			（……これは、試されているんでしょうか？）

			　そして感動に震える手で、セイラはグラスを手に取る。

			（どう見てもこのグラス……人間の頭蓋骨の形をして……。い、いやいや、そういうテーマのものであって、まさか本物じゃ……ないですよね？）

			　次に彼女は、幾千の涙を食い入るように見つめた。

			（それにこの中に入ったおどろおどろしい黒い液体――とても強い恨みと悲しみを感じます……。こんなの普通の人が飲んだら……）

			　じっくり品定めを終えたのか、彼女は手に持つグラスをテーブルへ置いた。

			（これを私に……飲めとおっしゃるのでしょうか？）

			　すると女神セイラが、こちらを横目でチラリと見ていた。

			（ふふっ、さすがは希代の神性を持つ女神セイラ。その審美眼も並みのものではないということか）

			　彼女は一目でこの幾千の涙の価値に気付き、本当に飲んでいいのかどうか悩んでいるのだ。

			　確かにこれはあまり市場に出回らない貴重なものであり、売れば家の一軒や二軒はくだらない金が手に入る代物だ。

			（しかし、そんなことは気にする必要はない。予備はまだまだ大量にあるし、何より彼女とは今後も良好な関係を維持したい）

			　いつしか、その神器をいただくために。

			　俺はニコリと笑い、優しく首を縦に振った。

			（そうですか、飲めとおっしゃるのですね……）

			　その後、彼女は二、三度深呼吸をすると、震える手でグラスをそっと手に持った。

			「あ、あのぅ……セイラ様？　何と言うかその……もし飲みたくなければ無理に飲まなくても大丈夫なんですよ……？」

			　心配性でいつも深読みしてしまうソフィが、横からそんなことを言い出した。

			「い、いえっ、ソフィさん、飲みますよ！　飲まさせていただきますよっ！（ドラさんが、自分のアイテムを異常なまでに大事に思っているのは、既に先輩がその身をもって証明済み……。もし、『飲まなければ』……私も先輩の二の舞に……っ）」

			「ほ、本当に大丈夫ですか？（ドラさんを怖がっている……のかな……？　多分、いやきっとそうだよね……）」

			「はい。きっと……多分、おそらく……大丈夫なはずです。――では……いただきます」

			　何か自分に言い聞かせるようなことを呟き、セイラはゆっくりと口元へグラスを運んだ。そして――勢いよく飲み始めた。

			（うっ……!?　しょっぱい、苦い、変なにおい……。まるで体の中から汚されていくような……っ）

			　そして一気に最後の一滴まで飲み干した彼女は、

			「おっ……お、おいしぃ……ですねっ！（歯を……早く歯を磨きたい……っ）」

			　大輪の花が咲いたような美しい笑顔でそう言ってくれた。

			「……！　そうだろう、そうだろうっ！　こういうのは他にもまだまだあるんだ！　例えばだな――」

			　俺は少し舞い上がったように道具一覧(アイテムウインドウ)を漁り、彼女の好みそうな飲み物や食べ物を探す。

			　そのときの気持ちを一言で表すなら、そう――嬉しかった。

			　この世界に来て初めて価値観を共有できるものを見つけたことが。そして何より俺の宝物であるコレクションが褒められたことが。

			（う、嘘……まだ、あるの……？）

			　セイラの期待に満ちた、物欲しそうな視線を痛いほど感じる。

			（仕方ない、アレを出すか……っ！）

			　そうしてとっておきの一品を手に取ったそのとき。

			「ま、まぁまぁまぁ、ドラさんっ！　セイラ様は街の運営業務に、もうすぐ開かれる女神会議の準備などなど、とっても忙しいんですよ！　ですから、なんというかその……そういうのはまた別の機会にということで……どうでしょうか？　そ、それにほら、ドラさんにお話ししたいこともあるようですし！」

			　ソフィは早口にそう捲(まく)し立てた。

			「そうなのか？」

			「え、えぇっ、はい！　実はソフィさんの言う通りなんですよっ！」

			　セイラは激しく何度も首を縦に振った。

			　残念だが……忙しいというのならば仕方がないな……。

			「そうか、それならば、仕方がないな……。残念だが、また別の機会にしよう」

			　相手の予定や気持ちなどを考えずに行動するのは、褒められたことではない。俺は仕方なく、取り出しかけたアイテムを道具一覧(アイテムウインドウ)へ収納する。

			「あ、ありがとうございます、ソフィさん……。この御恩はいつか必ず……っ！」

			「いえいえ、こちらこそすみません、セイラ様。――でも、ドラさんを悪く思わないでください。あの人には全く悪気はないんですよ……。普段からいつもこういう人で、私の飲み物も食べ物もとっっっても変な味なんです……」

			「なるほど、やはり相当アレな人なんですね……」

			「えぇ、それはもうっ！」

			「ん、何か言ったか？」

			　後ろから何か小さな声が聞こえた気がしたが……。

			「「い、いえいえ、何でもないですよ！」」

			　二人は息をそろえて、首を横に振った。

			「……？　そうか」

			　どうやら俺の気のせいだったようだ。

			「さてと、ところで神自ら俺の家を訪ねてくるなんて、いったいどうしたんだ？」

			　俺は椅子に腰を下ろしながら、セイラに問いかける。

			「はい。少し、お願いごとがありまして……」

			「お願いごと……？　力になれるかはわからないが、よければ聞かせてくれ」

			　彼女は近年稀に見るまでの清らかな神性の持ち主。彼女の願いであるならば、率先して叶えてあげたい。そしていつの日か、彼女の持つ神器を頂戴したい。

			　俺は下心が出ないように、極めて冷静かつ紳士的に彼女の返答を待った。

			「ありがとうございます。それでそのお願いごとというのは……先輩――いえ、アスフィア様のことなんです……」

			「アスフィア……？　あれがどうかしたのか？」

			　女神アスフィア――セイラの対極に位置する近年稀に見る薄汚れた神性の持ち主だ。あれほど低位の神もそうはいない。

			「はい……。ドラさんとの一戦で街の人々からのなけなしの信頼を失ったアスフィア様は、今大変な窮地に立たされています」

			「まぁ、そうなるだろうな」

			　一応建前上は『引き分け』となっているが、多くの人々はしっかりとその目で見た――アスフィアが涙ながらに土下座するところを。さすがにあんな醜態を晒しては、信頼も何もないだろう。

			「そこでお願いです。どうか――女神アスフィア様の良い評判を流していただけないでしょうか？」

			「アスフィアの良い評判……だと？」

			「はい、どうか何卒お願いします」

			　セイラはそう言うと、椅子から立ち上がり深く頭を下げた。

			「協力したいのは山々だが……。どうして俺なんだ？」

			　この世界に来て間もない俺には、知人も少なければ、横のつながりもない。協力相手としてはあまりに不適当だ。そのあたりを彼女はどう考えているのだろうか？

			「この街の頂点であるアスフィア様を倒したドラさんは、今やこの街の中心人物です。ですから、そのドラさんが良い評判を流せば、きっと信用も少しは回復する……はずなんです」

			「全く中心でもないし、まだ目立つ行動は何もしていないが……」

			　少し俺と彼女の間で認識の隔たりがあるようだが……まぁ、その話はいいだろう。

			「まぁ、できる限りの協力はしようか」

			「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます」

			　俺の了承を取り付けたセイラは、まるで大輪が咲いたかのような美しい笑顔となった。

			「それでアスフィアの良い評判……そのエピソードとやらを聞かせてくれ」

			　良い評判を流そうにも、その基となるエピソードが必要だ。

			「……ありません」

			「ん？」

			「残念ながら、アスフィア様がこの街の女神になってから、いいエピソードと言える行いは一つもありません……」

			「……ｏｈ」

			　まさかたったの一つさえ存在しないとは……。

			（よくぞそれで神として成立していたものだな……）

			　あの神性の低さは、筋金入りということか。しかし、それならばどうしようもない。セイラには悪いが、ここはお断りの流れへもっていこう。

			「すまないな、セイラ。それならばどうしようも――」

			「――ないならば、作ればいいんですよ」

			　その瞬間、女神セイラの神性はみるみるうちに汚れていった。
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			「……今、なんと？」

			「ないならば、作ればいいんですよ。いいエピソードを」

			（いけない、それ以上は！）

			　神性とは日々の行いや心のあり方により、美しくも醜くもなる。清く正しく人のためになる行いをすれば、神性はどこまでも高められていく。その反面、このように嘘をついたり、不道徳な行いをすれば神性は汚れ――最終的にはアスフィアのようになってしまう。

			「何を言っているんだ、セイラ？　そんなことをしても、この街の人々のためにはならないぞ？」

			「悪いことだというのは、私だってわかっています！　ですが、こうでもしないと先輩が……っ！」

			　鬼気迫る表情でそう言ったきり、セイラはふさぎ込んでしまった。

			（……意外だな、彼女がここまでアスフィアに入れ込んでいたとは）

			　彼女の意外な一面を見た俺は、どうしたものかと考える。

			　すると――。

			「ドラさんドラさん、何か訳アリみたいですし……。少しお話を、事情だけでも聞いてあげられないでしょうか……？」

			　横合いからソフィが服の袖を引っ張りながら、そんなことを言ってきた。

			「……ふむ」

			　後輩であるセイラからすれば、先輩女神のアスフィアは目の上のたんこぶのはずだ。今こそまさにアスフィアをこの街の女神の座から追放し、下克上を果たす絶好の機会……と考えるのが普通なんだが……。

			（どういうわけか彼女は今、必死になってアスフィアをかばっている……。大嫌いなはずの嘘までついて……）

			　確かに理由を、事情だけでも聞いておいて損はないだろう。

			「……もしよければ、そうまでしてアスフィアをかばう理由を教えてくれないか？　それによってはこちらも協力できるかもしれない」

			　すると彼女は、多少躊躇いながらも、コクリと首を縦に振った。

			「……わかりました。禁則事項があり、全てをお話しすることはできませんが、可能な限りお話しいたします」

			（……禁則事項？）

			　少々好奇心を刺激されるフレーズだが……まぁ今はいいか。

			「よろしく頼む」

			「はい……。あれはそう、私が神学校に入学した――一年生のころの話です」

			　そうしてセイラは遥か昔を思い出すように、ゆっくりと語り始めた。

		

	
		
			　

			６　神学校のアスフィアとセイラ

			　

			　ヴァルナという地獄のような世界から遠く離れたところに、一つの世界があった。

			　名はヴァルハラ――神々の住むその世界には『神学校』という神の育成学校が存在する。そこで様々な教養を身に付け、優秀な成績を収めたものが一人前の神として、星の数ほど存在する『世界』の監督を任されるようになる。

			　これは遥か昔の話。

			「やーい、やーい！　黒の子セイラー！」

			「悪魔の子めー！　帰れ帰れー！」

			「う、うぅ……。や、やめてよ、キレイちゃん、ミライちゃん……っ」

			　放課後。人通りの少ない神学校の校舎裏。

			　二人組の女生徒にいじめられ、涙を流す一人の少女がいた。彼女の名はセイラ――神としては異形となる『黒い髪』を持って生まれた女神。

			　神の毛髪は金や銀、赤・青・緑と明るい色が九割以上を占め、稀に茶色や紺色などの暗めの色の子が生まれてくる。そして長い神の歴史において、たったの一人でさえも黒い髪をもって生まれたものはいない――女神セイラが生まれるまでは。

			「うるさーい！　口ごたえするな、悪魔めー！」

			「悪魔めー！　学校から出ていけー！」

			　セイラはその黒い髪が原因で、家族からは腫れ物扱いされていた。同時に神学校では、心無い同級生たちにいじめを受けていたのだ。

			「うぅ……。だ、誰か助け……っ!?」

			　そのとき幸運にも校舎の渡り廊下を、セイラのクラスを担当する男性教員が通った。

			　学校という閉鎖された社会で生活を送る未成熟な子どもにとって「自分はいじめられている」と告白するのは、尋常ならざる覚悟が必要だ。控え目で臆病だった当時のセイラは、ありったけの勇気を振りぼって叫び声をあげた。

			「せ……先生っ！　お願いします、助けてくださいっ！」

			「こ、こいつっ!?　先生にチクリやがった!?」

			「ど、どうしようキレイちゃん!?」

			　彼女の決死の叫びは渡り廊下まで届き、男性教員は足を止めてセイラの方を見やった。

			　しかし――。

			「……」

			　あろうことか、彼はいじめの現場を一瞥だけして、まるで何も見ていなかったかのように再び歩き始めた。いじめの対象があの悪魔の子セイラであると知り、黙認したのだ。

			「そ、そんな……」

			「この悪魔め、チクリなんて最低だぞ！　そんなだから、髪が黒くなるんだ！」

			「そうだそうだ！　そんな髪、抜いちゃえ抜いちゃえーっ！」

			　いじめっ子の一人が、セイラの黒い髪をグイグイと引っ張り始めた。

			「い、痛いよ、キレイちゃん……っ！　お願いだから、もうやめてよぉ……っ」

			　親からも教員からも見捨てられたセイラには、もう逃げ出す場所も逃げ出す気力も無かった。

			　そこへ――セイラの運命を大きく変えるとある女神が通りがかった。

			　背まで伸びる金色の髪。女性にしては少し背が高く、肩口やお腹周りを露出した派手な服とミニスカートが目を引く。

			　そんな彼女はいじめられているセイラといじめっ子には目も向けず、爪(つま)楊(よう)枝(じ)でシーシーっと歯の隙間に挟まったスルメと格闘していた。

			「んがー！　おいしいのに、この不快感……っ！　どうにかならないわけ……っ！」

			　そうボヤく彼女の左手には、串に刺さった食べかけのスルメが握られていた。

			　どう考えても全てのスルメを食べ終えてから爪楊枝を使うべきであり、今の彼女の苦労が数分後に徒労に帰すことは火を見るより明らかだ。しかし、合理や論理とは無縁の存在である彼女にそんなことは関係ない。

			「「あ、アスフィア……っ!?」」

			　突如現れた触れてはいけない存在(アンタツチヤブル)に、いじめっ子たちは一歩たじろいだ。

			　すると――。

			「……アスフィアぁ？」

			　彼女の地獄耳が、その不用意な発言をしっかりとキャッチした。

			　露骨に不快気な表情を浮かべた彼女は、ズカズカと大股でいじめっ子の二人の元へ詰め寄った。

			「ちょっとあんたたち、見たところ一年よね？」

			　そのあまりの剣幕と迫力に圧倒されたミライは、無言のままコクリと頷いた。

			「あたしは二年――『アスフィア先輩』の間違いでしょ？　女神の社会は縦社会――授業で習わなかったの？」

			「そ、そんなの初めて聞いたわよ！」

			　キレイが反抗的な態度で言い返すも、アスフィアはどこ吹く風といった様子だ。

			「でしょうね、あたしが今決めたから」

			『自分がルールだ』と言わんばかりのあまりにもあんまりな暴論。

			　しかし、女神アスフィアに悪気などこれっぽっちもない。彼女は自分が正しいと信じて疑っていない。

			　そんな噂通りの――否、噂以上のアスフィアの気のふれ具合に、二人はゴクリと生唾を呑んだ。

			「や、やめようよキレイちゃん……。もう帰ろう……？　『アスフィアにはかかわっちゃダメだ』って、みんながそう言ってるよ……？」

			「だ、大丈夫！　私だって『雷神』の端くれよ。あんな偉そうなだけのポンコツに負けたりなんて――」

			「ちょっとそこ！　さっきから何をコソコソと話してるわけ？」

			　二人の密談に、気を悪くしたアスフィアが強引に会話を中断させる。

			「ちっ……」

			「す、すみませんすみませんっ！」

			　キレイの露骨な舌打ちを、自分の悪口には異常に敏感なアスフィアが聞き逃すわけがなかった。

			「あんた、もしかして今舌打ちを――」

			「……あ、アスフィア先輩！　あんなところに千ギル紙幣がっ！」

			「えっ、どこどこ!?」

			　この時から既に金銭への並々ならぬ欲求があった彼女は、そんな見え透いた嘘に簡単に引っかかった。

			　隙だらけとなった背中を前に、勝利を確信したキレイがニヤリと笑う。

			「やっぱりただの馬鹿ね！　そんなの嘘に決まってるじゃないっ！　――〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉っ！」

			　キレイの掌から一筋の光柱が発生し、正確にアスフィアの心臓部分に命中した。

			「ふ、ふふふっ……！　手ごたえ有――」

			「あーそこそこ。もうちょっと右右っ」

			「なっ!?」

			　しかし、キレイの放った渾身の一撃は、アスフィアにとってはただの電気マッサージ感覚だった。

			「う、うそ……っ!?」

			　予想だにしない事態にキレイは集中を乱し、思わず魔法を解除してしまう。

			「あれ、もう終わり？」

			「ど、どうして……何で……っ」

			　理解が追いつかない様子の彼女は、恐怖に足が震えていた。

			「才能が違うのよ、才能が。わかる？　超絶美少女のあたしは天才。芋くさいあんたは凡才。ただそれだけの話よ」

			　アスフィアの言う通り、彼女は天才だった。「どうしてこんな邪悪な子が……」と校長が頭を抱えるほどに、雷神としての適性があった……否、あり過ぎた。

			　この世界のどのような種類の雷も彼女を傷つけることはできない。既に神性はうす汚れ、およそ女神とは思えない振る舞いをしながらも、雷神としての力は他を超越していたのだ。

			「さてさて、それじゃ今度はあたしがマッサージをしてあげる番ね」

			　意地の悪い笑みを浮かべたアスフィアが、青白く帯電した右手を前に突き出す。

			「ひ、ひぃっ!?　許し――」

			「――〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉っ！」

			　先の一発とは比較にもならない――超極太の光柱がけたたましい音とともに、キレイの全身を飲み込んだ。

			「き、きゃぁああああああああああああっ!?」

			　桁違いのカウンターを浴びたキレイは、真っ黒こげとなってその場に倒れ伏した。

			　しかし、死んではいないようで、かろうじてピクピクと全身が痙攣していた。一応彼女とて雷神。常人ならば即死の一撃も、その高い雷耐性をもって何とか瀕死の重傷程度に抑えたのである。

			「ふふふっ、あーはっはっはっはっ！」

			　学年が一つ下のそれも格下の雷神に勝利を収めたアスフィアの高笑いが、放課後の校舎裏に響きわたった。

			　そうしてひとしきり勝利の高笑いをした彼女は、残りの一人へと鋭い視線を向ける。

			「さてと……残りはあんたね」

			　二人いたいじめっ子の片割れ――ミライである。

			「ご、ごめんなさい、アスフィア先輩……っ！」

			　彼女は水神。高い水耐性を持つ反面、雷耐性はゼロに等しい。そんなミライがアスフィアクラスの雷神の一撃を食らえば、ひとたまりもないだろう。彼女はそれをしっかりと認識しているために、アスフィアに深く深く頭を下げたのだ。

			　しかし――。

			「はぁ……？　あんたバカ？　ごめんで済んだら、警察なんていらないのよ」

			　相手はアスフィア。そんな薄っぺらい謝罪が通じるわけがない。

			「ごめんなさい、ごめんなさい……っ。口の利き方には気をつけますから……っ！　もう二度と逆らいませんから……っ！　どうか……どうか今回だけは許してください……っ！」

			　ポロポロと大粒の涙を流し、何度も何度も頭を下げるミライ。

			　その決死の懇願が、アスフィアの中に僅かに残る女神の心に届いた。

			「はぁ……。あんたはさっきの生意気な小娘よりも、このアスフィア様に対する敬意が見えるわね」

			「……え？」

			　突然『敬意』などと訳のわからないことを言われたミライは一瞬真顔になってしまった。当然ながら、アスフィアへの敬意などこれっぽっちもあるわけがなく、彼女からしてみれば思い違いも甚だしい話である。

			「……何よ、その目は？」

			「い、いえいえっ！　何でもありませんっ！　敬意ですよね！　もちろんあります！　ありまくりですっ！」

			　先ほどのミスを帳消しにするように、必死にアスフィアにゴマをするミライ。

			「そ、ならいいわ。まっ、あたしも鬼じゃないし、というか女神だし？　今回だけは――」

			「……ゴクリ」

			「これで許してあげる――〈雷機雷／ライトニング・マイン〉」

			　アスフィアが指をパチンと鳴らすと、ミライを中心とした同心円状にいくつもの〈雷機雷／ライトニング・マイン〉が設置された。

			「……え？」

			　一瞬流れた無罪判決の空気から一点、死刑判決である。

			　これにはさすがのミライもすぐさま声を荒げた。

			「そ、そんな……どうしてですかっ!?」

			「大丈夫よ、安心しなさい。ちゃんと加減はしてあるから、死ぬことはない……はずよ」

			「『はず』って何ですかっ!?　『はず』って!?」

			「大丈夫大丈夫。設置した〈雷機雷／ライトニング・マイン〉は全部で十個。運が良ければ一個も踏まないで脱出できるわよ」

			　そう言って彼女は、クルリと背を向けどこかへと歩き始めた。

			「ま、待ってください！　私、こう見えて実は水神なんですっ！　先輩の雷魔法なんて耐えられるわけがありませんっ！」

			　ミライの声はもう届かない。

			「はむっ……んぐんぐ……。うん、やっぱりスルメは串に刺さったのが一番ね。この安っぽさが何とも言えないのよ。あー……お酒が飲みたくなってきた」

			　ミライから完全に興味を無くしたアスフィアは、足を止めることはない。

			　おっさんくさい独り言を呟きながら、一人モシャモシャとスルメを咀嚼している。

			　その一部始終をぼんやりと眺めていたセイラは、ハッと我に返った。

			「ちょっと待ってください、アスフィア先輩……っ！」

			「ん……？　何、あんた？　いつからそこにいたの？」

			「え……。さっきからずっといたんですけど……」

			「影薄……っ。もうちょっとオーラ出しなさいよ。お化けみたいじゃない」

			「す、すみません……」

			「それで何？　あたし、忙しいんだけど？」

			　今日の授業を全てすっぽかし、午前は河原で昼寝。午後は露店で立ち食いをしていたアスフィアのありがたいお言葉である。

			「その……さっきは助けていただき、本当にありがとうございましたっ！」

			　親にもクラスメイトにも先生にも見捨てられたセイラ。

			　そんな彼女の目には、自分をいじめという地獄から救ってくれたアスフィアは本当の女神様のように映った。

			「……はぁ？」

			　一方のアスフィアに、セイラを助けた記憶はない。彼女はただ至高の雷神である自分を呼び捨てにするという、あまりにも無礼な後輩を締めていただけである。

			「……何かよくわかんないけど。感謝するなら気持ちだけじゃなくて、ちゃんと現物を――」

			　彼女が親指と人差し指で輪っかを作ったそのとき。

			「こらぁっ！　見つけたぞ、アスフィアっ！」

			　額に白いタオルを巻き、エプロンをした男の怒鳴り声が響いた。

			「げっ、まだ追ってくるの!?」

			「今日という今日は、しっかりと金を払ってもらうからな！」

			　彼は大通りの露天商であり、つい先ほどアスフィアに売り物のスルメ五本を盗まれたのだ。

			「だから、後で払うって言ってるじゃないっ！」

			「お前、そう言って払った試しがないだろうがっ！」

			「んぐ……っ！　と、とにかく！　今月はもう一文無しだから！　飛んでも跳ねても何も出ないわよ！」

			　盗(ぬす)人(つと)猛(たけ)々(だけ)しいとはまさにこのこと。開き直るどころか、彼女は逆切れをし始めた。

			　それに実際のところ彼女は嘘をついていない。とにかく金遣いの荒いアスフィアは、学校から給付される奨学金を賭け事やお酒につぎ込んでおり、今月の生活費はとっくの昔に尽きていた。

			「なんだとぉ!?」

			「ないものはないのよ！」

			　睨み合うアスフィアと露天商の男。

			　険悪な空気が流れる中、そっとセイラが手をあげた。

			「あ、あの……お金なら私が払いましょうか……？」

			「え、いいの!?」

			　その申し出に即座に食いついたアスフィア。先輩が後輩に奢られることになるが、先輩としてのプライドや矜持など欠片も持ち合わせていない彼女にとっては、まさに渡りに船だった。

			「んん……？　誰だ、お嬢ちゃん？」

			　突然割って入ってきたセイラに露天商は首を傾げた。

			「あっ、すみません。私はこの学校の一年生でセイラと言います。アスフィア先輩にお世話になったので、そのお礼ができればと思いまして……駄目でしょうか？」

			「いや、そりゃ払ってくれるなら俺ぁ文句はねぇが……」

			　誰が代金を払おうが取引上は何の問題もない。問題はないのだが……、露天商は何か釈然としないものを胸に抱えた。

			「えっと、おいくらでしょうか？」

			「スルメ五本で千五百ギルだよ」

			「わかりました。――はい、千五百ギルちょうどです」

			「あいよ、まいどあり」

			　しっかりと千五百ギルを受け取った彼は、チラリとアスフィアの方を見る。

			　後輩に奢られたばかりの情けない先輩は、なぜか威風堂々と勝ち誇ったような表情で立っていた。

			「……あー、お嬢ちゃん。何の世話になったかは知らねぇが、悪いことは言わねぇ。その疫病神とはお近づきにならん方が身のためだぞ？　まぁ、達者でな」

			　そう言い残して露天商の男は、店のある大通りへと帰っていった。

			「ふんっ！　このあたしを疫病神呼ばわりなんて失礼な奴ね！　もう二度とあの店で買ってあげないんだから！」

			　露天商に対する罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)を散々言い放ち、少し気が晴れたアスフィアはクルリとセイラの方へ向き直った。

			「それにしても……ありがとーっ！」

			「きゃっ!?　せ、先輩!?」

			　満面の笑みを浮かべたアスフィアがセイラに抱き着く。
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			「セイラとか言ったっけ？　あいつしつこかったから、本当に助かったわ！　これでもうあたしたちは友達よ！」

			「と、友達……ですか？　私が、アスフィア先輩と……？」

			　生まれてから一度も友達ができたことのないセイラにとって、その響きはとてつもなく甘く魅力的なものだった。

			「もっちろん！　これからもよろしくね、セイラ！」

			「は、はいっ！　こちらこそよろしくお願いします、アスフィア先輩！」

			　その後、二人は毎日一緒にお昼ご飯を食べるようになった――代金は全てセイラ持ちで。

			　そしてそれを見た多くの学生は、『あのアスフィアを手懐けた悪魔』としてセイラを恐れ、彼女をいじめようとするもの――そもそも近寄ろうとするものがいなくなった。

		

	
		
			　

			７　実証と腐敗

			　

			「――ということがありまして。それ以来私は、アスフィア先輩と行動を共にするようになったのです」

			「……そ、そうか」

			　非常に長い話だったが、要約すると。

			　

			　一、セイラは黒髪が理由でいじめられていた。

			　二、偶然アスフィアがいじめっ子を締めた。

			　三、アスフィアがセイラという便利な財布を見つけた。

			　

			　大きく分けてこんな感じである。

			（……泣けばいいのか、笑えばいいのか）

			　セイラがいじめられていたというのにも驚いたが、アスフィアの言動や行動に全く進歩が見られないのにはもっと驚いた。

			（セイラと違って、本当にまるで成長しない奴だな……）

			　俺がそんなことを考えていると、真横から「うっ……うぅっ……」と泣きじゃくるソフィの声が聞こえてきた。

			「わかりますっ！　わかりますよ、セイラ様っ！　一人は寂しいですよね、本当に一人は寂しいですよね！」

			「わかっていただけましたか、ソフィさんっ！」

			　当時を少し思い出したのか、セイラは目元に少しの涙を浮かべながら、ソフィと抱き合った。

			「……いや、ソフィ。お前確か、村には友達がいっぱいいるとか言ってなかった？」

			「ふぇっ!?　それはえーっと、その……。きょ、共感です！　シンパシーです！　自分がもし、そんな状況だったら、毎日の学校がつらいだろうな。ずっと部屋で泣いていたいだろうな。いっそ村から出たくなるだろうな、と思っただけですっ！」

			「そ、そうか」

			　ずいぶんと具体的な共感を得たようだが、彼女がそう言うならそうなんだろう。

			　それからソフィとひとしきり抱き合ったセイラは、懇願するように再度お願いをしてきた。

			「お願いします、ドラさん。どうかアスフィア先輩の良い噂を流してはいただけないでしょうか。……どうか、どうかっ！」

			　彼女は何度も何度も頭を下げた。

			（本当にアスフィアのことを大切に思っているのだろう……あまりにも不憫だ）

			　つい助け舟を出したくなる、出したくなるが――。

			「断る」

			「……っ」

			　俺は、はっきりと『否』と突き返した。

			　先ほどセイラは自らの口でいいエピソードを作る――つまりは嘘をつけばいいと言っていた。そんなことをしてみろ、彼女の素晴らしいまでの神性がアスフィアのように薄汚れてしまう。それでは手を貸す意味が――俺の旨味が無くなってしまう。そんな願いを聞いてやることはできない。

			「……そう、ですか」

			　目に見えて気落ちしたセイラは力なく、そうつぶやいた。

			（……この反応）

			　おそらくだが、俺のほかにも既にこの街の有力者に同じような願いをして断られているのだろう。彼女は下唇を噛み、途方に暮れているようだった。

			　そんな気落ちしたセイラを見ていられなかったのか、ソフィが一歩前に出た。

			「ど、ドラさん、私からもお願いします……っ。どうかセイラさんのお願いを聞いてあげることはできないでしょうか……っ」

			　彼女も一緒になって頭を下げた。

			「ぬぅ……っ」

			　愛弟子から頼まれれば、考え直そうかという気にもなるが……。

			（……駄目だな。やはりセイラの案では俺にメリットが無さ過ぎる）

			　いくらソフィ直々の頼みといえども、タダ働きどころか損にしかならない仕事は御免蒙(こうむ)る。

			「すまんな、やはりセイラの案は飲めない」

			「そう、ですか……」

			「――だが、アスフィアを助けてやることならできるかもしれんぞ」

			「ほ、本当ですかっ!?」

			　暗い顔をしていたセイラの目に、希望の光が宿った。

			「あぁ。おそらくだが、この方法ならうまくいくだろう」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から【Ｅ：回復の水】を三十枚ほど取り出し、そのうちの一枚を実体化させる。

			「……これは？」

			　彼女は不思議そうに小さな瓶に入った回復の水を見つめた。

			「これは回復の水と言ってな。ヴァルナでは、そこらで採取できる――どこにでもある飲み水だ」

			「は、はぁ」

			「冒険者にとっては手首が千切れたり、片足をもっていかれたり、ちょっとした臓器を抉られたということは珍しくない。日常的によくあることだ」

			「た、多分、九十九％の人が経験したことがないと思いますが……」

			「そんな軽傷をすぐさま治療してくれるのが――これだ」

			「け、『軽傷』……ですか」

			　セイラは神妙な面持ちで回復の水をジッと見つめた。

			　まぁこの世界では司教(ビシヨツプ)職の発展が遅れている――すなわち回復系統の技術があまり進んでいないことは既に知っている。信じられなくとも無理はない。

			「まぁ百聞は一見に如(し)かず、だな。――ソフィ、ちょっとそこに立ってくれ」

			　ちょいちょいとソフィを手招きし、家具があまり汚れないように玄関先に立ってもらうようお願いする。

			「え、えぇ。別に構いませんが――っ!?　ま、ままま待ってくださいっ!?」

			　途中まで素直に移動していたソフィが、突如顔を真っ青にしてピタリと止まった。

			「ん、どうかしたか？」

			「も、もしかして、もしかしてですが……。今、私で実験しようとしませんでしたか……？」

			「あぁ、よくわかったな。――細かいことを言うなら、実験ではなく実証だがな」

			　口で説明するよりも実証した方が遥かに早いし、何より客観的な信頼性を得ることができる。まだ説明をしていないというのに、俺の意図するところを汲み取るとは……さすがは我が弟子だ。

			　俺がニッコリと弟子の成長っぷりに満足していると。

			「ま、待ってくださいよ、ドラさん！　じ、実証って……いったい何をするつもりなんですかっ!?」

			「なに、大したことじゃない。腕を一本ちょっとはねるだけだ」

			「大したことですよ!?　一生に一度あるかどうかのビッグイベントですよっ!?」

			　どういうわけか、彼女は激しい抵抗を見せた。

			「はっ!?　そ、そうだっ！　それなら私じゃなくて、ドラさんで実証しても同じはずですよね!?　ねっ!?」

			「いや、俺は回復の水なんか無くとも、腕や足ぐらいなら生えるからな」

			　先日の決闘でセイラもそれを見ているし、これでは回復の水の効果を実証することはできない。

			「大丈夫大丈夫、チクッとするだけだ。すぐに回復の水を使ってやるから」

			　できるだけ痛みがないように、俺は破滅の剣(エクスカリバー)を取り出さずに素手で――手刀で切断することにした。

			　俺が止まらないことを悟ったのか、ソフィはすぐさま方針転換をしてセイラの方に向き直った。

			「お、お願いします、セイラ様っ！　これから先のドラさんの説明を信じてくださいっ！　大丈夫です、アイテムの説明に関してドラさんが嘘をつくことはあり得ませんっ！　全て嘘偽りのない事実ですからっ！　ですからっ！　今は何も言わずにドラさんの言うことを信じてくださいっ！　――そうでないと、私が、私の腕がはね飛ばされてしまいますっ！」

			　ソフィの必死の叫びに対して、セイラは何とも言えない表情で首を傾げた。

			「えっと、腕をはねるって……じょ、冗談……ですよね？」

			「――いいえ、やります！　あの人は、やると言ったらどんなことでも絶対にやります。セイラ様もそれは先日目にしたはずですっ！」

			「……確かに」

			　何を納得したのか、セイラは無言で頷いた。

			「わかりました。ドラさん。実証のほどは大丈夫ですので、よければその回復の水の効果と、ドラさんの案をお話ししていただけますか？」

			「ん？　そうか？　セイラがいいというなら、別に構わないが……」

			　信用してもらえるなら、わざわざ実証する必要もない。

			　俺は回復の水と今後の作戦についての説明を始めた。

			「さっきも少し話したようにこの回復の水は、簡単な傷ならばすぐに治すことができる。これをアスフィアに持たせて、怪我人の治療を行えばいい。地道だが、これが一番現実的だろう」

			　いいエピソードがないならば、作ってしまえばいい。それも嘘の話ではなく、本当にあったいい話を。そうすればセイラの神性も汚れずに、彼女に恩を売ることができる。

			「な、なるほど……っ！」

			　俺の妙案を聞いたセイラはポンと手を打ち、納得気に頷いた。

			　するとソフィが少し難しい顔をしながら質問をしてきた。

			「ですがドラさん、そんなに都合よく怪我をした人なんているのでしょうか？」

			「なに、冒険者ギルドの前に立っていれば、嫌でも怪我人を目にするだろう」

			「なるほど……さすがはドラさん！　完璧な作戦ですね！」

			「だろう？」

			　これでアスフィアの名誉は少し回復し、セイラの高い神性は維持され、そして彼女に恩を売ることができる。我ながら素晴らしい作戦だ。

			「で、ですがこんな貴重なものをいただいてしまってもよろしいのでしょうか……？」

			「他でもないセイラからの頼みだ。俺もできる限りのことはしたいからな。ふむ……一応今回は三十枚ほど渡しておこう。無くなったらまた取りに来るといい」

			「あ、ありがとうございます……っ！　本当にありがとうございます……っ！」

			　うんうん、存分に恩義を感じてくれ。

			　そしていつの日か、セイラの持つ神器の所有権を譲ってほしい。

			　俺はそんな下心を隠しながら、「気にするな」と優し気に声をかけた。

			「えへへ。ドラさんは、こう見えてとっても優しい人なんですよ！」

			「はい、こう見えて本当に優しい方なんですね！」

			　二人とも『こう見えて』というところがやけに強調してあったような気もするが……まぁ褒められていることには変わりない。素直に受け取っておこう。

			「それでは早速先輩にこの回復の水を渡してきます！」

			「あぁ、頑張れよ」

			「はいっ！　本当にありがとうございました！」

			　最後にもう一度深く頭を下げたセイラは、早足でアスフィアの元へと向かった。

			「セイラ様。うまくいくといいですね」

			「あぁ、そうだな」

			　セイラのあのアスフィアへの入れ込みよう……。もしこの作戦が失敗すれば、セイラはさらなる無茶をやりかねない。そうなった場合、彼女の神性がどうなるかは火を見るよりも明らかだ。

			（本当にうまくいくといいんだがな……）

			　ぼんやりとそんなことを思っていると――。

			　ゴンゴンゴンっと玄関の扉が荒くノックされ、

			「ひっ!?」

			　突然のことにソフィが飛び上がった。

			「ど、どなたでしょうか……？」

			「ふむ……俺が見てこよう」

			「ご、強盗かもしれませんっ！　本当に気を付けてくださいね」

			「ふふっ、大丈夫大丈夫」

			　俺の頭の中では既に『強盗』という線はない。わざわざノックをして自身の存在を知らせる強盗など三流以下だ。一流の強盗は人知れず部屋に侵入するのではなく、家主を抹殺したうえで堂々と部屋に入る。

			（さてさて、いったい誰であろうか……）

			　扉についた覗き穴から、その姿を見ると――フードを目深にかぶった謎の人物がそこにいた。一瞬、「セイラが忘れ物でもしたのだろうか？」と思ったが、すぐさまその考えを捨てた。この醜く薄汚れた『神性』には非常に覚えがあった。

			「ちょっと早く開けなさいよ！　あたしよあたしっ！　――女神アスフィア様よっ！」

			「……お帰りいただこう」

			　俺は居留守を決意した。

			　しかし、一方のソフィはアスフィアの訪問にひどく慌てふためいた。

			「ど、ドラさん、どうしましょう!?　アスフィア様ですよ!?　もしかすると、昨晩の報復に来たのかもしれませんっ！」

			　それならそれで問題ない。何度報復に来ようが、あんな低位の神に負ける気はさらさらない。ヴァルナの『天災』はそれほど軟弱ではない。

			（それにしても……いったい何の用だ？）

			　確か俺とは『もう二度と会いたくない』とか何とか言っていたはずだが……。

			（まぁ……どうせ碌な話ではないだろうな）

			　このまま黙ってやり過ごそうと沈黙を貫ていると。

			「ちょっと、ドラっ！　ここにいるのはわかっているのよ！　さっさとこの扉を開けなさいっ！」

			　アスフィアは再びゴンゴンゴンと扉を殴り始めた。

			「ど、ドラさん……どうしましょう……」

			「はぁ……」

			（相も変わらず騒々しい奴だ）

			　とにもかくにも今すぐこのやかましい迷惑行為を止めなければならない。この宿に泊まっているのは何も俺たちだけではない。さすがにこれは近所迷惑にも程がある。

			（仕方がない、追い払うとするか……）

			　少し痛めつければ、黙って帰ってくれるだろう。

			　そんなことを考えながら、玄関の扉に手を掛けたそのとき。

			「おい、こっちだ！　アスフィアの声が聞こえたぞっ！」

			「あの糞女神め、今回だけは絶対に逃がさねぇからなっ！」

			　一つ下の階からだろうか。

			　怒りに満ちた複数の男の声が聞こえた。

			「ひぃっ!?　ちょ、ちょっとドラさんっ!?　お願いだから扉を開けて！　あたし、酷いことされちゃうからっ！　乱暴されちゃうからっ！」

			　どうやら彼らに追われているらしいアスフィアは、涙目になりながら必死に扉を叩き始めた。

			「お願い、開けてっ！　もぅ……開けてよぉ……っ！」

			　そのまま少し放置していると、グスングスンという鼻水をすする音が聞こえ始めた。おいおい、そんなところで泣くなよ……。

			　するとそんなみじめな彼女に同情したのか、ソフィが口を開いた。

			「ど、ドラさん……少し可哀想じゃないですか？」

			「そうは言ってもな……」

			　残念ながら、アスフィアを匿うメリットは全くと言っていいほどない。なぜならここには、恩を売る相手――セイラがいないのだ。あんなポンコツに恩を売ったところで、何の利益もない。

			「入れてあげるだけでも、駄目ですか……？」

			「……はぁ」

			　仕方がない。大事な弟子にそこまで言われたならば、入れてやらないこともない。メリットは皆目見当つかないが、まぁデメリットもそうないだろう……多分。

			　全く乗り気ではないが、仕方なく彼女を匿ってやることにした。

			「ほら、さっさと入れ」

			　扉を開けるとそこには、地面にペタンと女の子座りをしているアスフィアがいた。

			「――[image: gaiji_a.png]、ありがどうぅっ！」

			　涙と鼻水まみれのアスフィアを部屋に入れたほんの数秒後――コンコンコンと自室の扉がノックされた。

			　アスフィアを追っていた謎の男たちだ。おそらくはこの宿にアスフィアがいないことを確認するまでは、しつこく探し回ることだろう。それはそれで面倒くさいので、俺は仕方なく応対することにした。

			「はい、なんでしょうか？」

			　玄関の扉を開けると、そこには七人のガタイのいい男がいた。彼らの手にはシャベルやハンマーなどが握られており、アスフィアに対する並々ならぬ怒りが容易に見て取れた。

			「あー急にすみません。ここにアスフィアの奴が来ませ……～～っ!?」

			　そこまで言いかけたところで、男は突然黙り込み、

			「で、でたぁぁぁあああああっ!?　ば、化物だぁぁああああっ!?」

			　まるで蜘(く)蛛(も)の子を散らしたように必死の形相で逃走を開始した。

			「……えー」

			　あまりにもあんまりな対応を受けた俺が、玄関先で棒立ちしていると。

			「ふぅー……、どうやら行ったみたいね」

			　身の安全が保障されたアスフィアは額の汗を服の袖で拭い、ホッと胸を撫で下ろした。

			「はぁ……。それで、あいつらは何者なんだ？」

			「借金取りよ」

			「……そうか」

			　女神が借金取りに追われるというのは本来希少なイベントのはずだが、その発生源が彼女であれば不思議とごく平凡なイベントに思えてしまう。

			「一応聞くが……いったい、何の用だ？」

			　アスフィアは昨晩「もう二度と会いたくない」と言っていたはずだ。いったいどんな心境の変化があったのだろうか。

			「ん、ちょっとお願いしたいことがあってね。あんたにしかできないことなのよ」

			「……俺にしかできないこと？」

			　この世界に来て日が浅い俺にしかできないこと……。正直、全くと言っていいほどに心当たりがない。

			「まぁ、せっかくだ。話ぐらいは聞いてやる。その願いってのは何なんだ？」

			「ふふっ。それはね、あんたに――あんの小生意気なセイラを、懲らしめてやってほしいのよっ！」

			　女神アスフィアは何の臆面もなく、堂々と自信満々にそんなことを言ってのけた。

			（……駄目だこいつは。根っこがもう完全に腐ってやがる……）

			　人間やり直しが利くラインというものが存在する。アスフィアはそれをぶち抜いてしまっている。もはや後戻りはできないだろう。

			　俺とソフィの冷ややかな視線にも気付かず、アスフィアはセイラへの文句を続けた。

			「なんか最近あいつ、コソコソと私に隠れてどこかに行ってるのよね！　あーもう、ほんっとむかつく！　どうせあたしの悪い噂をいろんな所に触れ回っているのよ！　そうに決まってるわっ！」

			「……そうか」

			　おそらくは先ほどのように、セイラはこの街の有力者にお願いして回っていたのだろう――アスフィアのいい噂を流してもらうように。

			　それなのにこのポンコツ女神といえば、感謝するどころか、恨み言をこれでもかというほどに述べている。これではあまりにセイラが浮かばれない。

			（やはりあのとき、仕留めてしまった方がよかったのではなかろうか……）

			　俺がぼんやりとそんなことを考えていると。

			「いい!?　もしかしたらドラのところにも来るかもしれないけど、絶対に入れちゃ駄目よ！　あることないこと吹き込まれるかもしれないからっ！　気を付けてね！」

			　人差し指を突き立て、鼻息を荒くしながらそう言った。

			「ど、ドラさん……これはさすがに……」

			「……だな」

			　あのお人好しで心の優しいソフィが静かに首を横に振った。つまりは匙を投げたのだ。アスフィアはもう手遅れであると。

			（すまないな、セイラ……。こいつはもう、駄目だ……）

			　ほんのわずかな腐食であれば、その部分を切り捨てれば再利用可能だ。しかし、これはもう手の施しようがない。根っこが……神としての元が腐っている。

			「でね、この前だってセイラは私に……って聞いてるの、ドラ！」

			「あぁ、続けてくれ」	

			「もう、聞き上手じゃないわねっ！　もうちょっとちゃんと相槌とか打ってよ！」

			「あぁ、すまんな」

			「この前もね！　あたしが新しいバッグが欲しいなーって、言っただけでさ！　セイラったら、顔を鬼のようにして『つい先日に買ったばかりですよね？』って！　そりゃ確かにこっそりセイラのお金をくすねて買ったのは悪かったけどさ……。そこまで怒ることじゃないんじゃないの？　って、あたしはずっと思ってるわけよ！」

			　ぺちゃくちゃと話し続けるアスフィアの話を右から左へ流しつつ、俺はスッと立ち上がる。

			「あり得なくない？　セイラはあたしと違って家がお金持ちなんだからさ？　ちょっとは分け与えるって考えになんないのかなー？　って思うわけなのよ！　だって一応あいつ慈愛の女神って呼ばれてるのよ？」

			　そして彼女の首根っこをつまみ上げ――部屋の窓から放り投げた。

			「ふぇ……ちょ、ぎぃやぁあああああああああああっ!?」

			　彼女は腐っても、曲がりなりにも、信じられないことだが――女神だ。この程度の高さから落下したぐらいではかすり傷さえ負わないだろう。

			　その証拠に、

			「こらっ！　このバカドラッ！　急に何すんのよっ！　ビックリしたじゃないっ！」

			　眼下では地団駄を踏んだアスフィアが、こちらに指をさし罵詈雑言を並べ立てている。

			　俺はそんな彼女に構わずに大きく息を吸い込み、

			「アスフィアだーっ！　アスフィアがいたぞーっ！」

			　周囲によく響くように大きな声でそう言った。

			　すると――。

			「何、アスフィアだと!?」

			「あっちから聞こえたぞ！」

			「急げっ！　今度こそ、絶対に逃すな！」

			　途端に辺りが騒がしくなり、あちらこちらからいくつもの足音が聞こえた。

			　先ほどアスフィアを追いかけていた借金取りの連中が、俺の声を聞き付けたのだ。

			「ぐっ、こ、このドラ野郎っ！　覚えてなさいよっ！」

			　そう言ってアスフィアは半べそをかきながら、全速力で駆け出していった。

			「見つけたぞぉっ！　こっちだぁっ！」

			「っ!?　あんたたちも本当にしつこいわねぇっ！　無いものは無いって言ってるでしょうがっ！」

			　そうして彼女の背中が見えなくなったところで、ゆっくりと窓を閉める。

			「さてと、いろいろとあったが……グリード氏のところへ行こうか」

			「そう……ですね」

			　何とも言えない空気の中、俺はソフィと共にグリード商会へと向かった。

		

	
		
			　

			８　最高難易度のクエスト

			　

			　騒がしい疫病神を追い払った俺たちは、グリード氏の経営する大商店――グリード商会を訪れた。

			「ふむ……相変わらずの賑わいっぷりだな」

			　グリード商会の中は、前回同様に大勢の買い物客であふれていた。装備を整えに来た冒険者パーティーらしき集団から、野菜類を買い漁る主婦、家具に目を輝かせる男女など、その属性は様々だ。

			「うわぁ……凄い人だかりですね！　私、実はこのお店に来るの初めてなんですよっ！」

			「ん……？　いや、俺と一緒に……あぁ、そういえばそうだったな」

			　ソフィは養殖のショックにより一部の記憶を失っているんだった。俺と一緒にこの店に行ったことも、グリード氏と既に顔を合わせていることも彼女は覚えていない。

			（危うく不用意な発言をするところだったな……危ない危ない）

			　これ以上、不用意な発言をしないうちに、早いところグリード氏に会ってしまおう。

			　店内をグルリと見回し、手の空いている店員を見つけた。

			「ちょっとすまない。グリード氏に会いに来たんだが、氏は今いらっしゃるか？」

			「はい、お名前をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

			「テオール＝ドラだ」

			「テオール＝ドラ様ですね……。かしこまりま……っ!?」

			　そこまで言ったところで、店員の営業スマイルが固まった。見れば、その顔からはどんどん血の気が引いていっているではないか。

			「……？　どうした、具合でも悪いのか？」

			「い、ぃいいいえっ！　大丈夫でございます！　お気遣いありがとうございますっ！」

			　店員はどこか上ずった声でそう言うと、必死に首を横に振った。

			「そうか、それならいいんだが。ところで、グリード氏は――」

			「は、はいっ！　グリードさんなら、奥の部屋で書類仕事をしておられます。さっ、どうぞこちらへ」

			　そうして俺は店員の案内を受け、『スタッフオンリー』と書かれた扉をくぐり、建物の奥へ奥へと進んでいく。

			　そのまましばらく歩くと、正面に一際豪奢な扉が見えてきた。

			（ここは確か……前回グリード氏と初めて顔を合わせたときに使用した部屋だったな……）

			　前を歩く店員は扉の前でピタリと止まると、一度呼吸を整えた後に、優しく扉をノックした。

			「グリードさん、お客様がお見えになられました」

			「……お客様？　いったいどなたかな？」

			「テオール……テオール＝ドラ様です」

			「っ!?　……い、今すぐお通ししろっ！」

			「はい……っ」

			　グリード氏の許可を得た店員は、ゆっくりと丁寧に扉を開く。

			「テオール様、どうぞお入りくださいませ」

			「ありがとう」

			　そうして部屋の中へ入ると。

			「これはこれはテオールさん、数日ぶりでございますな！　お元気そうで何よりでございます！」

			　優しい笑みを浮かべた彼が、温かく出迎えてくれた。

			　相も変わらず腹に豊かな贅(ぜい)肉(にく)を抱え、顔もいい具合に丸々としていた。身に付けた紺色のスーツは、はちきれんばかりに膨(ぼう)脹(ちょう)している。丁寧に手入れされた立派なカイゼル髭とツルツルのスキンヘッドが強烈で、どこか凛々しい印象を受ける敏腕経営者だ。

			（……んん？　しかし、よく見れば目元にうっすらとだがクマができているな……）

			　どうやら十分な睡眠がとれていないようだった。

			（おそらく毎日毎日激務に追われているのだろう……）

			　それだけではない。一代にしてこれほど大きな商会を立ち上げたのだ。周囲からの妬み嫉(そね)みなど――悩みの種は尽きないはずだ。

			　しかし、氏があえて口にしないことをわざわざ俺が気遣うのもどうかと思われた。俺に気を遣わせないようにと、氏は優しく迎えてくれたのだ。その思いを踏みにじるわけにはいかない。

			「グリード氏、そちらも元気そうで何よりだ」

			　氏の疲れなど微塵も気付かないように、つとめて自然に振る舞った。

			　俺たちが挨拶を交わし終えたちょうどいいタイミングで、ソフィが自己紹介を始めた。

			「は、はじめまして、マヌー＝ソフィリアです！」

			「おぉ、これはこれはどうもご丁寧に。私はトーマス＝グリード。しがない商人でございます。以後お見知りおきを」

			　それから当たり障りのない簡単な世間話を交えた後に、部屋の中央にあるいかにも高級なソファに腰を下ろす。

			「おい、テオールさんとソフィさんに飲み物の準備を」

			　そう言ってグリードさんが二、三度手を打ち鳴らすと。

			「かしこまりました」

			　部屋の奥に控えていたメイドがすぐさま準備に取り掛かった。

			　するとそんなやり取りを見たソフィが、俺の袖を引っ張りながら耳元で囁く。

			「ど、ドラさん、見てください！　メイドさんですよ、メイドさん！　やはりお金持ちのところにはいるんですね……っ！」

			「ん、あぁ、そうだな」

			　彼女の反応から察するにこの世界では、メイドは珍しいものらしい。

			（これもヴァルナとは大違いだな……）

			　ヴァルナでメイドと言えばごくありふれた職業だ。攻撃力や防御力の上昇率がいいため、男女問わず多くの人々がメイドという職業を選択する。だから彼女を見ても『どこにでもいる普通のメイドだな』程度にしか思えなかった。

			「ときにテオールさん。あの噂は……本当なのでしょうか？」

			　メイドに飲み物の準備を指示したグリード氏は、何やら少し強張った表情で口を開いた。

			「あの噂……？」

			　はて、いったいどの噂だろうか。

			　まだこの世界に来て日の浅い俺は、噂の類には明るくない。氏がいったい何の噂について尋ねてきているのか、残念ながら僅かな心当たりもない。

			　すると俺が理解していないことを察した氏は、恐る恐るといった様子で補足説明した。

			「はい、例の――アスフィア様を一騎打ちにて破ったという噂でございます」

			「あぁ、そんなことですか」

			　その噂は紛れもなく真実である。嘘偽りなどどこにもない。

			（しかし、さすがはグリード氏だな……）

			　俺はグリード氏の評価を内心でさらに高めた。

			　その噂がどれほどごく当然――誰が見聞きしても真実とわかるものであっても、一次ソースの確認は重要だ。

			（今回の件で言えば、仮にも『天災』である俺があんな下賤な女神崩れに負けるわけがない）

			　優れた観察眼と審美眼を併せ持つグリード氏のことだ。俺とアスフィアの戦力差など一目で見抜いていたことだろう。

			　しかし、そんなことは承知の上で彼は確認したのだ。日ごろから、基本中の基本である『一次ソースの確認』を徹底していることが容易に見て取れる。

			「もちろん、真実ですよ。あんな神性の低い女神に負けるわけがありません」

			「そ、そうですよね！　これは大変な愚問を失礼いたしました！」

			「いえいえ、気にしないでください」

			　そんな和やかな話をしていると、飲み物の準備をしてくれていたメイドが部屋の奥からこちらへやってきた。

			「お待たせいたしました――どうぞ」

			　メイドが俺たちの前に紅茶の入ったカップを静かに、優雅な所作で並べていった。

			　紅茶のいいかおりがあたりに充満し、何だかホッとした気持ちになる。

			「さっ、どうぞどうぞ。遠慮なくお飲みください」

			「ありがとうございます」

			「い、いただきますっ」

			　温かい紅茶が胃袋に溜まり、全身がポカポカとしてきた。

			「こ、これ……っ。とてもおいしいですっ！」

			「あぁ、そうだな」

			　確かにおいしい。

			　鼻をサッと抜ける茶葉の風味。

			　程よく風味が後を引く適切な濃度。

			　さっぱりとした素晴らしいストレートティーだ。

			「しかし……今回のは『普通の味』ですね」

			　前回振る舞われた紅茶にはテトロドトキシンという隠し味があったが……。どうやら今回のは何もない――本当にただの紅茶のようだ。上品な飲み口で非常にいい茶葉が使われているのは間違いない。間違いないのだが……やはりどこかパンチに欠ける。

			「は、はははは……っ！　こ、これは手厳しいですな！　いやはや、何とも何とも！」

			　グリード氏は目をあちこちにキョロキョロとさせながら大きく笑い、

			「……普通の味、ですか？」

			　一人事情を知らないソフィは、コテンと小首を傾げた。

			（おっと、そう言えばあれは秘密の隠し味だったな……）

			　彼女は俺の弟子であり、ほとんど身内みたいなものだが……まぁ、約束は約束だ。一応秘密にしておこう。

			　彼との約束を思い出した俺は、それ以上この話を掘り下げることはしなかった。

			（さてと……そろそろ頃合いだろう）

			　挨拶も世間話もちょうど一区切りがついた。そろそろ本題に入ってもいいだろう。

			　一つ咳払いをし、グリード氏に話を持ち掛ける。

			「早速ですが、本題に入りたいと思います」

			「ど、どうぞお願いします……っ」

			　俺が改まって話し始めたからか、グリード氏は居住まいを正した。

			「とは言っても、大した用ではありません。また以前のように、クエストを手配してもらいたいのですよ」

			「な、なるほど、そういうことでございましたか」

			「えぇ、いくつかクエストを受けたいのですが、何か欲しい素材はありますか？　何でもおっしゃっていただいて結構です」

			「そうですね……商品を製造するためには、多くのモンスターの素材が必要不可欠でございますから、現在も冒険者ギルドには多くの依頼をしております。――少々お待ちください」

			　そう言ってグリード氏は、仕事机の上に置かれてある紙束をじっくりと見始めた。どうやらあそこにギルドへ発注したクエストがまとめられているようだ。

			（こ、これはチャンスだぞ……っ。いくら奴が化物染みた強さを持っていようとも、所詮は人間という枠組みの中だ！　この世界でもとびっきりの強さを誇るモンスターたちをぶつけてやる！　別に儂が発注したものでなくともいい。長年放置されてきた超難度のクエストをプレゼントしてくれるっ！）

			「と、ときにテオールさん？　本日はだいたい何件くらいのクエストを引き受けてくださるのでしょうか？」

			　俺の提案に対し、金の匂いを嗅ぎつけたのであろう。

			　グリード氏は少し興奮した様子でそう尋ねてきた。

			「そうですね……可能なら報奨金の高いものから順に、十件ほど受注できたらなと思っております」

			　この世界には俺が見たこともない珍しいアイテムがあちこちで売られている。金はいくらあっても足りない。

			（それに……いつまでもホテル暮らしというのもな……）

			　いくら宿泊代を支払おうともあのホテルが俺のものになることはない。それならばいっそのこと家を買ってしまう方が経済的だ。俺がそんなことを考えていると。

			「じゅ、十件もですか!?（こいつ、正気か!?）」

			　グリード氏は少々驚いた様子でそう言った。

			「はい。お恥ずかしい話ですが、現状資金的に少々苦しくなっておりましてね……。このあたりでそろそろまとまったお金を稼ごうと思うのですよ」

			「なるほど……左様でございましたか」

			　こちらの事情を素早く理解したグリード氏は、手元の紙束にジッと視線を落とした。俺の要望に適したクエストを見繕ってくれているのだろう。

			　そのまましばしの間、紅茶を楽しみながら待っていると。

			「では……こちらの十件などはいかがでしょうか？」

			　クエストの精査が完了したグリード氏が、十枚の紙を手渡してきた。

			「見させていただきますね」

			　俺はその紙束をありがたく頂戴し、そこに書かれた内容に目を通していく。

			（ふむふむ……なるほど、全て討伐クエストだな……）

			　

			『千年龍一頭の討伐。報酬――五百万ギル』

			『煉獄狼三頭の討伐。報酬――二百万ギル』

			『氷結土竜一頭の討伐。報酬――三百万ギル』

			　

			　その他にも七件の討伐クエストがあり、合計すると十件。それも一番報奨金の低いものでさえ百万ギル――どれも高額の報奨金が設定されてある。

			（さすがはグリード氏。俺の要望に見事に応えた素晴らしいチョイスだ）

			　そうして俺が満足げに頷いていると、横からそれをのぞき込んでいたソフィが顔を青くした。

			「ど、ドラさん！　こんな高レベルのクエスト、鉄級冒険者では受注できませんよ!?」

			「依頼(クエスト)受注制限ならば問題ない。このクエストはギルドを介さず、直接俺が受けたものだからな」

			「で、ですがその場合ですと……」

			「ふっ、ギルド協定のことか？」

			　まるで考えを見透かしたかのようなその発言に、ソフィは目を丸くした。

			「そちらについても問題ない。グリード氏の妙案によって、この取引はギルド協定に抵触していない。……ですよね？」

			「え、えぇっ！　もちろんでございますっ！」

			　グリード氏は「何を当然なことを」と言いたげに、何度も素早く頷いた。

			「なっ、言っただろう？」

			「なるほど……さすがはドラさん。そこまで考えていらしたんですね！」

			　彼女からの称賛に片手を上げて応える。

			「で、でも、本当に大丈夫でしょうか？　そのクエスト……どれも本当に、とんでもなく危険なモンスターばかりなんですが……？」

			「ほぅ、そうなのか」

			「はい……。名うての冒険者でも手に負えず、長年放置されているものばかりです……」

			「ほほぅ……それは興味深いな。あのポンコツ女神とどちらが強いんだ？」

			　あんなのでも一応は女神。ソフィの話によればこの街最強の存在でもあるみたいだった。

			（名うての冒険者が匙を投げるほどのモンスター……。最低でもアスフィアの以上と見ていいだろう）

			　しかし、ソフィの回答はそんな俺の予想に反したものだった。

			「それはもちろんアスフィア様です。一応アレでも神様ですから」

			「……は？　そ、そんな程度なのか……？」

			　アスフィア以下。その絶望的な肩書を前にした俺は、がっくりと肩を落とした。

			「え、えぇ……。ですが……アスフィア様に及ばずとも遠からずといった強さのモンスターが群れを成しているんですよ？」

			「はぁ……その程度ならば問題ない」

			　たとえ千匹のアスフィアの群れに襲われようとも、一分もしない内に無傷で殲滅できる自信がある。あの程度の羽虫がいくら飛んだとて何の問題もない。ただ鬱陶しいという感情が湧きあがるだけだ。

			「グリード氏。この十件のクエスト、全て受けさせていただきます」

			　俺は紙束を道具一覧(アイテムウインドウ)に収納し、ニッコリと笑顔を浮かべる。

			「おぉ、左様でございますかっ！　ありがとうございますっ！」

			「では、このあたりで失礼します」

			　去り際に彼としっかりと固い握手を結び、俺はグリード商会を後にした。

			　

			■

			　

			　グリード氏との有意義な話を終えた俺は、大きく伸びをする。

			「さぁ、ソフィ。この中で一番近場なのはどのクエストだ？」

			　クエストの詳細が書かれた紙束を手に彼女へ問いかける。

			「ちょっと待ってくださいね……。えーっと……そうですね、ここからだとラヴァンガルド鉱山が比較的近くにあります」

			「ラヴァンガルド鉱山……これか」

			　

			『千年龍一頭の討伐。報酬――五百万ギル』

			　

			　二百万ギル――アスフィア以下という脆弱過ぎるモンスターには、もったいないほどの超高額の報酬が懸けられている。

			（二百万ギルもあれば……ふふっ、かなりの数のアイテムを揃えることができるぞ……っ！）

			　大通りやグリード商会で様々な商品を目にした俺は、この世界の物価についてもだいたい把握してきているのだ。

			「よし、それじゃ行くか」

			　俺はソフィを脇腹に抱きかかえた。

			「……ふぇ？」

			「さぁ、道案内を頼む」

			　徐々に力をつけていっているとはいえ、彼女はまだまだ修業中の身。俺の移動速度についてこれるようになるまで、もう少し時間がかかるだろう。だから、今回はこうしてソフィを脇腹に抱えつつ移動することにした。

			「わ、私も行くんですかっ!?」

			「当たり前だろう？　これは修業の一環でもあるからな」

			「修業の、一環……？」

			「あぁ。確かに養殖は素晴らしいレベリング方法だが、実戦経験を積むことはできない。そろそろ本格的に命のやり取りを経験しておいた方がいいと思ってな」

			　実戦に勝る練習などない。

			　緊張感に緊迫感、痛みや苦しみ――そういった様々なものを経験して、人は強くなっていくのだ。

			「い、いやいや無理です無理です！　絶っっっ対に無理ですって！」

			　ソフィは首が千切れそうなぐらいにブンブンと振り、猛烈に反対した

			「そうか？　俺はそろそろいい勝負ができる頃合いじゃないかと思っているんだが？」

			　彼女は既に何度も養殖を経験しているうえに、ちゃんと三食きっちりと強化系の草を食べている。あの頃よりも遥かに力をつけているはずだ。

			　それに――。

			「大丈夫だ。死ぬギリギリになったら、俺が加勢に加わるから」

			「ど、ドラさんの『死ぬギリギリ』は全く信用できませんよっ!?　それって絶対に本当の本当に死ぬギリギリですよねっ!?」

			「もちろんだ。そうでなくては修業にならないだろう？」

			　修業とはつらく厳しいものだ。だからこそ、それを乗り越えた先に大きな力を手にする。

			「む、無理です、嫌ですっ！　私はまだ死にたくありませんっ!?」

			「ふむ……困ったな」

			　あのソフィがここまでの抵抗を見せるとは……。

			　彼女も言っていた通り、よほど今回のモンスターは強敵なのだろう……。

			（とはいっても……アスフィア以下だからな……）

			　どうにも迫力に欠けるというか、説得力に欠けてしまう。アスフィアにも劣るようなモンスターなんて……ヴァルナでは路上に落ちているゴミくらいの価値しかない。

			「はぁ、仕方がないな……。ならばこれを身に付けておくといい」

			　少しもったいないような気もするが……やむを得まい。弟子を育成するための必要経費だと思えば安いものだ。

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)からとあるカードを取り出し、それを実体化させる。

			「こ、これは……？」

			「【Ｂ－57：千年蛙の首飾り】だ」

			　銀のチェーン、ペンダントトップに三つ首の可愛らしい蛙がついた首飾りだ。
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			「千年蛙の首飾り……か、可愛いですね……っ」

			「だろう？　Ｂランクのカードだけあって、効果も中々の優れモノでな。『即死クラスの攻撃を受けても三秒だけ生き長らえられる』ことができるんだ」

			「さ、三秒……っ」

			　そのあまりの効果に驚いたのか、ソフィはごくりと生唾を飲み込んだ。

			「ふふっ、凄いだろう？　三秒もあれば、そのモンスターをバラしてソフィを回復できる。つまり、どうやっても死ぬことはないということだ」

			「ほ、本当ですか!?　本当にたったの三秒でそんな早業ができるんですか!?」

			「当然だ。俺はこれでもヴァルナで『天災』と呼ばれていたんだぞ？　その程度のことは朝飯前だ」

			「……わ、わかりました。では、本当に私がピンチになったときは、絶対に助けてくださいね？　絶対ですよっ!?」

			「あぁ、約束しよう」

			　俺とてここまで手塩にかけて育ててきた弟子が、夢半ばで息絶えるのは望むところではない。

			　いつかは俺を殺せるぐらいに強くたくましく育ってほしい、心からそう願っているのだ。

			「よし、それじゃいくぞ！　ラヴァンガルド鉱山はどっちだ？」

			「ここからずっと南へ向かった先にある大きな山です」

			「しっかりと掴まっておけよ」

			「は、はい……っ」

			　そうして俺は大地を蹴り、南へ南へとひた走った。

			　

			■

			　

			　ソフィを抱えて走ることおよそ数分。

			　ようやく目の前に、いかにもそれっぽい感じの大きな山が見えてきた。

			「ふむ、ここか？」

			　山の斜面からはゴボゴボと灼熱の溶岩が流れ、現在も活発に活動をしている活火山であることは一目で見て取れた。

			「ソフィ、ここがラヴァンガルド鉱山か？」

			　確認のため、彼女に声をかけてみるが……奇妙なことに返事が無かった。

			「……ソフィ？」

			　チラリとそちらに目を向けると。

			「……むぎゅぅ」

			　なんと、彼女は白目を剥いて泡を吹いていた。

			「お、おい、どうしたんだ!?　いったい何があった!?」

			　急ぎ近くの大きな木の根元におろし、少し強めに肩を揺さぶった。

			「う……うーん……し、死ぬぅ……っ」

			　彼女は悪夢にうなされているのか、意味の通じない戯言を呟いた。あまり呂律も回っていない……何らかの状態異常に陥っていることは明白だ。

			（もしや……この世界独自の魔法か……？）

			　俺が移動中にソフィをピンポイントに狙った魔法攻撃を受けたのかもしれない。

			　ここは異世界。俺が知らない独自の魔法がいくつも存在する。実際、アスフィアが使っていた魔法もどれも見たことのないものばかりだった。

			「ソフィ、しっかりしろっ！」

			　不安に駆られた俺は、さらに彼女の肩を強く揺さぶる。

			「はっ!?　こ、ここは……!?」

			　突然目をカッと開き、キョロキョロとせわしなく周囲を確認し始めた。

			「はぁ、全く……。驚かせてくれるな……」

			　どうやらひとまず状態異常からは脱したようだ。

			　俺がホッと胸を撫で下ろしていると、彼女は何かを思い出したかのように、突然こちらに詰め寄ってきた。

			「ど、ドラさんっ！　ちゃんとひと声かけてくださいよ！　気絶しちゃったじゃないですかっ！」

			「……は？　あれは……気絶していたのか……？」

			　気絶……？　いったい何故……？　やはり魔法的な攻撃を食らったのか……？

			　いくつもの疑問が頭に浮かんでは消えていく。

			　するとその答えは、すぐさまソフィからもたらされた。

			「あ、当たり前じゃないですか!?　あんな速度で移動したら、人間誰でも気を失ってしまいますって！」

			「い、いや……俺も人間だが、さすがにあんなので気を失ったりはしないぞ……？」

			「もう、何を言っているんですか……。ドラさんは人間じゃないじゃないですか……」

			「……そうか」

			　どうやら彼女の中では、俺は人間種にカテゴライズされていないようだった。

			「いやしかし……。一応、負荷がかからないようにゆっくりと移動したつもりだったんだがな……」

			「か、加減してあの速度なんですかっ!?」

			「当然だ。というよりも、全力で走りたくてもここでは無理だ」

			「え……？　そうなんですか？」

			「あぁ。この世界の地面は少し……いや、かなり柔らかいからな」

			　早く走るためには当然、強く地面を蹴る必要がある。しかし、ヴァルナの地面と比べて、この世界のものは柔らかい――いや、柔らか過ぎる。

			　もし俺が全力で地面を蹴ろうものなら大地は引き裂け、凄まじいまでの大地震がこの世界を襲うだろう。

			（そんなことになってみろ……。まだ見ぬ希少なアイテムがどれほど失われてしまうか……）

			　希少なアイテムの喪失――考えただけで身震いしてしまう……。

			「で、ですが……。もう少しゆっくりと移動してもらわないと、私の体がもちませんよ……」

			「……わかった。次からはさらに速度を落とすとしよう」

			　ソフィの職業は魔法使い(ウイザード)、それもまだまだヒヨッコの。

			　身体能力的にまだまだ俺とは差があり過ぎるようだな……。次からはもっと気を遣って移動しなければ……。

			　忘れないようにしっかりと頭に叩き込んだところで――本題へと移った。

			「ところで、ここがラヴァンガルド鉱山ということでいいのか？」

			　はじまりの街バースから、ひたすらに南方へと進むとこの大きな山にぶち当たった。おそらく間違いないとは思うのだが……。

			「お、おぉ……っ。も、もう到着していたんですか……」

			　ソフィは今頃現在地を認識したようで、周囲をグルリと見回し地形を確認していった。

			「山の形、土の色……間違いありませんね。ここがラヴァンガルド鉱山です」

			「そうか、それはよかった。それじゃ早速、煉獄狼を探すとするか」

			　あまりもたもたしている時間はない――できれば今日中にこの十件のクエストは全て完了させたいものだ。

			　そうして俺がラヴァンガルド鉱山に足を向けると――。

			「え、えっとその……煉獄狼の件なのですが……」

			　ソフィがもじもじとした様子で口を開いた。

			　修業を開始する前に、何か伝えたいことがあるようだ。

			「どうした、何か聞きたいことでもあるのか？」

			「え、えっと……。本当に、私が……一対一で戦うのですか？　その……ドラさんが少しぐらい弱らせてくれたりなんかは……？」

			　そうして彼女はほんのりと期待の色を帯びた目でこちらを見やった。

			「はぁ……全く何を言っているんだか……」

			「で、ですよね……すみません」

			　ソフィは申し訳なさそうな顔つきで、ペコリと頭を下げた。

			（いや……。とはいうものの、こういった実戦形式の修業はこれが初めてだ。もう少しこの修業の趣旨を説明する必要があったかもしれないな……）

			　意味も理解せずに、ただやらされている修業はあまりにも非効率的だ。

			　俺は彼女の理解を助けるために、優しく笑いかけながら説明を始める。

			「一対一なわけがないだろう？　一対多数だ」

			「……え？」

			「そもそもモンスターと戦う場合、一対一の戦闘なんて稀だ。奴等は大概徒党を組んで襲い掛かってくる」

			　ヴァルナでも単独行動をとるようなモンスターは、どれも圧倒的な力を持つ強者ばかり。よほど酔狂な奴でもない限り、危険な単独行動をするようなモンスターはいない。

			「え、えっと……つまり……？」

			「今回の修業は、ソフィが一人で複数の煉獄狼を討伐するんだ」

			「……む、無理です無理ですよっ！　それは本当に、絶対に、百％の確率で無理ですっ！」

			　顔を真っ青にしながら、ソフィはこちらにすがりついてきた。

			　そこで俺はヴァルナで最も有名な金言を伝えることにした。

			「――やればできるさ」

			「……………………え？」

			　この伝説的な名言を聞いたソフィは、まさに「納得した！」と言わんばかりの表情を浮かべた。先ほどの不安げな様子はどこへやら、まるで世の真理を悟ったような――どこか清々しささえ覚えるほどの顔つきだ。

			（ふふっ、さすがに効果テキメンだな）

			『やればできるさ』――この言葉に救われたものは少なくない。かくいう俺もその一人だ。

			　昔、どうしようもなく弱かったあの頃。ゴブリンに刺し殺され、スライムに溶かし殺され、途方に暮れていた俺を救ってくれた言葉だ。

			　やればできる。そう、どんなことだってやればできるんだ。

			　何度死んだっていい。何度殺されたっていい。それがどれだけ惨めで凄惨な最期であろうと、自分が諦めない限り、挑戦し続ける限り失敗はない――誰だってやればできるんだ。

			　そうしてソフィがちゃんと納得してくれたところで、俺はニッコリと笑いかけた。

			「さて、それじゃ早速煉獄狼を探すとしよう」

			「…………………………はい」

			　すると彼女は先ほどのような激しい抵抗を見せることもなく、大人しく素直に俺の後をついてきた。

			　それから俺は自らの嗅覚と聴覚を頼りにして、ターゲットを探していく。

			「すんすん……こっちだ」

			　この山の中腹あたりに、いくつもの獣くさいにおいがあった。足音から判断するに数は十五。煉獄狼かどうかは不明だが……可能性は低くない。しっかりと確認する必要がある。

			　再びソフィを脇腹に抱え、においのした地点へと移動した。

			「ふむ……あれか」

			　そこには十五匹という比較的小規模な狼の群れがあった。

			　美しい漆黒の毛並み、額のあたりに三日月形の赤い紋様が浮かんでいる。あれが今回のターゲットである煉獄狼であろうか？

			　残念ながら手渡されたクエスト用紙には、煉獄狼の姿は描かれていない。ここはソフィの知識だけが頼りだ。

			「あ、あれです……。あれがいくつもの冒険者を死に追いやった恐ろしいモンスター――煉獄狼です……っ」

			　幸運にもどうやら当たりだったようで、ソフィは顔を青くしながらそう言った。

			「そうか、ついているな」

			　とんとん拍子にコトが進んでいる。今日は流れがいいみたいだ。この調子でサクサクとクエストをこなしていこう。

			「さぁ、ソフィ。強くなったその力を存分に振るってみるがいい！」

			　俺が彼女の背をトンと押してやる。

			　すると――。

			「うぅ……こうなったら、もうやけくそですっ！　さぁ、煉獄狼！　私が退治してくれますっ！」

			　煉獄狼の正面に躍り出たソフィは、大見得を切って挑発を始めた。見事な心意気だ。

			「いいぞ！　その意気だっ！」

			　俺が声援を送ると同時に――。

			「「「ガルルルルルルルッ……ッ！」」」

			　許可なく縄張りに立ち入ったことに、気を悪くしているのだろう。煉獄狼たちが敵意の籠った唸り声をあげる。

			「ひ、ひぃ……っ!?」

			「臆するな！　今まで頑張ってきた修業の日々を思い出すんだっ！」

			「しゅ、修業の日々……」

			（ドラさんの修業……。苦い草、酸っぱい草、辛い草、くさい草……。地獄のような毎日の食事。何度嘔吐したかも覚えていない……。そして――奪ってしまった沢山の命……っ）

			「こんなところで……死ぬわけには……っ！」

			　彼女の目に強い希望の光が宿った。

			　そして右半身に構えた彼女は、杖を天高くかざし、魔法を発動させる。

			「はぁあああああああああっ！　〈炎／フレイム〉っ！」

			　以前よりも遥かに大きな炎が煉獄狼を包み込む。

			「や、やったっ！」

			　確かな手ごたえがあったのだろう。ソフィは嬉しそうにその場で跳ねた。

			　しかし――。

			「ウガルルルルルルルルッ！」

			　煉獄狼は無傷だった。

			（ここは灼熱の火山。そこに住むモンスターたちが高い火耐性を持つことは容易に想像できたはず……）

			　彼女が得意とする火属性魔法。最も自信のある魔法を選んだのだろうが……。これは明らかな判断ミスだ。

			「「「ウガルガルガッ！」」」

			　すると今度は煉獄狼が鋭い牙をむき出しにして、一斉にソフィ目掛けて飛び掛かってきた。

			（っ！　……チャンスだっ！）

			　奴等は愚かにも真っ直ぐ一直線にして彼女へと飛び掛かった。

			（おそらく煉獄狼の弱点は水属性か氷属性の魔法）

			　ここで水か氷属性の広範囲魔法を叩き込めば、楽に殲滅できる。

			　しかし、そんな千載一遇の大チャンスを前に彼女は。

			「い、いや、来ないで……っ!?」

			　あろうことか、その場で尻もちをついてしまった。

			（な、何故……っ!?）

			　わけがわからない。

			　こんな大チャンスを前にして、何故それを棒に振る!?

			　彼女の理解不能な行動に俺が困惑していると。

			「ど、ドラさん、助けてくだ……きゃっ!?」

			　満足に助けを求める声すらあげられず、ソフィはガジガジと食われていった。しばらく聞こえていた悲鳴は徐々に薄れていき、やがて獰猛な獣の声と肉を貪る不快な音だけが残った。

			「はぁ……。これは少し、時間がかかるやもしれんな……」

			　絶望的なまでの戦闘経験の無さ。これは基礎の基礎から時間をかけて、しっかりと教え込まなければならないだろうな……。

		

	
		
			　

			９　ソフィの進化とステータス

			　

			　煉獄狼の食事風景をしばらくぼんやりと眺めていると。

			「ゲコ！」

			「ゲコゲコッ！」

			「ゲコーッ！」

			　っと、愛らしい三匹の蛙の鳴き声が聞こえてきた。

			「ふむ……もう限界か……」

			　千年蛙の首飾りが効果を発揮している――つまりソフィは死の寸前ということだ。

			「全く、手間のかかる弟子だ」

			　まさか一匹も倒せないとは少し予想外だったが……。

			（まぁ仕方あるまい。これからコツコツと頑張るほかないだろう）

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から破滅の剣(エクスカリバー)を取り出し、

			「ほら、邪魔だぞ」

			　一太刀で目の前の餌に群がる煉獄狼の首をはねとばした。

			　そうしてそこに残ったのは、首の無くなったいくつもの煉獄狼の死骸と虫の息状態となったソフィだ。

			「さてと――〈回復／ヒール〉」

			　淡い光が彼女の体を包み込み、たちまちのうちに彼女の体にあったおびただしい数の咬み傷は消えてなくなった。同時に彼女の顔に血の気が戻っていく。

			「ほら、ソフィ。起きろ」

			　依然として意識を取り戻さない彼女の肩を優しく揺さぶってやると。

			「ど、ドラさ、ん……？」

			　ゆっくりと瞼を開き、俺の名を呟いた。

			　すると次の瞬間。

			「ひ、ひぃっ!?」

			　彼女は頭をかがめてしゃがみこんでしまった。

			「や、やめて……お願い、お願いですから……もう噛まないで……っ」

			　そうしてボロボロと涙を流しながら念仏のように、何度も何度も似たような言葉を呟いた。体はガクガクと震えており、尋常の様子ではない。

			「……？　何をやっているんだ？」

			「狼が……狼が、私の体を……っ!?」

			　どうやら錯乱状態に陥ってしまっているようだ。

			「落ち着け。まずは自分の体を見てみろ」

			「わ、私の体……あれ……？」

			　彼女はペタペタと全身を触っていった。

			　足、お腹、手、顔――全てのパーツが無傷であることを確認した彼女はホッと胸を撫で下ろす。

			「よかった……。やっぱり悪い夢を見ていたみたいですね……」

			「いや、夢じゃないぞ？」

			　そうして俺が目の前に横たわる煉獄狼の死体を指差した。

			「……こ、これは夢の中で見たっ!?」

			「いや、だから夢ではないと……」

			　それから俺は彼女に一連のでき事を説明した。

			　勇猛果敢に煉獄狼に立ち向かったこと。

			　しかし、見るも無残に食い散らかされたこと。

			　その後、俺が煉獄狼の首を全て刈り取り、ソフィに〈回復／ヒール〉を使用してあげたこと。

			「ということは……あのやけにリアルな痛みは全て……？」

			「あぁ、現実に起こったことだ」

			「……う、うそ」

			　どうやら彼女は大きなショックを受けているようで、絶句したままその場で固まってしまっていた。

			（少し時間を置いた方がいいかもしれないな……）

			　その間に俺は、つい今しがた仕留めたばかりの獲物を回収していく。

			「さてと……」

			　地面に横たわり、ピクリとも動かなくなった煉獄狼を道具一覧(アイテムウインドウ)に詰め込む。

			「ふむ……Ｃランクか……」

			　まぁ、そんなものだろう。いや、むしろやや高めの評価だな。

			　ヴァルナ基準でいけば今のは間違いなくＦランククラスの雑魚だった。

			（やはりこの世界のモンスターはかなり軟弱なようだな……）

			　あまりの手ごたえの無さに肩透かしを食らった気分になる。

			（……いや、それでもヴァルナには無いものばかりなんだ。宝の山であることに間違いはない）

			　戦闘面は少し物足りないまでも、コレクターとしてここは天国のような場所であることに間違いはない。

			　そうして俺は素早く、残りの煉獄狼を道具一覧(アイテムウインドウ)に仕舞い込んでいく。

			「――よし、それじゃ次に行くとするか。ソフィ、ここから最も近いのはどこだ？」

			　先ほどと同じように、クエスト用紙を彼女に見せた。

			「あ、は、はいっ。え、えーっと……ど、どこも遠いですよ？　今日はこの辺りで一度街へ帰りませんか？」

			「何を言っている？　まだたったの一件しかこなしていないじゃないか。今日中にちゃんと全部終わらせるぞ」

			「ぜ、全部……っ」

			　ソフィは顔を引きつらせたまま、ポツリとつぶやいた。

			「さぁ、次はどこが近いんだ？」

			「……ここです」

			　そう言って彼女は一枚のクエスト用紙を指差した。

			　

			『雷龍ゼノルギア一頭の討伐　報酬四百万ギル』

			　

			「出現場所は、雷(らい)郷(ごう)峠か。ここからどの方角だ？」

			「ラヴァンガルド鉱山からですと……そうですね。北北東の方角へひたすら真っ直ぐに行くと着くはずです」

			「北北東……よし、わかった」

			　そうして俺は先ほどと同じようにソフィを脇腹に抱え込む。

			「さて、行こうか」

			「ほ、本当に……まだやるんですか？」

			「当然だ。今回は残念な結果に終わってしまったが……次回こそは、しっかりと討伐してもらうぞ」

			「……頑張り、ます」

			　そうして俺はソフィが気絶しないように、かなりゆっくりと走り始めた。

			　

			■

			　

			　ソフィを抱えたまま走ることおよそ十分。

			「ふむ……ここでよさそうだな」

			　俺の眼前には、盛り上がった台地と――その上に眠る一頭の巨龍がいた。

			　彼女に確認するまでもない――アレが雷龍ゼノルギアだろう。

			　稲妻のようにジグザグとした特徴的な翼。尻尾は蛇のように長く、グルグルと蜷局(とぐろ)を巻き、体内に電気をため込んでいるのか、時折青白く発光している。

			（それにしても奇妙な天気だ……。『雷郷峠』というだけはある……）

			　あそこにいる雷龍ゼノルギアの魔法だろうか……。奴のいる周囲にのみ黒雲が広がり、今もゴロゴロと地鳴りのような音が響いている。時折、放電現象が起こっており、眩しい閃光が走る。

			　全く、あんなところでよく眠れるものだ。

			「さて、今回は少し楽しみだな」

			　はっきり言って、さっきの煉獄狼はあまりに期待外れだった。

			　この世界独自のおもしろい力を見せてくれるわけでもなく、ただがむしゃらに突っ込んでくるだけ――ハズレもハズレ、大ハズレだ。

			　今回こそはそれなりにおもしろい力を見せてくれることを期待している。

			「い、いいいいましたよ、ドラさん……っ」

			　ソフィは震えながら、ぐっすりと眠っている龍を指差した。

			「村の図書館で何度か見たことがあります……間違いありません……。雷龍ゼノルギアです……っ」

			「だろうな」

			　名は体を現すという。

			　外見的な特徴と周囲の環境から、奴が雷龍ゼノルギアということは容易に判断がついた。

			「ふむ……今回は少しだけ手を貸そうか」

			「ほ、ほんとうですかっ！」

			　ソフィは大輪の花のような笑顔を浮かべた。

			「あぁ、さっきのようになってしまっては修業にならんからな」

			　煉獄狼戦は、はっきり言って失敗だった。結局あの戦いにおいて彼女が得たものは……痛みに対するわずかな耐性ぐらいのもので、碌な経験をすることができなかった。

			　やはりある程度の時間は継続して戦ってもらわないと、わざわざ実戦形式の修業を取り入れた意味がない。

			（それに見たところ……煉獄狼よりも強そうだしな……）

			　雷系統の力は、そもそも論として強力だ。

			　威力もさることながら、何よりもその速さが恐ろしい。魔法が発動してから避けることは困難を極める。

			「ドラさんが助けてくれるなら、もう何も怖くありませんっ！　さぁ、行きましょう！」

			　先ほどのおどおどとした態度から一転、ソフィは随分と乗り気だった。

			「一応言っておくと……。手を貸すとは言ったが、別に俺はゼノルギアに攻撃を加えることはしないぞ？」

			「……ふぇ？」

			　やはりというか何というか……。彼女は大きな勘違いをしているようだった。

			「当たり前だろう……。アスフィア以下の力しかない小物が、俺の攻撃に耐えられるわけがない」

			　俺が少しでも攻撃をしようものなら奴は即死、ないしは戦闘続行が不可能なほどの大怪我を負う。そうなってしまっては養殖と同じだ。

			「で、では……いったいどのような形で手助けしてくれるんですか……？」

			「それはもちろん――〈回復／ヒール〉だ」

			「……〈回復／ヒール〉、ですか？」

			「あぁ。さっきから考えていたんだが、やはりこれが一番だと思ってな」

			「え、えっと……〈回復／ヒール〉で手を貸す、というのは回復をしてくれる……ということですよね？」

			「そうだ。先の戦いは少々耐久力不足が目立ったのでな。今度は食われた端から〈回復／ヒール〉を使って治療してみようと思う」

			　これで何度食われようとも、どれほどのダメージを負おうとも戦闘を継続することができる。

			　たとえ即死級の攻撃を食らったとて、千年蛙の首飾りがある。つまり――後方から俺が〈回復／ヒール〉を唱え続ける限り、ソフィが命を落とすことはない。永遠に戦い続けることが可能だ。

			「これで死の恐怖にさらされることなく、思う存分に力を振るえるな！」

			　この世界では命がたった一つしかないという話だ。人間での実証実験を行っていないために、確実とは言えないものの……。様々な知識を持つソフィがはっきりとそう断言したんだ、ある程度信頼のおける情報だろう。

			（正直、『死の恐怖』というものがいったいどれほどのものかは見当もつかないが……。人間の足を引っ張り、怖気づかせる程度には恐ろしいものらしい）

			　ならばそれを取り去り、修業に集中させる環境を作ってやれば問題解決だ。

			（ふむ……今回は師匠として中々によい特訓プログラムを提示できたのではないだろうか）

			　そうして一人満足気に頷いていると、凄まじい勢いでクレームが入ってきた。

			「い、いやいやいやっ！　私がいくら魔法を使っても、絶対にまともなダメージを与えられませんってっ！　さっきの煉獄狼だって、〈炎／フレイム〉が直撃したのに無傷だったんですからっ！」

			「あれはお前の判断ミスだ」

			「……え？」

			「煉獄狼の住処は活火山であるラヴァンガルド鉱山。火耐性が高いことは火を見るよりも明らかだ。そんな奴らに意気揚々と〈炎／フレイム〉を放つのは戦略的にもどうかと思うぞ……？」

			「うっ……。そ、それは……っ」

			「まぁ、それは今後の反省材料にするとして……今回のターゲットである雷龍ゼノルギアは、体内に大量の電気をため込んでいる。――つまり雷耐性が高いことが推察される。今回は得意の火属性魔法の見せどころだぞ」

			　敵(モンスター)との相性も悪くない。

			　環境のお膳立てもばっちり――後は前を向き、ただ戦うだけだ。

			「よし、行ってこい！」

			　彼女の背をトンと押す。

			「う、うぅ……が、頑張ります……っ」

			　そうして半べそをかきながらソフィが台地に足を踏み入れた瞬間。

			「……え？」

			　天からまばゆい雷が降り注ぎ、そのうちの数本がソフィを貫いた。

			　彼女は悲鳴をあげることすらできず、黒焦げになってバタリと倒れた。
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			「ゲコ！」

			「ゲコゲコッ！」

			「ゲコーッ！」

			　既に瀕死の重体らしく、愛らしい三匹の蛙の鳴き声が聞こえてきた。

			　が、俺はそれに構わず、ゼノルギアの様子をじっくりと観察する。

			（ほほぅ……ピクリとも動かないか……。完全に眠っているな……）

			　つまり、先ほどの攻撃に奴の意思は全く関与していないということになる。

			（ということは……どれ）

			　俺は足元に落ちていた握りこぶし程度の石を放り投げた。

			　それは放物線を描きながらゆっくりと落下していき――台地の上にポスリと落ちたその瞬間、先ほどと同様に天から雷が降り注ぎ、石を粉々に砕いた。

			（なるほど……踏み入れたものに自動で攻撃する雷魔法か……面白い）

			　ヴァルナにも数多くの魔法が存在するが、このように術者の意思に関係なく自動的に攻撃する魔法は存在しない。

			　いったいどういう仕組みの魔法構成なんだ？

			（……実に興味深いな）

			　そうして知的好奇心をバリバリと刺激されたところで――すっかり大事なことを忘れてしまっているのに気付いた。

			「おっとそうだ、ソフィを回復してやらねば」

			　蛙が鳴いてからおよそ二秒が経過している。急がねば大変なことになってしまう。

			　そうして俺が台地に足を踏み入れた瞬間――先ほどと同じにいくつもの雷が俺の体を貫いた。

			（うぅむ……実に残念な火力だな……）

			　静電気ぐらい、だろうか……？

			　ビリっとしたようなしないような……。そんな微妙な感じがあったような……気がする……。

			　魔法の仕組み自体はおもしろいが「実用性があるか？」と問われれば、頭を捻ってしまう。少なくとも戦闘で活用するような魔法でないことは確かだ。

			「本当にアスフィア以下なんだな……」

			　一応あのポンコツが使用した魔法、確か〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉とか言ったか……？

			　あれは一応俺の雷耐性を上回り、こちらにダメージを与えることはできた。この時点で、目の前の雷龍ゼノルギアの底が知れるというものだ……。

			（まぁ、ソフィの練習相手としては手ごろなぐらいか……）

			　あまりに強いモンスターでは彼女が委縮してしまい、修業にならないということも考えられる。今回は初の実戦形式ということもあるし、むしろちょうどいいぐらいなのかもしれない。

			「さてと……〈回復／ヒール〉」

			　彼女の体を淡い光が包み込み、一瞬にして全てのダメージを取り除いた。

			「……はっ!?　わ、私は……!?」

			　勢いよく起き上がった彼女は、せわしなく周囲を見回した。

			「凄まじい速度だったな。見事に一回死にかけたぞ」

			　ちょんちょんと彼女の服のあたりを指差してやる。

			「ま、真っ黒……!?」

			　雷に打たれたソフィの服はボロボロに焼き焦げ、黒い煤(すす)だらけとなっていた。

			「そういえば、突然ピカッと光ってそれから……あれ？」

			「……もしかして、覚えてないのか？」

			「は、はい……。いったい何があったのでしょうか……？」

			　彼女はキョトンとした様子で小首を傾げた。

			　どうやら本当に何も覚えていないようだった。

			　俺は仕方なく、先の一連の流れを簡潔に伝えた。

			「ソフィが台地に足を踏み入れた瞬間、ゼノルギアの雷魔法を食らったんだよ。それで瀕死になったところに、俺が〈回復／ヒール〉を使って回復させて今に至る……という感じだ」

			「え、えぇっ!?　わ、私、もう死にかけたんですかっ!?」

			「あぁ、そうだ」

			（しかし、これはいただけないな……。『死に慣れてない』から――もとい『死にかけ慣れてない』からか……）

			　死の直前に得た情報というのは大きな意味を持つ。

			　今回のように何の情報も得られずに死ぬのは、文字通りただの無駄死にだ。早急に改善する必要がある。

			「ソフィ、一つ重大なアドバイスがある」

			「な、なんでしょうか……？」

			　真面目さの塊のような彼女は、グッと息を呑んで静かに続きを待った。

			「攻撃を食らったときは、しっかりと目を見開くんだ」

			「目を、見開く……？」

			「そうだ。自分がいったいどんな攻撃にやられたのか、その攻撃の性質・繰り出されたタイミング・敵の筋肉の動き――そういった重要な情報を見逃さないことだ」

			「な、なるほど……勉強になります」

			　ソフィは納得がいったとばかりにポンと手を打った。こういう風に素直に人のアドバイスに耳を傾けられるところは彼女の美点だ。

			「さて、無事に体力も回復したところで――レッツトライだ」

			　俺は手を叩き、ソフィをはやし立てる。

			「う……っ。い、行ってきます……っ」

			　そうしてソフィはトボトボと足音を立てないようにゆっくりと、雷龍ゼノルギアの元へと向かった。

			「ふむ……なるほど、そういう性質の魔法か」

			　どうやらゼノルギアの使っている魔法は、この台地に侵入したものを自動攻撃する性質のようだ。だから既に侵入に成功した彼女が台地を歩いても雷撃は放たれない。

			「しかし……本当に警戒心の薄いモンスターだな……」

			　外敵が目と鼻の先にまで迫っているというのに、いまだ呑気に鼻提(ちよう)灯(ちん)を膨らませている。ここがヴァルナであれば三秒と持たず、屍肉となっているだろう。

			（チャンスだな……）

			　相手が眠っている今なら、ソフィは十分に魔力を練り、最高の一撃をぶつけることができる。一撃で殺し切ることは難しいだろうが、少なくないダメージが期待できる。

			「いきます――〈炎／フレイム〉っ！」

			　ソフィの杖の先から放たれた炎が雷龍ゼノルギアを包み込んだ。

			「グワァゥウウウッ!?」

			　炎の中から苦悶の声があがり、ゼノルギアはのたうち回った。前回とは異なり、確かなダメージを与えているようだ。

			「や、やったっ！」

			　そうして彼女が喜ぶのもつかの間。

			　ゼノルギアの腹のあたりが強い光を放ちだした。

			　腹部にエネルギーを貯蔵するモンスター特有の兆候――間違いない、ブレスだ。

			「――避けろ、ソフィ！」

			「ふぇ？」

			　俺が警告を発したその直後。

			「きゃぁああああああああああああっ!?」

			　鋭い光柱が彼女の腹部を貫いた。

			「はぁ……だから油断するなと……」

			　俺は大きなため息をつきながら、再び〈回復／ヒール〉をかけてあげるのだった。

			　

			■

			　

			「――〈回復／ヒール〉。そら、頑張れ。もう一度だ」

			「……はい」

			　痛みに対する耐性ができてきたのだろう。

			　彼女は雷撃に身を貫かれても声をあげなくなっていた。

			（……いい調子だ）

			　痛みは戦闘継続に大きな支障をきたす。それを克服したということは、彼女はまた一歩前へ進んだことを意味する。

			「……〈炎／フレイム〉」

			　ハイライトの無くなった目でもう何度目になるかわからない〈炎／フレイム〉を唱えるソフィ。

			　それから何度も何度も、何度も何度も何度も――彼女の体は破壊と再生を繰り返していった。

			　そしてついに――その時は訪れた。

			「グゥオ、オオオオオオゥ……ッ」

			　地鳴りのような断末魔の叫びをあげたゼノルギアは、ゆっくりと地に倒れ伏した。

			　彼女は見事、この世界では上位の存在であるモンスターを討ち取ったのだ。

			「よくやったぞ、ソフィ！」

			　少しの援助があったとはいえ、記念すべき初の単独討伐だ。

			　俺が笑顔で駆け寄ると、彼女は突然俺の胸に抱き着いてきた。

			「ど、どうした？」

			「やり、ました……やりましたよ……っ。ドラさん……っ」

			　彼女はボロボロと大粒の涙を流していた。

			　達成感によるうれし涙であろう……無理もない。

			（確か、俺もこうだったっけな……）

			　遥か昔。初めて一人で神を殺したときは、嬉しさのあまり年甲斐もなく泣いたものだ……。

			　嬉しいときの涙は、好きなだけ流せばいい。

			　俺は彼女をギュッと抱き締めた。

			「痛かったです、とても痛かったです……っ」

			「そうかそうか、よく頑張ったな」

			　彼女の頭を優しく撫ぜ、その苦労をねぎらう。

			　ほんの数日前――オーク一匹を殺すのに躊躇していたあの頃から比べると、本当によく成長したものだ。

			「う、うぅドラさぁん……っ」

			「よしよし、本当によく頑張ったな」

			　そうして彼女が落ち着いた頃合いを見計らって、次の話を切り出した。

			「――それじゃ、次に行くか」

			「……え？」

			「あまりゆっくりとしている時間も無いからな。さぁ、次はどこが近い？」

			　そうして俺は道具一覧からクエスト用紙を引っ張り出した。

			「も、もうちょっとこう……感動の余韻のようなものは……？」

			「もう十分だろう？　人生は長いようで短い――さぁ、切り替えていくぞ」

			　まだこれから八回ほど同じ工程を繰り返す必要がある。

			　そう、感傷に浸っている時間はないのだ。

			「うぅ……ドラさんが鬼のように見えてきました……」

			「お、おいおい、あんな弱小種族と一緒にしてくれるな……。さすがに傷つくぞ……」

			「ドラさん的には、鬼は弱小種族なんですね……」

			　そんなちょっとした雑談を交わしながら、俺たちは新たなターゲットを仕留めに行くのだった。

			　

			■

			　

			　その後、ソフィは破壊と再生を繰り返しながら天空兎・邪眼の双蛇・笑い鰻――数々のモンスターを討伐していった。

			（ふふっ……実戦形式の修業は大成功だったな）

			　嬉しいことに、彼女は順調にヴァルナ色に染まってくれている。

			「もしかしたら、命は一つではないのかもしれませんね……」――こんなことを言うぐらいには成長してくれていた。この調子でいけば、ヴァルナで生活を送れる日もそう遠くないかもしれない。

			「――よし、これが最後だな」

			　いろいろとあったものの気付けば、もう次がラストのクエストになっていた。

			　

			『千年龍一頭の討伐　報酬五百万ギル』

			　

			　これは今回俺が受注した中で最高額の依頼だ。

			　報奨金が最も高いということは、これが最も危険なクエストということだろう。千年龍という名前も中々に香ばしく、力強さを感じさせる響きだ。

			（しかし……少し急がねばならんな……）

			　グリード氏からクエストを受注してから、既に丸一日が経過している。

			　予定していた終了時間から遅れているのだ……。

			（これ以上の遅れはいかんな……）

			　あまりに帰りが遅いとグリード氏にいらぬ不安を与えてしまう。

			　心の優しい氏のことだ。きっと今も俺たちの身を案じてくれていることだろう。

			「さぁ、今回も頑張って行こうか！」

			　先ほどから何やら元気の無い彼女を気遣って、テンションをあげて彼女の肩を叩いた。

			「はい……頑張ります……」

			「どうした、ソフィ？　さっきから少し元気がないようだが……？」

			「大丈夫ですよ、ドラさん……。痛いのにはもう……慣れましたから……」

			　そう言って彼女は儚げな笑みを浮かべた。

			「そうか、それはよかった」

			　どうやらただの杞憂だったようだ。

			　そして幸運なことに、彼女の口から嬉しい話を聞くことができた。

			（ようやく『痛み』を克服してくれたか……）

			　これだけで実戦形式の修業を取り入れた意味があるというものだ。

			　俺が愛弟子の成長に心を震わせていると。

			「今回は千年龍ですね……。多分今まで以上にやられると思うので……回復魔法をお願いします……」

			　まるで業務連絡のように淡々とそう告げたソフィは、俺が後押しするまでもなく千年龍の方へと歩いていった。

			（……ソフィ）

			　いつの間にか逞しくなった彼女の背を見た俺は、目頭の熱くなる思いに駆られていた。

			（素晴らしい……。才能こそ全く無いものの……その根性と心意気は称賛に値する……っ！）

			　今までの弟子は誰も彼もが俺のことを『人でなし』と言い、ほんの数日を待たずして去っていった。中には『光るモノ』――才能にあふれる者もいたが……。残念ながら、モノになる前にいなくなってしまった。

			「ふふふっ……これは早くヴァルナに連れて帰りたいものだな……っ」

			　早くルシファーやエミヤに紹介してやりたい。

			「自慢の弟子だ！」と、堂々と見せびらかしてやりたい。

			　実を言うとルシファーやエミヤも俺と同じ悩みを抱えているのだ。

			　彼らの元にも多くの弟子志願者が訪れたことが過去何度もあった。しかし、結局は俺と同じ結末を迎えてしまった。一日、二日と持たずに、みんな駆け足で逃げ出していくのだ。

			　しかし、ソフィは違う。

			　彼女は俺が取った弟子の中でも間違いなく――最も才能がない。しかし、同時に最も根性がある。

			（ふふふっ、俺は思わぬ拾い物をしたのかもしれない……）

			　コレクターにとって至上の瞬間。

			　それは自分の宝物を人に見せびらかせるときだ。

			　そうして俺が一人、ニヤニヤとしていると――。

			「……〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉」

			　ソフィが魔法を詠唱する声が聞こえた。

			　今や下位の魔法の〈炎／フレイム〉ではなく、その一つ上の中位魔法〈灼熱の魔法／バーニング・フレイム〉を使えるようにまでなっている。

			　そしてほどなくして、可愛らしい三匹の蛙の鳴き声が聞こえてきた。

			「ふふっ、早速死にかけているな。――いいぞ」

			　そうして俺は〈回復／ヒール〉を唱え続ける。

			　彼女が敵を殺し切る、その時まで。

			　

			■

			　

			「はぁはぁはぁ……や、やりました……っ」

			　無事に千年龍を仕留めたソフィは、達成感に満ちあふれた顔をしていた。

			「コングラッチュレーション……っ。見事だ、ソフィ……っ」

			　俺の回復魔法があったとはいえ、彼女は無事に一人で千年龍を――幾多のモンスターを倒してのけた。軽く千回以上は死にかけ、その度に全快した。この経験はきっと将来の宝になるだろう。

			「あ、ありがとうございます」

			「ふふっ、どうだ、ソフィ？　少しぐらいレベルが上がったんじゃないか？」

			　正直、どれも大したことないモンスターだったが、一応そこそこの数は狩った。少しぐらいレベルが上がっていてもおかしくないだろう。

			「あっ、そうですね……確認してみます」

			　そう言って彼女は懐から、冒険者ライセンスを取り出した。

			　

			『氏名：マヌー＝ソフィリア』

			『職業：魔法使い(ウイザード)』

			『レベル：５[image: MByaji-sita.png]２３１』

			『体力：34[image: MByaji-sita.png]３７５６』

			『筋力：２１７[image: MByaji-sita.png]１８７０』

			『敏捷性：30[image: MByaji-sita.png]２１９８』

			『耐久：24[image: MByaji-sita.png]３４７２』

			『知力：40[image: MByaji-sita.png]２４７６』

			『魔力：43[image: MByaji-sita.png]２８５１』

			　

			「……え？」

			「おぉ、かなり上がっているじゃないか」

			　前回の五レベルから、二百三十一レベルへ。数字の上では飛躍的な進歩を遂げている。

			（ふむ……『体力』と『耐久』の伸びがすさまじいな……）

			　何度も何度も生死の境を彷徨(さまよ)ったからだろうか。彼女のステータスは、魔法使い(ウイザード)というよりもむしろ、戦士職のそれに近いものになっていた。

			「や、やった……っ。やりましたよ、ドラさんっ！」

			「あぁ、本当によく頑張ったな」

			　よほどうれしかったのだろう。

			　ソフィは子供のような笑顔を浮かべていた。

			「さてとそれでは――」

			「グリード氏の元へと帰ろうか」――俺がそう言いかけたそのとき。

			「その……もしよろしければ、一緒に〈炎／フレイム〉の魔法を唱えてもらえないでしょうか？」

			　彼女は突然、そんな提案を持ち掛けてきた。

			　その目には自信と不安、そして期待が入り混じったような色が浮かんでいた。

			（そういえば……初めて会った時も同じようなことをしたっけか……）

			　おそらく自分がどれだけ成長したのかを見てみたいのだろう。

			　まぁステータスも五十倍ほどになっているから、当然といえば当然だ。

			　これは弟子の成長のいい機会だ。師匠として断るわけにはいかない。

			「あぁ、もちろんいいぞ」

			「で、ではスリーカウントでいきますよ？」

			　俺はコクリ頷き、ソフィの準備を待った。

			「では、いきます。三……二……一……っ！」

			「〈炎／フレイム〉っ！」

			「――〈炎／フレイム〉」

			　お互いが同時に魔法を唱え、二本の大きな火柱が発生した。

			　しかし、あまりにも魔法規模が違い過ぎた。俺の放った〈炎／フレイム〉はソフィのものを一瞬にして飲み込んでしまったのだ。

			「あ、あぅ……」

			　これでは比較することすらできず、彼女が成長を実感することもできない。

			（しまった……。加減をするべきだったか……）

			（遠い……遠過ぎます……。ほんの少しは近づけたかと思ったのに……）

			　チラリと横目で彼女の様子を窺うと、地面にへたり込み、悔しそうな表情で杖を抱きかかえていた。

			（落ち込んでる……な。しかし、こういうときに何とフォローを入れれば良いものか……）

			（私のはありったけの魔力を込めて放った、正真正銘全力の〈炎／フレイム〉……。それでも……ドラさんが何気なく放った一撃に遠く及ばない……っ）

			　とりあえずひと声かけてみよう。

			　それからどんなフォローを入れるか探っていけばいい。

			「な、なぁソフ――」

			「――ドラさんっ！」

			　俺が口を開きかけたその瞬間、ソフィは突如立ち上がり、真っ直ぐにこちらを見やった。その顔は先ほどの暗いものではなく、どこか爽快感を感じさせるものだった。

			「お、おぅ。急にどうしたんだ？」

			「今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いします」

			　改まってそう言うと、彼女はペコリと頭を下げた。

			「っ！　……ふふっ。あぁ、これからも俺の修業はどんどん厳しくなっていく。覚悟しておけよ？」

			「大丈夫です！　養殖でもあの苦い草でもどんとこいですっ！」

			「いい返事だ。それじゃ、早速一発やっていくか」

			『鉄は熱いうちに打て』という言葉がある。せっかくソフィが苦手な養殖をやると言っているんだ。彼女の気が変わらないうちにやってもらうとしよう。

			　道具一覧(アイテムウインドウ)から【Ｆ：モンスターの餌】を取り出す。何とも言えない微妙なにおいが周囲に蔓延していく。

			「え……い、今から……ですか？」

			「どうせこれから何回もやるんだ。早く慣れてしまった方がいいぞ？」

			　それに今のように一日一回の養殖では、あまりに効率が悪過ぎる。理想を言えば、一日に十回程度が望ましい。

			「い、い、いやぁあああああああああああああああああっ!?」

			　そうしてソフィは今日もきちんと養殖をやり遂げ、約百匹ものモンスターにとどめを刺したのだった。

			　幸運なことに、どうやらあの付近には千年龍の巣があったようで、モンスターの餌に引き寄せられた千年龍が大挙して押しかけてくる様子は中々に壮観だった。当然、皆殺しにしたうえで、劣化しないよう道具一覧(アイテムウインドウ)に収納させてもらった。思わぬ収穫に心が躍ったものである。

			　その後、無事に養殖を終えたソフィを連れて、はじまりの街バースへと帰還した。

			「ふーっ……何だか久しぶりに帰った気がするな」

			　既に日もすっかり暮れており、人足もまばらだった。

			「とりあえず今日はお魚パラダイスに戻るか」

			「…………はい」

			　俺達はグリード氏へのクエスト完了報告を明日に回し、お魚パラダイスへと帰った。

			　それぞれの部屋で風呂に入り、体を綺麗にしたところで恒例の食事タイムだ。

			　晩御飯はいつも通り、強化系の草の盛り合わせ。基本的にほぼ毎日これだ。

			　ソフィも少しは慣れてきたようで、かつてのように泣き叫ぶことも不平不満を漏らすこともなくなった。食事を楽しむことを諦め、淡々と口だけを動かしている。

			　食後は一緒に片付けをしながら、他愛もない雑談に花を咲かせる。

			　そんないつも通りの平凡な一日が今日も終わっていった。

		

	
		
			　

			10　テオール＝ドラの憤慨

			　

			　その翌日。

			「さてと……そろそろ行くか」

			　時刻は朝の九時。そろそろグリード商会も営業を開始している頃だろう。

			　今日の予定はひとまずグリード氏へのクエスト完了報告。それからは豊富な資金を元手にこの世界のアイテムを買い漁るつもりだ。

			　ソフィも誘ってみたのだが……。「すみません……今日はお休みをいただけないでしょうか？」と言ってきた。連日の疲労がたたっているのかもしれない。

			「ふむ、実にいい天気だ……」

			　雲一つない綺麗な青空――絶好の買い物日和と言えるだろう。

			　その後、鼻歌交じりにグリード商会へと向かっていると――遠目に大きな人だかりが目に入った。

			「……何だ？」

			　少し興味を引かれたので、そこに向かって進んでいくと「号外！　号外だよーっ！」という大きな声が聞こえた。どうやら何か大きな事件が起きたらしい。

			（また号外か……）

			　確か数日前にも一度配られていたはずだ。それもアスフィアが敗北したという、本当に些細なできごとで。

			（今回もあまり期待はできないな……）

			　そんなことを思いながらも俺は念のために、ビラを受け取ることにした。

			　ただでさえ俺は、この世界の情報にうとい。世俗とずれ過ぎないように、また円滑な異世界ライフを送るために、どんな些細な情報でも収集に努めるべきだろう。

			　目の前にワラワラと立ちふさがる人垣をかき分け、ようやくビラ配りの前にまでかけつけた。

			「ふぅ……一枚いただけるか？」

			「はいよーっ！」

			　元気のいいビラ配りの男から一枚のビラを受け取った俺は、驚愕のあまりつい声をあげてしまった。

			「な、何だ、この記事は……っ！」

			　そこには目を疑うようなとんでもない文字と写真が踊っていたのだ。

			　

			『衝撃！　トーマス＝グリードに不正取引疑惑！　ギルド協定に違反か!?』

			　

			　あの温厚で誠実なグリード氏に不正取引だと……？

			（……あり得ない）

			　氏はそんな不正を行うような人物ではない。

			　それは短い時間ながら、共に楽しい時間を過ごした俺がよく知っている。

			（第一、ギルド協定はグリード氏の妙案により回避していたはず……）

			　つまり、これは完全なる誤報ということだ。

			（とにかく、この騒ぎを収めなければ……）

			　俺はこの大騒ぎの元であるビラ配りの男に詰め寄る。

			「――おい」

			「はいはいはいっ！　号外、号外だよー、何とあのトーマス＝グリードが不正取引！　大スクープだよーっ！」

			　しかし、彼の耳には俺の声は届いていないようで、今も様々な人にビラを配り続けている。

			「――おい！」

			　今度は彼の両肩をがっしりと掴み、その目を真っすぐに睨み付けた。

			「悪いことは言わない。今すぐこのふざけたビラの配布をやめるんだ」

			「……はぁ？」

			「ここに記載された内容は著しくグリード氏の名誉を損ねている。そのうえ、情報の信頼性にも疑問が残る。今すぐ回収すべきだ」

			　すると彼は肩を竦め、優しく諭すような口ぶりで説明してきた。

			「おいおい、あんた馬鹿言っちゃいけねぇよ。この情報のソースは冒険者ギルドなの！　わかる？　誤報なんかあり得ないんだよ」

			「……何だと？」

			　冒険者ギルド。ギルド協定をはじめとして、依頼(クエスト)受注制限などなど。自由なはずのこの世界にいくつもの鎖を巻き付ける悪の組織だ。

			「その話は本当か……？」

			「おうとも！　何ならギルドに行って話を聞いてくるといいさ！」

			　男は自信満々にそう言った。

			（……嘘を言っているようには見えない）

			　しかし、情報源が冒険者ギルドとなると……。

			（なるほどな……どこか裏の圧力がかかったか……）

			　グリード氏と競合する他社の仕業であろうか。

			　冒険者ギルドは闇の組織。骨の髄まで腐敗しきっていることに疑いの余地はない。おそらくは裏金でも掴まされ、尻尾を振ったのだろう。

			（……許せん）

			　俺はそういうコソコソと裏工作を働く輩が一番嫌いだ。

			（早急に見つけ次第、この世の地獄を見せてやらねばならんな……）

			　だが、その前にまずはこのビラ配りを止めさせなければ……。

			　もう一度言って言うことを聞かなければ、強引にはぎ取ってしまうとしよう。

			　そんなことを考えていると。

			「お、おい……あいつってもしかして……っ!?」

			「ん、どうした……って、テオール＝ドラっ!?」

			「ドラって、あの……アスフィア様を半殺しにした化物かっ!?」

			「「「に、逃げろーっ!?」」」

			　ビラ配りの男を含め、この場に集まっていた全員が蜘蛛の子を散らしたように逃げて行った。

			「……何があった？　……いや、今はそれどころではないか」

			　理由はよくわからないが、ビラの頒布が終わったのならばそれはそれでよしだ。

			（そんなことよりもいち早くグリード氏の元へ向かわなければ……っ！）

			　彼は今、おそらく人生最大の窮地に立たされている。

			　俺には彼の友として、微力ながら彼の力になってあげる義務がある。

			　そうして俺は、足早にグリード商会へと向かった。

			　

			■

			　

			「グリード氏、グリード氏はいるか!?」

			　グリード商会の扉を開け放ち、大声で氏の名前を呼ぶ。

			　しかし、まともに返事が返ってこないどころか、あれだけ活気のあった店内は、すっからかんとなっていた。商品の陳列棚には赤字で「差し押さえ」と書かれた紙がいくつも貼られてあり、まともに商売ができる状況ではない。

			「何というありさまだ……」

			　店員の一人もおらず、明かりも灯っていない。

			　数日前の繁栄はどこへやら、これではまるで廃墟のようではないか。

			「応接室は……確かこっちだったな」

			『スタッフオンリー』と書かれた扉を開け放ち、奥へ奥へと進んでいくと、前方に一際豪奢な扉が見えてきた。

			「グリード氏、俺だ。テオール＝ドラだ」

			　ゴンゴンゴンとノックをするが返事は無い。

			「いないのか？　開けるぞ？」

			　ドアノブを捻ると、扉は音もなく静かに開いた。鍵はかかっていないようだ。

			　室内には灯りもなく、漆黒の闇が支配していた。

			「くそ……っ、留守だったか……」

			　折り悪く、彼は出かけてしまっているようだった。

			（しかし、いったいどこへ……）

			　彼が行きそうな場所など、残念ながら思い当たるところはなかった。

			　そうして俺が暗闇の中で一人立ち竦んでいると。

			「ふ、ふふふふふふふふふふふふ……………………っ」

			　突如、ソファのあたりから奇妙な笑い声が聞こえてきた。

			　ずいぶんと力の無い声だが、俺にはわかる――グリード氏だ。

			　声のした方へ視線をむけると、ソファの上に横たわっていた氏がゆっくりと起き上がってきた。

			「はははははー……っ。はは……っ。どうしたぁ、疫病神ぃ？　ついには私の命でも取りに来たのかぁ？　ふ、ふひひひひひひひひ……っ」

			　酒瓶を抱えたグリード氏は、焦点の定まっていない目でこちらを見ると、よくわからないことを言い始めた。

			　ろくに眠れていないのだろう。その顔に大きなクマができており、頬もげっそりとコケている。綺麗に整えられていたはずのカイゼル髭は、手入れのされていない無精髭になっていた。

			　いつもの威風堂々とした姿はどこにもなかった。

		

	
		
			[image: p_161.jpg]
		

	
		
			（これは……相当キテるな……）

			　言うまでもないことだが、この場に疫病神はいない。疫病神は貧相な見た目をしているものの非常に神性が高く、舌を巻くほどの戦闘力を有している。何柱か殺したことはあるものの、どれも記憶に残るほどの激闘だった。

			　それほどの強敵がこの狭い室内に隠れられるわけがない。

			　つまり、彼の見ている疫病神は幻覚に他ならない。

			（……何と言うことだ）

			　心無いフェイクニュース。その精神的苦痛によって、幻覚症状まで引き起こしてしまったのだ。

			「ふ、ふ、ふふふふ……っ。殺すなら、殺せぇ……。どうせ私はもう……終わりだぁ……ははっ」

			　彼はそんなとんでもないことを呟くと、ドテリとソファの上に仰向けになった。

			（こうなってしまうのも……やむを得んな……）

			　グリード氏は、ただ客のためを思い、ただ客のために生き、ただ客のために商売をしてきた。しかし今、悲しいことに彼の元には誰一人として残っていない。従業員も逃げ、大事にしていた客も逃げ、不当な圧力によって長い年月かけて作り上げてきたグリード商会そのものが潰されようとしている。

			　その心中たるや、察するにあまりある……。

			「……許せん、これはあまりに不当だ！」

			　先ほどから必死に蓋をしてきた怒りも――もう限界だ。これ以上我慢することはできない。

			「グリード氏！　しっかりするんだっ！　今すぐ冒険者ギルドへ行くぞ！　こんな不当な扱いは到底許せるものではない！」

			　そもそもギルド協定からしておかしいのだ。『世界』というのは、何と言うかもっとこう自由で、豊かで……血と死に満ちあふれていなければならない。冒険者ギルドのように規則で世界を縛り付けるような真似は、絶対に許してはならない。

			「ほ、本気で……言っているのか……？」

			　少し正気を取り戻してくれたのか、彼は目を白黒させながらそう問いかけてきた。

			「あぁ、もちろんだとも！　今すぐ冒険者ギルドに行って、抗議を行うぞ。当然、俺も一緒に付いていく！」

			　俺が強くそう断言した瞬間、何とも言えない沈黙が部屋に降りた。

			（………………は？　この化物が、私の……味方……？　……ふ、ふふふっ、ははははははははっ！　勝った！　勝った……勝ったぞっ！　何故かはよくわからんが、とにかく――私は勝ったんだ！）

			「ふ、ふふふふ……っ。ふーはっはっはっはっはっはっはっ！」

			　何かが吹っ切れたのか、グリード氏は突然息を吹き返したかのように高笑いを始めた。

			（この化物がいれば百人力だっ！　冒険者ギルドだろうが、アスフィア様だろうがもう何も怖くないっ！　ふ、ふははっ、世界は今！　私の手の中にあるっ！）

			　そうしてひとしきり笑い終えた彼は、優しさの中に強さがあるような、自信に満ちあふれた目をこちらに向けた。

			「テオールさん……大変お見苦しいところをお見せしました。しかし、ご安心ください。このトーマス＝グリード。ただいまをもって完全に復活いたしましたっ！」

			「おぉっ、それはよかった！」

			　俺が来たことで彼が元気になってくれるなら、こんなに嬉しいことはない。

			「身だしなみを整えて参りますので、もう少々お待ちいただいてもよろしいでしょうか？」

			「あぁ、ここで待たせてもらう」

			「ありがとうございます」

			　そうしてグリード氏は部屋から早足に飛び出していった。

			　

			■

			　

			　それから俺はグリード氏とともに悪の巣窟――冒険者ギルドへとやってきた。

			（ふむ……相変わらず外見だけは立派だな……）

			　冒険者ギルドは、長い歴史を感じさせるような年季の入った木造の建物だ。五階建てのそれは見上げるほどに高く、周囲を威圧するように屹(きつ)立(りつ)している。

			（建物一つとって見ても、グリード氏の経営観とは比べるべくもないな……）

			　グリード氏は『お客様に威圧感を与えてしまうから』という理由で、わざわざ平屋建てを選択した。一方のこれはどうだ。

			（冒険者たちを束縛し、自らの利潤を追求するハンターズギルド。対して人々の側に立って物事を見るグリード商会）

			　どちらが悪かは誰の目にも明らかだ。そんなことを考えていると、だんだんとくさくさした思いが募ってきた。

			「ふむ……グリード氏。このままこの建物を吹き飛ばしてしまう、というのはどうだろうか？」

			「ふ、吹き飛ばす……とは？」

			「文字通りの意味ですよ。ここを更地にするんです。何ほんの五秒もあれば終わりますよ」

			　人力でやれば一分程度はかかるが、魔法でやればあっという間だ。少し目を閉じている間に終わってしまう。

			「い、いえ……さすがにそれは……最後の手段にしておきませんか？　まずは話し合いなどで穏便にコトを進める……というのはいかがでしょうか？」

			　しかし、慈悲深きグリード氏は、静かに首を横に振った。

			（全く、この人は……）

			　あんなひどい仕打ちを受けて、まだ話し合いの席を設けようとするとは……。

			「そうですか……。いえ、氏はそういう人でしたね……」

			　根も葉もない悪評を流されて、なお冒険者ギルドのことを庇う。氏は人が良過ぎるところが玉に傷かもしれないな……。

			　もし俺があんな誹謗中傷を受けたなら、迷うことなく冒険者ギルドという存在を消滅させる。別にこれは過激な行為というわけではない。むしろ温情のある処置だと言える。

			『天災』の中で最も温厚で常識的なメンバーは俺だ。これは広く周知されたことである。他のメンバーならば、そんな法(ほ)螺(ら)を吹くような人間が住む国など、間違いなく滅ぼすだろう。

			　実際にエミヤが誹謗中傷を受け、聖ガルティア王国を焦土にしたのは記憶に新しい。

			「それではまずは話し合いにしましょう」

			「おぉ、ありがとうございます」

			　もし、万が一にでも交渉が決裂するようなことがあるならば、仕方がない。その時はここを更地にして、新しくヴァルナ式の自由で平和な冒険者ギルドを作ろう。グリード氏は反対するかもしれないが……そのときは何とか説得しよう。

			「ときにグリード氏。冒険者ギルドに来たのはいいが……いったい誰と話をつければいいのだろうか？」

			　この組織の長の名前・性別・顔立ちを、俺は何も知らない。

			「長年にわたって冒険者ギルドの長を務める男――フォーレン＝ダンギルでございます」

			「フォーレン＝ダンギル……」

			「はい、長い銀髪を伸ばした感情のない、冷たい男です」

			「なるほど……」

			　それは俺の脳内イメージとも見事に合致した。

			「そのうえ、とんでもなく規則にうるさい男でしてね……。奴が冒険者ギルドの長になってからというもの、窮屈で窮屈で仕方がないのですよ」

			「だいたいのイメージは固まりました。ありがとうございます」

			「いえいえ。少しでもお力になれましたのなら、幸いでございます！」

			「それでは、そろそろ行きましょうか」

			「はい」

			　そうして俺たちは冒険者ギルドに足を踏み入れた。

			　ギルドの中は外観通りに広く、酒場も併(へい)設(せつ)されている。さっきの大通り同様にここでも真っ昼間から、酒を飲んでいるものの姿が散見された。しかもこの酒場は、冒険者専用というわけではなく、一般にも開放されている。明らかに冒険者とは思えない層の人々も飲んだくれている。

			（相変わらず、綺麗だな……）

			　そこらに脱ぎ捨てられた衣服などが散乱しているものの……やはりどこにも血の跡がない。おそらく毎日毎日清掃されているのだろう。恐ろしいほどに高い美意識だ。

			（しかし……そんな見てくれに騙されてはいけない……）

			　いかにも清廉潔白をうたっている冒険者ギルドだが、その実は無駄に厳しい規則を制定し、この世界を思いのままに縛り付ける悪の組織だ。

			（本当に恐ろしい敵は優しい顔をして近づいてくる……か）

			　さて、こんな入り口に突っ立っていても仕方がない。迅速に行動に移すとしよう。きょろきょろと周囲を見回すと、ちょうど前方に優しい笑みを浮かべたまま、受付に立っている女性が目に入った。ここの受付嬢だろう。

			「すまない、冒険者ギルドの長――フォーレン＝ダンギルさんはいらっしゃるか？」

			「確認して参りますので、お名前を教えていただけますでしょうか？」

			「テオール＝ドラだ」

			「グリード商会のトーマス＝グリードです」

			「テオール＝ドラ様にトーマス＝グリード様です、……ね。～～っ!?」

			　すると彼女の優し気な笑みにピシリとヒビが入った。おそらく予想だにしない大物、グリード氏の突然の訪問にキャパシティを超えてしまったのだろう。

			「しょ、少々お待ちくださいませ！　すぐさま確認して参ります」

			　そう言って彼女は、ギルドの奥へと走って行った。

			（さすがはグリード氏。その名はこの街にとどろいているのですね）

			（ふふふっ、やはりこの化物の名は絶対っ！　しかし……問題はダンギルの奴だな……。あの血も涙もない冷血漢に、果たしてこの化物の脅しがどこまで通じるか……）

			　そのままおよそ一分ほど待っていると、先ほどの受付嬢が駆け足でこちらに戻ってきた。

			「た、大変……っ、お待たせいたしました……っ」

			　呼吸を乱しながら、彼女は必死に笑顔を作った。

			「ギルド長であるフォーレン様がお会いになるそうです。どうぞ、こちらへ付いて来てください」

			　俺とグリード氏はコクリと頷き、彼女の後を付いて行った。

			　受付内にある『スタッフオンリー』と書かれた扉をくぐり、奥へ奥へと進んでいく。

			「ここからは階段になります。フォーレン様の執務室は、五階にございますので」

			　どこか引きつった笑みを浮かべながら、受付嬢は丁寧に俺たちを案内する。

			　階段を登り切るとすぐ目の前に、一際大きな扉が目に入った。

			　受付嬢は扉の前で深呼吸をし、軽く息を整える。そしてゆっくりと扉を優しく三度ノックした。

			「フォーレン様。テオール＝ドラ様とトーマス＝グリード様をお連れいたしました」

			「ありがとう。入ってくれ」

			　受付嬢が扉を開くとその先には――。

			「ようこそ、我が冒険者ギルドへ」

			　グリード氏の言った通り、どこか冷たさを感じさせる男が立っていた。言葉の上では歓迎しているものの、全くと言っていいほどに歓迎されている気がしない。それもそのはず、彼は笑みを浮かべるどころか、全くの無表情でいたのだ。

			「はじめまして、テオール＝ドラです」

			「どうも、トーマス＝グリードです」

			　機先を制するようにこちらが自己紹介をすると。

			「フォーレン＝ダンギルです」

			　抑揚のない平坦な声でそう言った。

			　長い銀髪の七三分けにした背の高い男。貴族が着るような一目見て高級品だとわかる緑を基調としたローブに身を包んでいる。

			　そこには雑談をして空気を和らげようという気も、俺たちと親交を結ぼうという気も一切見られない。グリード氏の言っていた通り、まるで感情のないような冷たい男だ。

			「どうぞ、お座りください」

			「「失礼します」」

			　俺たちは彼の促すままに、目の前のソファに腰かけた。

			「お飲み物は何がよろしいでしょうか？」

			　こちらを気遣う素振りこそ見せているものの、本当にあくまで形式的な申し出だった。

			「いえ、けっこうです」

			　ゆっくりと茶をしばくほど、ここに長居するつもりはない。

			（そう、本来ならば破滅の剣(エクスカリバー)で一刀両断するのが『筋』なのだが……）

			『穏便に済ませたい』というグリード氏の意向を無視するわけにはいかない。この戦いの主役は彼だ。俺はちょっとしたわき役に過ぎない。

			　それに俺は交渉事に関しては正直得意とは言えない。言(げん)質(ち)を取られてしまわないためにも、口数は少なく、手短に済ませる必要があった。

			　早いところ本題に入ってしまいたいのだが……。

			（その前に――きちんと挨拶をしておかなければな）

			　本来アポ無しの訪問は失礼に値する。いくら相手が卑怯で卑劣、最低最悪の組織だからと言ってこちらも同じ底辺にまで下がる必要はない。

			　ゴホンと一つ咳ばらいをし、ひとまず常識的な挨拶から始める。

			「さて、まずは突然押し掛けてしまったことを謝罪させていただきたい。お詫びの印と言ってはなんだが……これを受け取ってほしい」

			　道具一覧(アイテムウインドウ)から取り出したカードを実体化させ、机の上にそっと載せた。

			「「んなっ!?」」

			　新鮮な血のかおりが部屋中に充満し、多幸感に満たされる。

			（あぁ、いいかおりだ……。やはり血の匂いは故郷であるヴァルナを思い出す……）

			　俺がそんな風に目の前のソレをうっとりした目で見ていると。

			　ダンギルさんが恐る恐るといった様子で問いかけてきた。

			「て、テオールさん……。それはいったい何でしょうか？」

			「つい昨日狩って来たばかりの千年龍の頭部です」

			（……は、始まったぞ。奴の圧倒的な武力による一方的な脅迫(こうしょう)がっ！）

			　グリード氏はブルリと震えていた。

			（ふっ、さすがは一代で財を成した敏腕経営者というべきか……）

			　一目でこのアイテムの素晴らしい効果に気付いたのだろう。氏の審美眼には敬意を表さねばならないな。

		

	
		
			　

			11　フォーレン＝ダンギルという男

			　

			「せ、千年龍……っ!?」

			　その名を聞いたダンギルさんは、目を見開いて龍の頭部を凝視した。

			「そ、そのクエストは数百年もの間、誰も達成したことがなかったはずですが……っ!?」

			「そうなんですか？　大したことは無かったですよ。……まぁ、狩ったのは俺の弟子ですが」

			　すると今度はグリード氏が目を見開いた。

			「な、何と!?　ソフィ殿がこれを……っ!?（や、やはり、化物の弟子は化物かっ!?）」

			「えぇ、何度も死にかけておりましたが、しっかりと仕留めました。自慢の弟子ですよ」

			「さ、さすがはテオール殿のお弟子さんですね！　天晴でございますっ！」

			　氏からの手放しの称賛を受けた俺は、鼻が高い気持ちになる。

			（ソフィにも伝えてやらないとな……）

			　彼女にはどこか『褒められ慣れていない感』がある。グリード氏が褒めていたと知れば、きっと飛び上がって喜ぶことだろう。

			「と、ときにテオールさん。これは……どのように使えば？」

			　ダンギルさんは目を白黒させながら、千年龍の頭部を指差した。

			「そうですね。観賞品として部屋に飾ったり、煮込んだり、刺身にしたり……などなどでしょうか。ちなみに個人的には観賞用として部屋に飾るのをおススメいたします」

			　きっと爽やかな血の匂いが、毎日の生活を彩ってくれること間違いなしだ。

			「さ、左様でございますか……っ」

			　そう言ったっきり、ダンギルさんは黙りこくってしまった。

			（ふふっ、まぁそれもやむないことだろうな）

			　コレクターの俺にはわかる――彼の喜びが。

			　プレゼントをもらって嫌な気持ちになる人などいない。たとえそれがどんな産廃アイテムであったとしても。人からのプレゼントというのは、それだけで心が満たされるのだ。まして今回、ダンギルさんは千年龍の頭部を持っていないようだった。

			（まだ入手していないアイテムのプレゼント……『ツカミ』は抜群だな。ふふっ、きっと今頃、ダンギルさんの中では俺への好感度がうなぎ登りになっているに違いない）

			（噂には聞いていたが……。ここまで狂っているとは……な……）

			（ふはは、痛快痛快……っ！　あの感情の無い冷血漢が困惑しておるわっ！）

			　そうして親交を深めたところで、間髪を容れずに本題へと移る。

			「それではお互いにそれほど時間の無い身だとも思いますので、早速本題に入りましょうか」

			「え、えぇ……そうですね……」

			　さりげなく、実にスムーズに話題を転換することに成功した。もしかすると案外俺には交渉術の才能があるのかもしれない。

			（う、うまいっ！　相手が動揺している内に、強引に話の流れを掴んだっ！　やはりこの化物は武力だけではない……っ。真に恐ろしいのは悪魔染みたその知力……っ！）

			　グリード氏からも羨望の眼差しのようなものを感じるのは……少し自意識過剰というものだろうか？

			　自画自賛もそこそこに、俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から例のモノを取り出した。

			「まずはこれを見ていただきたい」

			　そう言ってダンギルさんに手渡したのは『号外』と銘打たれ、大量に頒布されていた先ほどのビラだ。

			「『衝撃！　トーマス＝グリードに不正取引疑惑！　ギルド協定に違反か!?』……。ふむ、これがどうかしましたか？」

			「ここに書かれていることは事実無根であり、グリード氏の名誉を大いに傷つけております」

			「ふむ……」

			　ダンギルさんは無言でコクリと頷いた。続きを促しているのだろう。

			「そしてこのビラを配っていた男を問い詰めたところ、情報源は冒険者ギルドだと言うではありませんか。これはいったいどういうことです？」

			「どういうことも、こういうこともありません。つまりはそういうことです」

			「『そういうこと』……？　冒険者ギルドは嘘の情報を流す、腐敗した組織だということですか？」

			「いいえ、そういう意味ではありません。ただそこに書かれている情報が嘘偽りの無い真実だということですよ」

			「はぁ……。全く、何を馬鹿なことを言っているんですか？」

			　呆れてモノも言えないとはこのことだ。

			　チラリと隣に座るグリード氏に目線を移す。

			「グリード氏はギルド協定に違反していない。そうですよね？」

			「え、えぇえええっ！　それはもう……間違いありませんっ！」

			　あまりにも当然の確認をされたためか、氏は何度も首を縦に振った。

			「この通り、氏もこういっております。証拠もなく、グリード氏の名誉を傷つけるような発言は慎んでください」

			　苛立ち混じりに強い口調でそう言い放つと。

			「証拠ならありますよ」

			　ダンギルさんは何の気なしに、とんでもないことを口にした。

			「……何だと？」

			「どうぞ、こちらをご覧になってください」

			　そう言って彼は、戸棚から一枚の紙を取り出した。

			「……失礼します」

			　彼が自信満々に持ち出したその紙に目を落とすとそこには、最近受注された十件のクエストの記録がまとめられていた。

			　

			『煉獄狼：三頭の討伐』

			『雷龍ゼノルギア：一頭の討伐』

			『千年龍：一頭の討伐』

			　

			　などなど、そのどれも見覚えがあるものばかりだ。どうやら全て俺が引き受けたクエストのようだ。

			「それらはグリード氏がギルド協定に違反した依頼のリストです。まずはその受注者の氏名をご覧ください」

			「ふむ……」

			　クエスト受注者の欄を上からザッと見下ろすと――そこに俺の名前は無く、見知らぬ名前がズラリと並んでいた。

			（……なるほど、そういうことか）

			　俺はここに来て、グリード氏が言っていた『妙案』の意味をようやく理解した。彼は鉄級冒険者である俺の代わりに、金(きん)級(きゆう)冒険者の名前を使ってクエストを受注していたのだ。

			（……素晴らしい策だ。さすがはグリード氏、このような妙案をあの短い時間で考案するとは……）

			　おそらくここに名前のある者たちは、氏と親交のある冒険者なのだろう。さすがに見ず知らずの者の名を使うのはリスクが高過ぎるからな。

			　ダンギルさんは無表情のまま話を進めた。

			「ランステール＝ゴンズ。ドリ＝ヴァスターノ。リズベット＝シャロア。――みなさま、金級以上の素晴らしい冒険者の方々です。――しかし、この方たちは現在この街には滞在しておられないはずなんですよ」

			「ほぅ……？」

			「ランステールさんは欲望の街デザに。ドリさんは愛と平和の街ランドピーズに。リズベットさんは現在難度の高いクエストを受けておられるため、この街にはおられません」

			　ダンギルさんの口はよく回った。こう見えてお喋りなところがあるのかもしれない。

			「さらにクエストの受注日――どういうわけかこれらのクエストは全て二日前に受注されています」

			「……それがどうかしましたか？」

			　ソフィとの雑談で知った情報だが、冒険者ギルドでは一日に一万件を超える依頼が受注されているらしい。別にその十件が同日に受注されていたとしても、それほど不審がることはないはずだ。

			「わかりませんか？　ここに載ってあるクエストは多くの冒険者が匙を投げ、数年来一人として手を付けたものはおりません。それがどういうわけか、二日前に一斉に受注された。おかしいと思うのが普通ですよ」

			　……確かに。そういう前提があったのならば、冒険者ギルドが不審に思うのも当然だ。

			「しかも、このクエストの受注手続きをしに来たのは、全てグリードさんの店の従業員でした。ここまでの状況的な証拠が揃ったうえで、何か言い逃れができますか？」

			「……依頼(クエスト)受注に関して、珍しいことが続いたのはよくわかりました。しかし、それがどうしてギルド協定違反と結びつくのですか？」

			　我ながら素晴らしい切り返しだと、自画自賛してしまう。

			　いくら不審なことが重なったとしても、それは偶然だと言い張ることができる。グリード氏がギルドの正式な手続き抜きで、特定の誰かにクエストを斡(あつ)旋(せん)したという事実を押さえられさえしなければ。

			「結びつきますよ。……少々私を侮り過ぎではないですか？　この事件の主犯があなたということぐらい、既に掴んでおります」

			「馬鹿馬鹿しい……この件に俺は無関係ですよ」

			「目撃証言もありますが？」

			「……なんだと？」

			「世界各地に散る冒険者から『とんでもないものを見た』という報告がいくつも上がっております。たとえば――十匹以上にもなる煉獄狼の群れを一撃で葬るテオールさんの姿とか」

			「……っ」

			「その他にも雷龍ゼノルギアと戦う不死の少女。逃げる氷結土竜を叩き潰した謎の男などなど……探せばまだまだ出てくるでしょう。そして極めつけはクエストが受注された二日前。テオールさん、あなたグリード氏の商会に訪れていますよね？　それもその場にいた客の話によれば、何やら奥の部屋に通されたようで」

			　……まさか、見られていたとは。

			『天災』の一員である俺は、ヴァルナにおいて常々周囲からの注目を集める。それゆえ他の者の視線に少々鈍感になってしまっていたのだ。

			（警戒を怠ったか……）

			　自分の甘い考えを自省していると、ダンギルさんは勝ち誇った顔つきでまくし立てた。

			「どうやら反論もないようですね。――このようにグリードさんがギルド協定を違反したことは明白。それに加えてテオールさん、あなたも同罪ですよ。グリードさんをそそのかし、ギルド協定を違反するように幇助したことは疑いようもありません。お二方には、規則により罰を受けていただきます」

			　悔しいが、弁論術においてはダンギルさんの方が一歩先を行くようだ……。

			（だが、それがどうしたというのだ？）

			　単純な戦闘力において俺は彼の遥か先を行く。

			（所詮口先の強さなど、ヴァルナにおいては紙切れ同然。まさに何の意味もない）

			　言葉の強さ・技術の強さ・情報収集の強さなどなど。一言に『強さ』といっても様々な種類の強さがあり、明確な格付けが存在する。

			（とどのつまり必要なのは単純な戦闘力――力こそが正義だ）

			「俺を、罰する……ですか」

			　――実に面白い。

			　正面切ってそんなことを言ってきたのは、彼が初めてかもしれない。

			「ふふっ」

			　思わず俺が笑ってしまったところで、ここまで自信満々の表情のまま沈黙を守ってきたグリード氏が口を開いた。

			「ふぉ、フォーレン殿……？　あまり滅多なことを言いますと……お体に障りますよ？（ほ、本物の馬鹿か、この堅物は!?　命が惜しくはないのか!?）」

			　聡明な氏にはこの先の展開が容易に読めるのだろう。ダンギルさんの身を案じる発言が自然とこぼれ出たようだ。

			（自らを貶めた相手にまで、慈愛の手を伸ばすとは……氏は聖人か何かであろうか）

			　もし彼が神になろうものならば、その神性はあの女神セイラに負けずとも劣らないものになることだろう。

			　氏からありがたいお言葉を受けたダンギルさんは、静かに首を横に振った。

			「いえ、間違っているものは間違っています。グリードさんとテオールさんがギルド協定に違反した。今回はそれだけの話です」

			　どうやら覚悟はできているらしい。けっこうなことだ。

			「あまりコトを荒立てたくはなかったのですが……仕方ないですね」

			　言葉で言ってわからないならば、やはり力でわからせるしかない。俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から破滅の剣(エクスカリバー)を取り出す。

			「さて、言い残すことはありますか？」

			「いいえ、特に」

			　ここまでしてもその表情は微動だにしなかった。

			　彼は彼なりに自分の中の『筋』というものを持っているらしい。……少し好感の持てるところもあるじゃないか。

			「い、一応……忠告しておきますと、我が友テオール殿は埒外の力を振るう御方です。その力たるや、あの女神アスフィアを一蹴するほどのもの。素直に要求を飲んだ方が利口かと思いますぞ？（この化物に洒落や冗談は通じないぞ!?　殺るといったら、躊躇なく殺る……とんでもない男なんだぞっ!?）」

			　グリード氏は懇切丁寧に現状を言い聞かせていた。

			　しかし、それでもなおフォーレンさんは静かに首を横に振る。

			「殺るなら殺ればいいでしょう」

			　そう言って彼は両手を水平に広げた。

			「テオールさんが人外の力を振るう御方だということは私も存じております。しかし、所詮あなたは人間に過ぎません。いずれあんな汚職にまみれた女神よりも、もっと強大な神に敗れるでしょう」

			「ほぅ……ダンギルさんは神をえらく信じておられるのですね」

			「えぇ、神はしっかりと見ています。あなたのような邪悪な存在は、いつかきっと裁かれることになるでしょう。あんな薄汚いポンコツではなく、本当の神の手によってね」

			「なるほど、それは楽しみですね」

			　俺を殺し切れる存在は、残念ながらそう多くはない。同じ天災に属する四人の友人を除いた他には一人とて知らない。この世界にもしそんな優れた神がいるのなら、ぜひ一度殺し合ってみたいものだ。

			「さてと……そろそろ殺りましょうか」

			　話すべきことは話し尽くした。後は――殺すだけだ。

			（ふふっ、知的好奇心が刺激されるな……っ）

			　ゆっくりと目をつぶるダンギルさんを前に、俺は胸を躍らせていた。

			（この世界では命が一つしかないのかどうか――ようやく実証実験を行うことができる！）

			　本当はすぐにでも確認したかったのだが、転移してからというもの色々とハプニングに見舞われたため、後回しになっていたのだ。

			「それでは失礼して――」

			　天高く破滅の剣(エクスカリバー)を振り上げたそのとき。

			「ふぉ、フォーレン様！　大変ですっ！」

			　先ほどの受付嬢がノックもせずに飛び込んできた。

			「……いったい何事ですか？」

			　ノックをしなかったことを咎(とが)めるように、冷ややかな視線を送るダンギルさん。

			　しかし、受付嬢はそんな冷たい視線に怯むことなく口を開いた。

			「邪神軍が……邪神軍が攻め込んできましたっ！」

			「何ですとっ!?」

			　先ほどまで顔色一つ変えなかった彼の顔に、初めて焦りの色が見えた。

			「……邪神軍？」

			　そういえばソフィが何やらそんなことを言っていたような気がする。

			「なぜ急に邪神軍が……いや、今はそれどころではありませんね。状況はどうなっているのですか？　奴等の攻め込んできた場所は？　詳細な情報をお願いします」

			　ダンギルさんは矢継ぎ早に質問を投げかけた。

			「は、はいっ。前線から撤退してきた冒険者によると――何の前触れもなく、突如バースの北方から大量のモンスターが出現したそうで。現在はアスフィア様とセイラ様、その他大勢の冒険者が戦闘中とのことです」

			　一呼吸をおいて彼女は、さらに詳細な戦況を語る。

			「しかし、現状戦況は芳しくなく……。侵攻を完全に防ぎ切ることはできず、多くのモンスターが街に流れ込んでしまっているようです……」

			「んん？　アスフィアがいるのに押されているのか？」

			　一応彼女はこの世界では最上位クラスの戦力を誇っていたはずだ。

			　実際、煉獄狼・雷龍ゼノルギア・千年龍などなど。長年冒険者が手を出せないと言われるモンスターもアスフィアより格上と呼べる奴はいなかった。

			（そんな彼女が苦戦している……か）

			　邪神軍とやらには、それほどの大物がいるのか。

			　期待感に胸を膨らませていると、受付嬢が捕足説明をしてくれた。

			「はい。信仰を使い果たしたアスフィア様は……あまりこういうのもなんですが、正直ほとんど使い物にならず……。いまだこの街の『座』についておられないセイラ様では、本来の力を発揮できず……。こういった事情もあって、かなり苦しい戦闘を強いられているようです……」

			　尻すぼみになっていくその発言に、部屋の空気は重苦しいものになっていく。

			「……そうか」

			　そういえば確か戦闘中に奴は、『信仰ガー』とか何とかわめいていたような気もする。

			　ということは、結局モンスターが強いのではなく、あのポンコツが弱体化しただけらしい。何ともつまらないことだ。

			　俺が一人がっくりと肩を落としていると。

			「きゃぁああああああああああっ!?」

			「うぉ、何だこいつら、いったいどこから……ぐわぁっ!?」

			「だ、誰か、誰か助けてっ！」

			　外からいくつもの悲鳴が聞こえてきた。

			　バース北方からなだれ込んできたモンスターが、もうこんな街の中心部にまで来ているらしい。

			「何ということだ……っ。いや、ぼやいている暇はない……っ。全市民へ緊急通達。この街からの即時離脱。同時に欲望の街デザの冒険者ギルドに緊急の救援要請をお願いします」

			「で、デザからこの街までは、どれだけ急いでも丸一日はかかりますっ！　間に合いっこありませんよっ!?」

			「間に合おうが間に合わなかろうが、どのみち救援要請は必要です。大至急でお願いします」

			「か、かしこまりましたっ！」

			　そうして受付嬢が部屋から走り去ったところで、ダンギルさんは彼にはあまり似合わない、大きなため息をついた。

			「はぁ……くそ……っ。あのポンコツはいったい何をやっているんですか……」

			　イライラしているのが目に見えてわかる。

			　感情の無いように見えた男だが、どうやらこの街のことは大事に思っているようだ。

			（ふむ……これはチャンスかもしれないな）

			　邪神軍め……。全く、いいタイミングで攻めてくれるじゃないか。

			　俺はごく自然に、こちらの意図を見透かされないように口を開く。

			「俺が出ましょうか？」

			「ほ、本当ですかっ!?」

			　そのつぶやきに、ダンギルさんは目の色を変えて食いついてきた。

			　……いい流れだ。

			「えぇ」

			　俺はあえて口数を少なくし、相手が喋らざるを得ない状況を作り出す。こうすることによって、ダンギルさんが俺に『お願いをする』という形を狙っているのだ。

			「し、しかし……。アスフィア様が押されている現状、テオールさんが加勢したとしても……っ」

			　どうやらとんでもない誤解を招いているようだ……。アスフィアと同格、もしくはそれよりやや強い程度の評価を下されるのは……さすがに不快だ。虫唾が走る。ここだけはしっかりと訂正しておかなくてはならない。

			「前回のお遊びの決闘を参考にしているのであれば、大きな間違いです。俺はあのポンコツの百倍は強いですから」

			　実際、俺は前回の戦闘で『防具』も『強化ポーション』も『強化魔法』も――戦闘に必要とされる多くのものを使用していない。

			　単純な戦力差でいえば、あのポンコツとは軽く百倍以上はあるだろう。

			「しょ、少々お待ちを……っ」

			　そう言い放つと彼は、テーブルの端に置かれてあるハンドベルを鳴らす。

			　すると先ほどの受付嬢が大慌てで部屋に戻ってきた。

			「ど、どうかされましたでしょうか？」

			「一つ聞き忘れたことがありました。敵の数はいったいどれぐらいですか？」

			「冒険者の報告によると……少なくとも三十万を超えているとのことです」

			「さ、三十万……っ」

			　その数を聞いたダンギルさんは顔を青くし、チラリとこちらの顔色を見やった。その顔は言外に「本当に殺れるのか？」と聞いていた。

			「その程度の量ならばものの数に入りません。ヴァルナではよくあることです」

			「（ヴァ、ヴァルナ……？）ぜ、是非ともお願いできないでしょうか!?」

			　ヴァルナで一日冒険をしていれば、十万や二十万のモンスターと戦うことになる。

			　レアアイテムの獲得を目指すなら、百万以上の大群と一戦を交えることも珍しいことではない。

			「えぇ、もちろん――と、言いたいところですが、条件があります」

			　依頼を受けるからには、当然それ相応の見返りを求める。ただ働きはまっぴらごめんだ。

			「な、なんでしょうか……？」

			「ギルド協定の即時撤廃およびグリード氏の無罪放免――こんなところでいかがでしょうか？」

			「ぐっ……そ、それは……っ」

			　ダンギルさんは歯を食いしばり、こぶしを強く握り締めていた。

			　……後もう一押し、といったところだな。

			　彼がこちらの提案を飲まざるを得ないようにするため、俺はあえて意地悪な言い回しで選択を迫った。

			「別に俺としてはどちらでも構いません。規則を遵守して街を壊すもよし、規則を破ってこの街を救うもよし。どうぞ、お好きな方をお選びください」

			「ぐぅ、ぐぐぐ………………っ」

			　頭を抱え込み、苦しそうなうめき声をあげるダンギルさん。

			　自らの正義と実益――それらの板挟みになっているのだろう。どうやら俺が思っていたよりも遥かに頑固な人のようだ。

			「急かすつもりはありませんが……あまり時間はないようですよ？」

			　息を殺せば、窓の外からいくつもの悲鳴が聞こえてくる。

			「きゃーっ!?　誰か、誰か助けてーっ!?」

			「な、なんで街の中にモンスターが……っ!?」

			「痛い、痛いよ……っ」

			　もたもたしていると被害は広がる一方だろう。

			「倒せる……のか？　神々が手間取る量と質のモンスターだぞ？」

			　ダンギルさんは、敬語の取れた人間味のある喋り方となっていた。どうやらかなり余裕がないみたいだ。

			「えぇ、確実に。相手にもならないでしょう」

			　グリード氏のクエストを受けて、俺は確信した。残念ながらこの世界のモンスターのレベルは低い。それもヴァルナとは比べ物にならないほどに。おそらくあの世界の村人が、うっかりとこっちの世界に転移すれば、軽く世界を征服することが可能だろう。それほどまでに歴然たる差が存在する。

			　すると――。

			「虫のいい話かもしれないが……お願い、できないだろうか？」

			　ダンギルさんは歯を強く食いしばり、絞り出すような声で頭を下げた。

			「それはギルド協定の即時撤廃とグリード氏の無罪放免。両方の条件を飲んだ、と受け取ってよろしいのですね？」

			「……はい、その通りです」

			「それは良かった。感謝いたします」

			　交渉成立。

			　運がこちらに味方したこともあったが、グリード氏の要望通り丸く収めることができた。

			（ふふっ、存外に俺の交渉術も馬鹿にならないのかもしらんな）

			　自画自賛もそこそこに、俺はニッコリと氏に笑いかけた。

			「おめでとうございます、グリード氏」

			「あ、ありがとうございますっ！　本当に何とお礼を申し上げればよいのか……っ」

			　とても感謝してくれているようで、彼は何度も何度も頭を下げた。

			　しかし、俺と氏の仲だ。そうかしこまる必要はない。今後とも持ちつ持たれつのいい関係を維持したいので、少し冗談めかしてこう返すことにした。

			「ふふっ、そうですね……。それでは今回の報酬として、またあの美味しい紅茶でもいただきましょうか」

			「え、えぇ！　いつでも、いらしてください……っ（こ、ここで釘を刺してくるか……っ!?　やはり化物……っ。悪魔的な抜け目の無さだ……っ）」

			　ちょっとしたジョークも挟み、いい具合に場がまとまったところで俺は大きく伸びをする。

			（今回の話は大変実益のあるものだったな）

			　これであの鬱陶しいギルド協定は消滅し、好みのクエストを自由に受注することができる。それに冒険者ギルドの長であるダンギルさんともコネクションができた。悪くない……いや、素晴らしい戦果と言っていいだろう。

			「さて、街中か最前線――先にどちらのモンスターを殺せばいいでしょうか？」

			　俺がダンギルさんの方へ視線を向けると、彼は恐る恐るといった様子で口を開いた。

			「テオールさん……最前線を一人で任せてしまっても大丈夫でしょうか？」

			「もちろんですよ。むしろ俺一人の方が楽ですね」

			　下手にわらわらと冒険者がいるよりはずっといい。

			「た、助かります。それではアスフィア様、セイラ様の両名と一緒に最前線をよろしくお願いいたします」

			「よし、任された」

			　俺がコクリと頷くと同時に、彼は受付嬢に指示を与えた。

			「全冒険者に緊急通達。即時前線から撤退し、街中のモンスターを仕留めるようにと、お願いします。前線にはテオールさんが立つということも忘れずに」

			「か、かしこまりました」

			　彼女はペコリと頭を下げると、また部屋の外へ走り去って行った。

			　受付という仕事も中々どうして忙しそうだな。

			「さて、それでは俺はこれにて失礼しますね」

			　俺もこうしてはいられない。

			　仕事として依頼を引き受けたからには、ダンギルさんが満足するような戦果を残さなくてはならない。

			　ダンギルさんとグリード氏に軽く挨拶をした後、俺は冒険者ギルドから出た。

			「確か場所はバースの北方だったな……」

			　大地を蹴りつけ、モンスターの大群がいるという場所へと向かっていった。

		

	
		
			　

			12　殲滅とお宝

			　

			　移動開始から三十秒ほどで、目的地であるバース北方の空き地へ到着した。

			（ふむ……やっているな）

			　そこにいたのは凄まじい数のモンスターと、顔見知りとなった二人の女神。それに大勢の冒険者たちが一丸となってモンスターに立ち向かっていった。

			「はぁああああああああああああっ！　〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉っ！」

			　か細い光柱がモンスターを貫いていく。

			　前方ではアスフィアが必死の形相でモンスターに立ち向かっていた。

			「何だ、その出涸らしのような雷は……」

			　俺と決闘していたときの方がはるかに強力な一撃だった。手でも抜いているのか……。

			　アスフィアとセイラの横に降り立った俺は、あまりに気の抜ける低レベルな魔法にため息をついた。

			「ど、ドラ野郎!?」

			「ドラさん、どうしてここに!?」

			　アスフィアは露骨に敵意を剥き出しにして威嚇し、セイラは口に両手を添えて驚いた。

			「ギルド長のダンギルさんから依頼を受けてな。少し掃除をしに来たんだ」

			「あ、ありがとうございますっ！　本当に助かりますっ！」

			「ふ、ふふふっ！　あーはっはっはっはっ！　ドラが来たからにはあんたたちはもう終わりよ！　全員死亡っ！　全員よ、全員っ！　一匹たりとも生きて帰れないわっ！　ふふふっ、あーはっはっはっはっ！」

			　何故かアスフィアは得意げに一人で高笑いを始めた。相も変わらず騒がしい奴だ。

			「それにしても……多いな」

			　眼前にはスライムにオーク、オーガなどなど様々な種族のモンスターが群れを成していた。数えるのも馬鹿らしくなるほどの量だ。

			「ふむ……敵の指揮官はどこだ？」

			「申し訳ございません、それがまだ――」

			「あれよ！　あのいかにもトロそうな女よ！」

			「……え？」

			　どうやらアスフィアだけは既に敵の指揮官を知っているようで、セイラの発言を遮ってとある一点を指差した。そこにはこの世界の標準から微妙にズレた、独特な衣装に身を包んだ背の高い女がいた。

			「なるほど、アレか……」

			　黒みがかった茶色の長い髪が背まで伸び、トロンとした垂れ目に体形(ボデイライン)のわかりづらい黒いローブ。それにアスフィアの言う通り、どこかゆったりとした印象を受ける。

			　そうやって俺が彼女を分析していると――ばっちりと目があった。

			　彼女は俺の顔を見るや否や、呆けたように口をぽっかり開けた。
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			（え……うそ……？　あの人ってまさか……テオール＝ドラ様……？）

			　彼女の品定めを終えた俺は、次にグルリと周囲のモンスターを見やる。

			「ふむ……見たところ、大したことは無さそうだな……」

			　少し入念に見てみたが、やはり一匹一匹の質が悪い。これならば二、三度適当に刀を振るうだけで片がつくだろう。

			（さっさと終わらせて帰るとしよう）

			　あんな温かみの無い男と一緒にいては、氏の胃が荒れてしまう。

			　グリード氏が必死に話題を探し、ダンギルさんが愛想なくあしらっている様子が目に浮かぶようだ。

			　道具一覧(アイテムウインドウ)を開き、手早く破滅の剣を手に取る。

			（道具一覧(アイテムウインドウ)!?　それにあのおぞましい剣は……破滅の剣(エクスカリバー)……っ!?　ということは間違いない……やっぱりあの『天災』の一人テオール＝ドラ様だ!?）

			　何やら邪神軍の指揮官がせわしなく動き始めた。部下に命令でも出しているのだろう。

			「さて、少しゴミを払うとしようか」

			　いかにあの指揮官が有能だろうが、こんなガラクタのごときモンスターでは、俺を止めることはできない。

			「そら、よっと！」

			　軽く破滅の剣(エクスカリバー)を素振りし、巨大な斬撃を放った。

			「ま、まずい……っ!?　みんな伏せてっ！」

			　悲鳴のような指揮官の声が響くがもう遅い。

			「[image: gaiji_a2.png]ァアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

			「グゥオオオオオオオオオオォンッ!?」

			「ウベェアアアアアアアアアアアア……ッ!?」

			　斬撃は凄まじい速度でモンスターを斬殺していき、モンスターの断末魔の叫びが時間差で聞こえてきた。

			（心地よいな……）

			　しかし、そんな種々雑多なモンスターが奏でる素晴らしい演奏は――。

			　

			　ガギィン

			　

			　突如、鳴り響いた謎の金属音によって台無しにされてしまった。

			「超――最高硬化っっっ！」

			　見れば、敵の指揮官が斬撃を受け止めているではないか。

			「はぁぁぁあああああああっ！」

			　彼女は一際大きな叫び声をあげ、ついに斬撃を斜め上に逸らすことに成功した。

			　逸れた斬撃は遥か遠方にある山を消し飛ばした後、空の彼方へと消えていった。

			「はぁはぁはぁ……、み、みんな、今のうちに撤退……をっ!?」

			「――お前が指揮官だな？　俺の斬撃を防ぐとは、中々やるじゃないか」

			　部下を逃がそうとしていた彼女の首筋に破滅の剣(エクスカリバー)を突き付ける。

			「っ!?（は、早いなんてものじゃない……っ。うぅ……どうして『天災』がこの平和な世界に……っ）」

			「ところでいったいどうやって俺の斬撃を防いだんだ？　もしよければ聞かせてくれないか？」

			（と、とにかく……嘘をついたら殺される……。正直に答えたとしもおそらく……殺される。あぁ……終わった……）

			　一見したところ彼女は、少し背が高いところを除けばごく普通の女性だ。おそらくは何らかの魔法を発動したのだろうが……。はてさて、いったいどんな種類の魔法だろうか。知的好奇心がビンビンと刺激される。

			「え、えっと……実は私は人間の姿をしたスライムでして……。『超最高硬化』という魔法を使ったんです」

			「超最高硬化？」

			（ふむ……俺の記憶によれば、確か中位の防御魔法だったはず……）

			　あの切羽詰まった場面で使用した魔法という点から考えて――おそらく彼女が扱える最強の防御魔法なのだろう。つまるところ……彼女はハズレ。特段光るところも無いだろう。

			（『天災』を相手にまともな会話は不可能……。……でも、諦めたらそこで終わり）

			「て、てててテオール＝ドラ様ですよね!?」

			『価値無し』と判断した俺が剣を振り上げたところで、突然彼女は大きな声をあげた。

			「ほぅ……？　俺のことを知っているのか？」

			　まさか邪神軍にまで知られているとは……。いや、この場合恐るべきは邪神軍の諜報能力というべきか。

			　異世界転移して間もない俺の情報まで掴んでいるとは……並外れた情報網を持っていると見える。そうして俺が邪神軍への警戒を強めていると、彼女はとんでもないことを口にした。

			「と、当然です！　あなたのことを知らないものなんて、『あの世界』には一人だっていません！」

			「……あの世界？　お前、もしかして……」

			　先ほどから彼女の口調や態度、服装には何というか既視感のようなものを覚える。もしかして、彼女は……。

			「は、はいっ。私はヴァルナ出身のスライムです！」

			「ほぉ……？　それは面白い……が、その話は本当か？」

			　残念ながら彼女の話をすんなりと信じることは難しい。

			　俺は既にこの世界に降り立ってから、何人かにヴァルナのことを話している。生き延びようと躍起になって、嘘をついている可能性だって十分にある。

			「ほ、本当に本当ですっ！　ドラ様を相手に嘘なんてつきません！」

			「そうか、それでは質問だ。ヴァルナにいる天災は何人だ？　それと……そうだな、天災メンバーの名前も答えてもらおうか」

			　この質問で一発だ。

			　ヴァルナにいながら『天災』を知らないなんてことはあり得ない。

			　そして何より、俺はこの世界に降り立ってから全友人の名前を喋ったことは一度もない。

			「ご、五人ですっ！　テオール＝ドラ様。ルグル＝ルシファー様。フェストーゼ＝エミヤ様。スロ＝ジオランド様。サーザーズ＝エメラ様です！」

			　即答だ。

			　それに友人の名前もフルネームで全て当たっている。

			「――正解だ。ふふっ、まさかこんなところで同郷の者と話すことになるとはな……。いったいどのようにしてこの世界に来たんだ？」

			「え、えっと、スライム聖殿の地下室にあった謎の穴からです」

			「スライム聖殿の……『地下室』？」

			　あれは地上百階建てのスライムたちの楽園であり、地下室なんて無かったはずだ。スライム聖殿の頂上では十年に一度、ラフランシアの花が咲くということもあり、定期的に足を運んでいるから間違いない。

			「俺の記憶ではスライム聖殿に地下室なんて無かったはずだが……？　その話は本当か？」

			「は、はいっ！　実はあそこにはスライムだけが知っている秘密の抜け道があるんですよっ！」

			「ほぅ、それは興味深い話だな」

			　ヴァルナに戻った暁には、一度足を運ぶ必要がある。

			　そうして偶然手に入れた有益な情報を頭のメモに書き記していると。

			「ど、ドラ様はいったいどのようにしてこの世界に……？」

			　今度は彼女の方から質問が飛んできた。

			「俺か？　俺は……そうだな、おそらくだがルシファーかエミヤあたりに焼き殺されてしまってな。気づいたらこっちに飛ばされていたんだよ。はっはっはっ、全く愉快な奴らだ」

			「あ、あははっ。い、いいお友達をお持ちなんですね……あ、あはははっ」

			　彼女はぎこちない笑顔で友人を褒めてくれた。何というか……悪い気はしない。こそばゆいから正面切っては言わないが、俺は天災のみんなが大好きだった。一癖も二癖もあるが、自分の欲望に正直で本当にいい奴らばかりだ。

			「ふむ……仕方ない同郷のよしみだ。特別に――」

			（や、やった、見逃してもらえ――）

			「痛みなく、一瞬で殺してやろう」

			「ど……どうしてそうなるんですかっ!?」

			　いったい何が気に障ったのか、彼女は突然泣きそうな顔でわめき始めた。

			「い、今の流れでどうして殺されなければならないんですかっ!?　全く意味がわかりませんっ！」

			「『どうして』と言われてもな……。まぁ、殺しておいた方がいい流れじゃなかったか？」

			「ちょ、ちょっとだけ仲良くなりかけていたじゃないですかっ!?」

			「……？　どこがだ……？」

			　はっきり言って彼女に魅かれるところは一つもない。どうして彼女と仲良くなる必要があるのだろうか？

			（や、やっぱりダメだ……。『天災』相手にまともな話ができるわけがない……っ！）

			　いや……違うな。一か所だけ、彼女にも特別な見るべきところがある。

			「ふむ……この世界には命がたった一つしかないと聞くが……。それはヴァルナ出身のものに対してもそうなのだろうか……？」

			　この『命が一つしかない』という奇妙なルールは、この世界で生まれたものにのみ働くのだろうか？　異世界で生まれたものに対してはどうなのだろうか？

			　非常に興味深い問題だ。

			「そ、そそそんなことは知りません！　で、ですがこの世界では間違いなく命はたった一つです！」

			「まぁ、あれだ。――諦めろ」

			　悪いがどれだけ必死に抵抗しようが、彼女を殺すことは確定事項だ。これが揺らぐことはない。

			　グリード氏の前でしっかりと約束をした以上、邪神軍の指揮官である彼女を見逃すわけにはいかないのだ。

			（い、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だっ！　こんなところでまだ死にたくない！　私にはまだやらなければならないことが……っ！）

			　涙目になりながら何度も首を横に振る彼女をよそに、俺は破滅の剣(エクスカリバー)を高く振り上げる。

			（……はっ！　そういえば、テオール＝ドラ様は重度のコレクターで、確かえっと『何か』に目がなかったような……っ）

			「それじゃあな」

			　破滅の剣(エクスカリバー)を振り下ろそうとした瞬間。

			「わ、私『レア』ですよ！」

			　彼女は大きな声でとんでもないことを口走った。

			　破滅の剣(エクスカリバー)は彼女の目と鼻の先でピタリと止めてしまう。

			「……今、なんと言った？」

			「わ、私はレアですっ！」

			　どうせ苦し紛れの嘘に決まっている。決まっているが……断言することはできない。ここは念には念をということで、一度しっかりと確認する必要がある。

			　コレクターにとって、『レア』という単語(ワード)は劇薬なのだ。

			「い、一応、聞いておこう。ど、どどどんな風にレアなんだ？」

			　あくまで平静を装いながら、彼女から情報を引き出す。

			「え、えっと……私の種族名は『はぐれスライム』と言います」

			「は、はぐれスライム……だと!?」

			　はぐれスライム――ヴァルナに存在するとされている伝説上のスライムだ。一時期俺も躍起になって探したこともあったが、結局見つけられずじまいだった。

			「ほ、ほほほ、本当にはぐれスライムなのかっ!?　う、嘘はためにならないぞっ!?　わかっているんだろうなっ！」

			「ほ、本当ですっ！　その証拠にほら、見てください」

			　そう言って彼女は服の袖から両手をのぞかせると、それを一瞬にしてスライム状に変化させた。

			「……っ!?　い、いやまだだ！　人間に変化できるスライムなど、どこにでもいる。はぐれスライムだというなら、アレを見せてもらわないとだな――」

			　そうして俺はゴソゴソと道具一覧(アイテムウインドウ)を漁る。

			（ぐっ……。どこにしまったっけか……っ）

			　興奮しているからか、焦っているからか、普段ならばスムーズに目的のアイテムを発見できるというのに、今回ばかりは少しもたついてしまう。

			（……あった）

			　道具一覧(アイテムウインドウ)内をしっちゃかめっちゃかにかき回して、ようやく俺は目的のカードを見つけ出した。

			「こ、こいつを食べてみろ」

			【Ｃ：白の輝石】を実体化させ、彼女に手渡した。

			「お前が本当にはぐれスライムだというのなら――できるはずだ」

			　はぐれスライムには全スライム中彼らだけが持つ、特殊な能力が存在する。もし彼女にその力があったのなら……まごうことなき本物ということになる。

			「は、はい……っ。い、いただきます」

			　彼女は白の輝石をスライムらしく下腹部に押し当てて飲み込んでいく。

			　そして――。

			「――よいしょっと」

			　彼女は自らの体内から白の輝石を二つ取り出した。

			「ほ、本物……だと……っ!?」

			　はぐれスライムが持つ能力、それは限定的な複製能力だ。一日に一度、食したものの完全完璧な複製を生み出すことができる。

			　二十四時間経てば自然消滅するというデメリットこそあるものの、その価値は計り知れない。

			「で、ですから、本物だって言ってるじゃないですかぁ……っ」

			　な、何ということだ……。まさかヴァルナから遠く離れたこんな異世界で、最上級のレアモンスターを目にすることになろうとは……。

			（回収したい……。何としても……っ！）

			　しかし、このはぐれスライムが邪神軍を率いた姿を、アスフィアとセイラはしっかりと見ている。

			（彼女たちがいる手前……堂々とはぐれスライムを回収するわけにはいかない……）

			　何とかアスフィアたちに見つからないよう、こっそりと回収しなければ……。

			　かつてないほど高速で頭を回転させた末に、

			（これだ……これしかない……っ）

			　俺は一つの名案を思い付いた。

			「――最上級の魔法を俺に撃て、もちろん殺すつもりでな」

			「……え？」

			「いいから、早くしろ。こちらもあまり時間がない」

			　先ほどからアスフィアとセイラが、不思議そうにこちらに視線を向けている。俺がいつまで経ってもはぐれスライムを殺さないことに、疑問を持っているのだろう。

			　すると。

			「こ、これだけは教えてください。私を見逃してくれるのでしょうか!?」

			　はぐれスライムは必死の形相で、俺につかみかかってきた。

			「もちろんだ。だから、早くしろ。加減はいらん」

			「な、何だかよくわかりませんが……わかりましたっ！」

			　ひとまず納得してくれた彼女は、両手を前に突き出し、カッと目を見開いた。

			「はぁああああああああっ！　〈風神の咆哮／ウィンゴッド・ロアー〉っ！」

			　次の瞬間、気持ちの良い一陣の風が吹き――それ以降、特段何も起きなかった。どうやら魔法の発動に失敗したようだ。

			「……おい、まだか。早くしろ」

			「え、えっと……申し訳ありません……今のが全力の一撃なのですが……っ」

			「……そうか」

			　ヴァルナ産のスライムのくせして、とんでもなく戦闘力に欠ける奴だった。

			「仕方あるまい……もう一度頼む」

			「え、えっと……〈風神の咆哮／ウィンゴッド・ロアー〉っ！」

			　彼女が魔法を発動させると同時に、俺は右手を自らの腹に向けて風属性の魔法を放つ。

			「――〈断絶の風／ブレイク・ウィンド〉」

			　その瞬間、俺の手のひらから漆黒の竜巻が発生し、胴体を深々とえぐった。

			「ぐ……っ!?　かは……っ」

			　竜巻は俺の風耐性を軽く凌駕し、大きなダメージを与えた。

			「ど、ドラ!?」

			「ドラさん、大丈夫ですかっ!?」

			　突然のことに驚いたアスフィアとセイラの悲鳴のような声が響く。

			「はぁはぁ……。も、問題ない……っ」

			　内臓が上下左右にとシェイクされ、肋骨を数本もっていかれた。

			　が、この程度であればほんの数秒もあれば勝手に治る。

			「え、え……っ!?　ど、どうして……っ!?」

			　事情を理解していないはぐれスライムは、ひどく混乱した様子だった。

			「あ、あのドラにこれだけの傷を負わせるなんて……とんでもない化物ね……っ」

			「邪神軍……こんな極大の戦力を隠し持っていたとは……っ」

			　二人ははぐれスライムへの警戒をこれ以上ないほどまでに高めていた。――いい流れだ。

			「ふぅふぅ……中々やるじゃないか」

			　腹の傷が完全に癒えたところで、俺は再び彼女の前に立つ。

			「奴は危険だ……。二人は下がっていてくれ」

			「わ、わかったわっ！　もしも、やばそうだったらすぐに言いなさいよ！　超ダッシュで逃げるからっ！」

			「どうかお気をつけください」

			　こうして無事に二人を遠ざけることに成功した。

			（よしよし、後もう一息だな……）

			　最後の一手を打つために、俺はあえて大げさに破滅の剣(エクスカリバー)を振り上げた。

			「中々やるではないか、邪神軍の指揮官よ。その力に敬意を表し、俺も全力を出すとしよう」

			「そ、そんな!?　さっきの話と違うじゃな――」

			「――問答無用っ！」

			　彼女がとんでもないことを言いかけたので俺はすぐさま大声を張り上げ、一直線に走り出した。

			　そうして一瞬で間合いをゼロにした俺は、

			「ふんっ！」

			　破滅の剣(エクスカリバー)を強く大地に叩き付けた。

			　まるで城を破壊したときのような素晴らしい音が響き、派手に土煙が舞い上がった。

			　大地は激しく揺れ、視界は最悪――これで舞台は整った。

			「あ、あぁぁ……っ」

			　破滅の剣(エクスカリバー)が目と鼻の先を通り過ぎたことにショックを受けたのか、はぐれスライムはペタンとその場にへたり込んでしまった。

			「何をしている、さぁ早く入れ」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)をめいっぱい広げ、彼女をはやし立てた。

			「えっ、む、無理無理無理です!?　道具一覧(アイテムウインドウ)に私が入るわけないじゃないですかぁ!?」

			「はぐれスライムは『モンスター』だ。問題ない」

			　道具一覧(アイテムウインドウ)は人間以外の全ての物質を収納可能。スライムとて例外ではない。

			「む、無理ですよ！　こんな小さなところに入るだなんて……絶対に無理です！」

			「……ならば仕方がない。少しバラすか」

			　あまり時間があるというわけでもない。あまりグダグダとしていると、アスフィアやセイラ、その他大勢の冒険者たちに気づかれてしまう。

			　とにかく適当に手足でも千切って一時的に収納し、それからどこか安全な場所で〈回復／ヒール〉を使って修復すればいいだろう。

			「わ、わわわわかりました！　やってみますから！　頑張って入りますから、殺さないでくださぃっ！」

			　何を勘違いしたのか、彼女は泡を吹きながら必死に道具一覧(アイテムウインドウ)に入ろうと試みた。

			「ん、んっしょ……んんー……っ！　――わぁっ!?」

			　無事に収まってくれたようだ。

			（ふむ……ひとまずは回収に成功したな……）

			　内心ホッと胸を撫で下ろすが……問題はここからだ。

			　アスフィアとセイラに、はぐれスライムがいなくなった件について筋の通る説明をしなければならない。

			（はて……どうしたものか……）

			　ずっとこのまま砂埃に隠れていても怪しまれる。何せ今はほとんど無音状態、外目から見ても何らかの形で戦闘が終了したことは容易にわかるというものだ。

			（……この案で行くか）

			　パッと頭に浮かんだ案を即採用した俺は、破滅の剣(エクスカリバー)を二、三度振り、砂埃を払い飛ばした。

			　すると視界がクリアになったためだろう、アスフィアとセイラは慌ててこちらに駆け寄ってきた。

			「ど、どうなったの!?　あのとろくさい女はどこに行ったの!?」

			「ど、ドラさんは大丈夫なんですか!?」

			　アスフィアは周囲をかなり警戒しながら、早速はぐれスライムについて問いただしてきた。

			　セイラは周囲に目をやりながらも、俺の身を気遣ってくれた。

			「もちろん俺は大丈夫だ。だが、すまんな……。予想を遥かに越える強者だったので、つい本気を出し過ぎてしまった。首を切り落としたつもりだったのだが、少し力を込め過ぎたようでな……。塵となって消えてしまったよ」

			　少し……いや、かなり強引な話だが……ここはどうか一つ、触れないでいてほしい。

			「ち、塵になったぁ……？」

			　しかし、俺の願いは通じなかったようで、アスフィアは即座に疑いの目を向けてきた。

			「あ、あぁ……そうだ」

			　少しの沈黙。

			（……さすがに無理があったか？）

			　じんわりと手汗が浮かびあがったころ。

			「あんたの馬鹿力からして……あり得ない話じゃないわね……」

			　さすがはポンコツ女神、アスフィア様だ。今だけはそのポンコツぶりに感謝する。

			　一方のセイラは、どこか納得がいっていないような感じではあった。が、別段問い詰めようとしてくる気配は見えない。

			（ふぅ……何とかやり過ごしたか……）

			　俺が会心のガッツポーズを心の中で決めながら、心底ホッとしていた。

			　すると。

			「……そんなことよりも先輩？　いくつか聞きたいことがあるんですが？」

			　いったい何があったのか、突然セイラが身の毛もよだつような冷たい声を発した。

			「な、何よ、急に怖い顔して」

			「どうしてあの女性が、邪神軍の指揮官だと一目でわかったのですか？」

			「………………やばっ」

			　思ったことをすぐに口にする性質なのか、アスフィアはすぐにボロを出した。

			「え、えっと、それはアレよっ！　私の第六感的な？　何というか、こうスペシャルな閃きが私の頭にピンと来たのよ！」

			「……そうですか。では、どうして邪神軍が今日この場に襲ってくることを知っていたのですか……？」

			「そ、それはぁ……そのぉ……」

			「おかしいですよね？　二人で一緒に書類仕事をしていたのに、突然『なんか邪神軍が来た気がする！』と言って飛び出して行くなんて」

			「……」

			　何かやましいことがあるのか、アスフィアはダラダラと滝のような汗を流しながら固まってしまった。

			「ねぇ、先輩。私の目を見て、正直に答えてくれませんか？　――もしかして、今回の襲撃、先輩は知っていたんじゃないですか？」

			　アスフィアの目線があちらこちらに泳いでいる。

			　襲撃を知っていただけなら、どこかしらのルートから情報を仕入れたと言い逃れができるはずだが……。

			　どうやら彼女はそんなところに頭が回らないほどに、混乱しているようだ。

			　もしかしてこのポンコツ……まさか……。

			「まさか、先輩……。この街に邪神軍を招いたのではないでしょうね……？」

			「…………………………ごめんっ！」

			　するとアスフィアは、ほとんど直角に頭を下げると、一目散に走り去っていった。

			「あっ、ちょっと！　どこに逃げるつもりですか、先輩！」

			「に、逃げてなんかないやい！　ちょっとセイラから距離を取りたいだけよっ！」

			「それを逃げてるって言うんですよ！」

			　そう言って二人はどこかへと走り去っていった。

			「……最低な奴だな」

			　まさか自分の治める街をダシにして、何らかの悪だくみをするとは……。もういっそ骨の髄まで腐っているんだろう。

			（しかし……わざわざ邪神軍を招いて何を企んでいたのだろうか……？）

			　あのポンコツの性格と置かれてる窮状から考えられるのは……。

			（わざと邪神軍に街を襲わせ、それをこの街を治める神である奴が撃退する……あたりであろうか？）

			　おそらくはマッチポンプまがいのことをやりたかったのだろう。

			　しかし、そこを邪神軍に付け込まれ、予定よりも遥かに多いモンスターを送り込まれたか。はたまた自らの力の弱り具合が予想を遥かに超えていたか。どうせこんなところだろう。

			（どちらにしても最低最悪の神であることに間違いないな……）

			　早く『座』とやらをセイラに渡した方が、この街のためであろう。

			「まぁ、何でもいいか……」

			　あのポンコツがどんな悪だくみをしようが、俺にはあまり関係ない。

			　こちらにも被害が回ってきそうになったとき、処分すればいい。

			　そんなことよりも……。

			「ふふふっ」

			　今日はとんでもない収穫があった。『はぐれスライム』は、おそらくここ数百年で一番のお宝だろう。破滅の剣(エクスカリバー)を手に入れたときに勝るとも劣らない興奮が全身を駆け巡っている。

			「っと、こうしてはおれんな。早くソフィにも見せてやらねばっ！」

			　こうして俺はお魚パラダイス目指して一直線に帰った。

			　

			■

			　

			　無事にはぐれスライムの捕獲に成功した俺は、天にも昇る思いのまま、お魚パラダイスへと帰ってきた。

			　自室に戻る前に、すぐさま隣の２０４号室の扉をたたく。

			「ソフィ、俺だ。ドラだっ！」

			　誰かに見せびらかしたくて仕方がなかった。

			　世界中の人に「はぐれスライムを捕まえたぞっ！」と喧伝したかった。

			　それほどまでに俺は高揚していた。

			　すると。

			「ど、どうしたんですか、ドラさんっ!?」

			　慌てた様子のソフィが出てきた。

			「ふ、ふふふふふっ！　いいモノを見せてやるから、今すぐ俺の部屋に来てくれ！　ふ、ふふふふふふふふふふっ！」

			　何度抑えようとしても、腹の底から笑いがこみ上げてくる。

			「は、はい、わかりました（こ、こんなにテンションの高いドラさんは初めてだ……っ。うぅ……、今度はいったいどんなひどい目にあわされるんだろう……っ）」

			　それからソフィを待つことおよそ五分……いや十分？　いや、一時間か？　ようやく自室の扉がコンコンとノックされた。

			　とにかく妙に長い間待っていたような気がする。過度の興奮により脳内物質が分泌され過ぎて、時間の感覚もあいまいになっているのだろう。

			「ど、ドラさ――」

			「よく来たな、ソフィ！　待っていたぞっ！」

			　玄関の前で待機していた俺は、即座に扉を開いた。

			「わ、わぁっ!?　び、びっくりするじゃないですか」

			「っと、すまんすまん。さぁ、早くこっちに来てくれ！」

			「は、はい（な、何があったんだろう……？　こんなに嬉しそうなドラさんを見るのは初めてだな……）」

			　そうしてソフィを連れて寝室に来た俺は、

			「さぁ、刮目せよ――ヴァルナにおいても超希少種！　はぐれスライムだっ！」

			　道具一覧(アイテムウインドウ)からはぐれスライムのカードを取り出し、即座に実体化させた。

			「わ、わわ、わぁっ!?」

			　その瞬間、先ほどのおっとりとしたスライムがポテリと床に落下した。

			「あ、あいたたた……っ」

			　尻もちをついたスライムは、顔を歪めながら自分のお尻をさすっている。

			　それを見たソフィは、

			「え、えーーーーーっ!?　ど、どうしたんですか、ドラさん!?　この女性はっ!?」

			　俺の予想通り、いやそれ以上の素晴らしい反応を見せてくれた。

			「ふふふふふ……っ。さっきも言っただろう？　ヴァルナにおける超希少種――はぐれスライムだっ！」

			「す、スライム……？　この人、スライムなんですか!?」

			　その質問に答えたのは、スライム本人だった。

			「え、えぇ……一応はぐれスライムという種族になります……」

			　するとソフィは目を真ん丸くし、スライムのことをジッと見つめた。

			「こ、こんなことが……。人間に化けるスライムなんて、見たことも聞いたこともありませんよ……」

			「そうなのか？　ほとんどスライムが変身能力は持ち合わせているが……なぁ？」

			「は、はいっ、その通りです！」

			　俺の問いかけにスライムは何度も頷いた。

			　そうしてソフィへのお披露目会が終わったところで、スライムはチラリとソフィの方を見やった。

			「え、えっと……こちらの方は……？」

			「おっと、そういえば互いの自己紹介がまだだったな。この魔女ルックの女の子はソフィ――俺の弟子だ」

			「マヌー＝ソフィリアです。気軽にソフィと呼んでもらえると嬉しです。よろしくお願いします」

			　ソフィが礼儀正しくペコリと頭を下げると。

			「で、弟子……!?　あ、あの、ドラ様の……っ!?」

			　いったいどうしたというのか、はぐれスライムは大きく目を見開いていた。

			「は、はい一応、そういうことになっていますけど……？」

			「す、凄いですね……。いろいろと……」

			「ど、どうも、ありがとうございます」

			　噛み合っているのか、噛み合っていないのか……。何だか微妙な会話が繰り広げられていた。

			「一応言っておくが、ソフィはまだまだひよっこだ。しかし、俺の大事な弟子であることには変わりない。もしうっかりと手を出そうものなら……わかっているな？」

			「も、もちろんですっ！　天災の――それもコレクターであるドラ様の所有物に手を出すわけがありませんっ！　決してそのようなことはないと誓えますっ！」

			　満点の回答だ。

			　さすがはヴァルナ出身のスライム。俺がコレクターであることも、およその人となりもちゃんと把握してくれているようだ。やりやすくて非常に助かる。

			「しょ、所有物……っ」

			　何かソフィが小さな声で呟いていた気もするが……まぁいいだろう。

			「そういえばスライムよ、まだお前の名前を聞いていなかったな。これからは何と呼べばいい？」

			　さすがに種族名である『スライム』と呼ぶのは、なにか少し違う気がする。

			「こ、これは失礼しました。私はスライムのハグと言います」

			「ハグか……よし覚えたぞ。これからよろしくな」

			「よろしくお願いしますね、ハグさん」

			　そうして簡単に互いの自己紹介を終えたところで、一つ大きなことを決めなければならない。

			「さて、ハグの取り扱いをどうするか……だな」

			「と、取り扱い、ですか……？」

			　少し声を震わせながら彼女は、聞き返してきた。

			「あぁ、このまま実体化させて生活させるか。それとも道具一覧(アイテムウインドウ)の中で大事にしまっておくか……実に悩ましいな」

			　はぐれスライムの希少性を考慮すれば、当然道具一覧(アイテムウインドウ)にしまっておくのが最適解であることは言うまでもない。

			（しかし……それはそれでどうなんだろうか……）

			　やはりコレクションというものは、いろいろな人の目に触れさせて自慢したい。全く人の目に触れない宝など、存在しないのとほとんど同義だ。

			　それにずっと大事に仕舞い込んでいては『埃』をかぶってしまう。これは感覚的な問題であり、実際にハグに埃がかぶるわけではない。道具一覧(アイテムウインドウ)の中にあるものは、全て凍結した状態で保存される。

			（ただ、何というか……。ちゃんと外の空気に触れさせておかないと、劣化してしまうんじゃないかという気になるんだよな……）

			　俺が毎日寝る前に必ずたくさんのアイテムを取り出し、入念に磨くのも自己満足的な側面が強い。

			（……しかし、しかしだ。はぐれスライムは超が付くほどの希少種。そんな放し飼いのように、外に放っておいていいものか……）

			　そうして俺が頭を悩ましていると。

			「え、えっと……ドラさん。ちょっといいですか？」

			「どうした、ソフィ？」

			「個人的にはずっと道具一覧(アイテムウインドウ)の中にしまっておくよりも、こうして外に出してあげた方がいいんじゃないかなぁって思います。それか一度ハグさんの意思を、聞いてみてもいいかもしれませんよ？」

			　ソフィが小さく手をあげながら、意見を述べてくれた。

			「ふむ……なるほど」

			　正直、ハグをどう取り扱うかという問題に対して、これといった正解はないと思う。まさに一長一短――どちらにも長所・短所がある。

			　ならばここはソフィの言う通り、本人の希望通りにしてみるのもありなのかもしれない。

			「ハグ、お前はどっちがいい？　安全な道具一覧(アイテムウインドウ)か、それとも危険な外か」

			「外がいいですっ！　ぜひ、お外でお願いしますっ！」

			「そ、そうか」

			　おっとりとしたハグには珍しく、凄まじいほど強い主張が返ってきた。どうやら彼女はかなり外が好きなようだ。

			「よしそれじゃ少しリスクはあるが、ハグはこのままある程度自由に外で生活させようか」

			「それが良いと思います」

			「あ、ありがとうございます！　ドラ様、ソフィ様！」

			　そうしてハグの処遇が決まったところで、

			「それじゃ俺はちょっとひとっ風呂浴びてくるとしよう」

			　俺は風呂に入ることにした。

			　ハグを捕獲する際に頭から砂埃をかぶってしまい、さっきから少し不快だったのだ。

			「あっ、ドラさん。もしよろしければなんですが、もう少しここでハグさんとお話をしていてもいいでしょうか？」

			「あぁ、もちろん構わないぞ」

			「ありがとうございます」

			　それから風呂に入る前に、念のためハグに釘を刺しておくことにした。

			「それと……一応言っておくが、間違っても逃げようなんて思うなよ？」

			　彼女は俺の所有物だ。

			　既にこっそりと〈権利の楔／ライト・ウェッジ〉を打ち込んでおり、二十四時間どこにいても彼女の居場所は手に取るようにわかる。

			「ご安心してください。天災のドラ様から逃げられるなんて、これっぽっちも思っていません」

			　ハグは「またまたご冗談を」と言いたげな様子で、ニッコリと笑いながらそう言った。

			「そうか、それならよかった」

			　ひとまず安心した俺は、一人脱衣所に向かうのだった。

		

	
		
			　

			13　ヴァルナの話

			　

			　ドラが一人で風呂を満喫し、寝室にはソフィとハグの二人が残った。

			「え、えっと……ハグさんとお呼びしてもよろしいですか？」

			　既に何度か『ハグさん』とは呼んでいるが、会話のとっかかりのため、こういう話題から入ったのだ。

			「も、もちろんでございます、ソフィ様！」

			　一方のハグは大層緊張しているようで、ソフィに対してひどく低姿勢で臨んでいた。

			「さ、様付けはやめてもらえないでしょうか……？　普通にソフィって呼んでほしいです」

			　外見上どう見てもハグの方が年上であり、実際彼女はソフィよりも数百歳は年上であった。そんな年上の女性が自分に対して、へりくだってくるのは、ソフィにとって気持ちのいいものではなかった。

			「で、ですが！　ソフィ様は、あのドラ様のお弟子様です。私なんかが呼び捨てになんてできるわけがありません！」

			　ハグは恐れ多いといった風にぶんぶんと首を振った。ヴァルナでのドラを知っている彼女からすれば、ドラの弟子を続けているソフィも化物なのである。

			「ですが『ソフィ様』では少し……というかかなりの距離を感じます……。呼び捨てが駄目なら、せめて『ソフィさん』ぐらいに抑えてもらえないでしょうか……？」

			「わ、わかりました……。それではソフィさん、とお呼びしてもよろしいでしょうか……？」

			「ありがとうございます、ハグさん！」

			　ニッコリと笑顔を浮かべたソフィを見て、ハグは不思議に思った。

			（……あれ？　もしかしてソフィさんて……普通の人なんでしょうか？）

			『テオール＝ドラの弟子』という悪魔のような立て看板に惑わされていたのではないだろうか？　ハグはそんなことを考えた自分をすぐに戒めた。

			（……いいえ、やはり油断はできません。天災であるドラ様の修業を受けて、『まともなように見える』という事実こそが、紛れもなく彼女の異常性を表しています……）

			　そうしてハグがジッとソフィの顔を見ていると。

			「……？　どうかしましたか、ハグさん？　私の顔に何かついてますか？」

			　ソフィは小首を傾げ、ペタペタと自分の顔を触りだした。

			「い、いえ、すみません。ちょっとボーッとしちゃっていました。あは、あははははっ！」

			（やっぱり……どう見てもソフィさんは普通です。本当にどこにでもいるような、ごく普通の女の子にしか見えません……。しかし、ドラ様と一緒にいながらどうして……はっ!?）

			　そのときハグの脳裏に一つの可能性が浮かび上がった。

			（もしかして……まだ、弟子になり立てとか……なのでしょうか？）

			　もしそうならば、ソフィはまだドラの修業を受けておらず、本当に普通の女の子という可能性もある。

			（とにかく、確認してみませんと……）

			　それとなく聞いてみることにした。

			「その……ソフィさんは、ドラ様のお弟子になられてから、だいたいどれぐらい経つのでしょうか？」

			「えーっと……そうですね、だいたい一週間ぐらいでしょうか」

			「っ!?　い、一週間もっ!?」

			「は、はい。それがどうかしましたか？」

			「い、いえ……何というか、えっと……。その間に修業、のようなものは受けたことは……？」

			「あー……何回も、ありますよ……。えぇ、それはもう何回も……」

			　養殖・草・実戦形式の修業。

			　これまでこなしてきた地獄のような修業を思い出したソフィの瞳からは、一瞬にしてハイライトが消えた。

			「っ!?」

			　その返事を聞いたハグは思わず固まってしまった。

			（何回も……っ!?）

			　数々の腕自慢が泣いて逃げ出したというドラの修業。それを何回もこなしたという壮絶な告白にハグは内心恐怖を感じていた。

			（あの死んだような目……。おそらく生き地獄のような壮絶な目に遭ってきたに違いない……）

			　絶対にソフィさんには逆らわないようにしよう。ハグはしっかりと心に刻んだ。

			「ところでハグさん。ちょっと聞きたいことがあるんですけど、いいでしょうか？」

			　そう言ったソフィの目には既にハイライトが戻り、いつもの綺麗な瞳に戻っていた。

			　最近のソフィは切り替えが早い。

			　毎日のようにドラがとんでもないことをしでかすために、身に付いた――身に付けざるを得なかった能力だ。

			「はい、もちろんです。何なりと聞いてください」

			「その……ヴァルナってどんなところなんでしょうか？」

			「ヴァルナですか……？　そうですね……それはもう地獄のようなところです」

			　ハグは遠い過去を思い出すように、シミジミとした口振りで語り始めた。

			「触れれば骨まで解ける酸性雨に、晴天でも落ちる雷。あちらこちらに凶悪なモンスターが群れを成して歩いています。それに街の人たちも殺し合いが大好きで、血の気の多い人ばかり……。少しお外に出るのも本当に命がけですね……」

			「な、なるほど……やはりとんでもないところなんですね……」

			「それはもう！　こちらの世界は本当に天国みたいです。普通に生活をしていて命の危険にさらされることがないのですから」

			　ハグはこの世界に来れた幸運を心の底から喜んでいた。血と死と暴力にあふれたあの世界は、戦闘力の乏しいはぐれスライムには厳し過ぎたのだ。

			　そうしてヴァルナという世界について新たな情報を仕入れたソフィは、いよいよ本当に聞きたかったことを質問した。

			「その中でドラさんはどんな感じの人なのでしょうか？」

			「ドラ様は……そうですね。『自由人』と称されることが多いでしょうか」

			「自由人……ですか？」

			「はい。ドラさんは天災の中でも特にフットワークが軽く、思い立ったが吉日と言いますか……。とにかくそのときの気分と思いつきで、いろんな事件を起こすんですよ……」

			「あ、あはは……今と一緒ですね」

			　自分の中のドラの評価と、ヴァルナの中の評価が一致したことにソフィは苦笑いをするしかなかった。

			　続けて彼女はもう一つ、ずっと気になっていたことを聞いてみることにした。

			「そういえば『天災』って何なんですか？」

			　ドラの口からも度々飛び出す『天災』というワード。

			　前々から彼女はどういう意味なのか気になっていたのだ。

			「あの地獄のようなヴァルナを牛耳る、とても恐ろしい化物たちの総称です。ご存知だとは思いますが、ドラ様もその一員ですよ」

			「はい、それはドラさんから何度か聞いています。でも……そんな恐ろしいヴァルナを支配していたとは知りませんでした……」

			　ソフィはテオール＝ドラという人物の大きさに圧倒されてしまった。

			　彼女の中でドラは神様よりも強くて、優しいけどちょっと変な人だった。それがまさか世界の頂点に立つような存在だとは夢にも思っていなかったのだ。

			　そうして二人の間に少し沈黙が降りたところで、ハグが「あっ」と声をあげて手を打ち鳴らした。

			「そうだ。いいものがありますよ。ちょっと待ってくださいね……」

			　そう言ってハグは自らの体内から一冊の本を取り出した。

			「どうぞ」

			「こ、これは……？」

			「天災白書です」

			　それは辞書のように分厚く、真っ赤な本だった。かなり読み込まれているのか、表紙が少し傷んでいた。

			「て、天災白書……？」

			「はい。ヴァルナに住むほぼ全員が、肌身はなさずに持ち歩いているものです」

			「な、中を見せてもらってもいいでしょうか？」

			「はい、どうぞ」

			　恐る恐るといった感じでソフィが本を開くと、そこにはある五人の名前が顔写真付きで載せられていた。

			「ルグル＝ルシファー。フェストーゼ＝エミヤ。サーザーズ＝エメラ。スロ＝ジオランド。――テオール＝ドラ。ど、ドラさんの名前が載っていますね。もしかして……これって？」

			「はい。天災白書は、天災についての情報がまとめられた本のことです」

			　そうしてハグはその本の詳細について語った。

			「最初のページにはこんな感じで、天災メンバーの友好度・危険度・戦闘力・常識力といった必要最低限の情報がわかりやすくランク付けされています」

			「ど、ドラさんは……」

			　ソフィはすぐにドラの顔写真の下にあるパラメーターに目を走らせた。

			　

			『テオール＝ドラ。友好度Ａランク。戦闘力Ｓランク。常識力Ｃランク。総合危険度Ｓランク』

			「こ、これは……どうなんでしょうか？」

			　四つの項目について確かにランク分けはされていたが、ＡランクやＳランクがどれくらいのものなのかがわからないソフィは首を傾げた。

			「えっとですね……まずドラ様の戦闘力はＳランク。天災の中でもルシファー様と肩を並べ、最強の一角と言われています」

			「なるほど……」

			　既に何度もドラの化物染みた力を見ているソフィは、コクリと頷いた。

			「そしてドラ様は友好度がＡランク。天災の中では『まだ』まともにお話しすることが可能なんですね。しかし、残念ながら常識力はＣランクでして……。一般的な常識がかなり欠落しています……。つまり、他の天災メンバー同様に、まともな意思疎通はとても難しいと言わざるを得ません」

			「な、何か……とてつもなく納得できる評価ですね……」
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			　次にソフィが目を付けたのは項目の最後にあった『総合危険度』だ。

			「総合危険度がＳランクなのはドラさんと……このルシファーさんという方だけなんですね」

			「はい。ドラ様とルシファー様は、ヴァルナにおける最強候補の筆頭格ですからね……。以前二人が大喧嘩を始めた時なんて、この世の終わりかと思いました……」

			　ドラとルシファーの大喧嘩は、ヴァルナ中を震撼させた。二人の戦闘はまさしく『規模』が違った。そしてその結末がどうなったのかは、二人のみぞ知るという話だ。

			「普段はみなさんとても仲がいいらしいんですけれど……ほんの些細なことでたまに喧嘩をするようです……」

			　そんな風にソフィとハグが楽しく話をしていると、風呂場の扉が開かれる音がした。

			　ドラが風呂から上がってきたのだ。

			「っ、すみません、ソフィさん。この話はここまでで……っ！」

			　ハグは慌てて天災白書を閉じると、すぐさまそれを自分の体内に隠した。

			　そして小さな声でソフィに耳打ちをした。

			「こ、この本の存在はドラ様には絶対に秘密にしておいてください！」

			「は、はい、わかりましたっ」

			　実はこの天災白書の存在を天災メンバーは誰一人として知らない。ヴァルナに住む全生命体が協力して、この秘密の本の存在をまもっているのだ。

			　ドラのように全く気にしないものもいる一方で、エミヤのように神経質なメンバーは烈火のごとく怒り狂うだろう。

			　その数分後に、いつもの服に着替えたドラが寝室に戻ってきた。

			「ふー……サッパリした。どうだ、ソフィ。ハグとは話をできたか？」

			「はい、ヴァルナについていろんな話を聞かせてもらいました」

			「ほぅ、ヴァルナに興味があるのか？」

			　ドラはニヤリと笑った。

			　彼は将来的にソフィをヴァルナに連れていくことを計画している。

			　彼女が自発的に故郷であるヴァルナに興味を持ってくれたことが、少し嬉しかったのだ。

			「どれ、俺もいろいろ話を聞かせてやろうか」

			　そうしてその日は一日、ヴァルナやドラの友人たちについての話をしたのだった。

		

	
		
			　

			14　エピローグ

			　

			　現在、俺はソフィと一緒に大通りまで来ていた。

			　事前に冒険者ギルドによって、千年龍をはじめとした十件のクエストの報酬を受け取ったため、今回の予算はばっちりだ。

			　ちなみに今回ハグは、お留守番だ。

			　彼女はアスフィアとセイラ、その他大勢の冒険者に姿を見られてしまっている。そのためしばらくの間は、あの部屋で生活してもらうつもりだ。

			「今日は買って買って買いまくるぞ！」

			　気合を入れて俺が一軒のアイテムショップに入ろうとしたその瞬間。

			「……見ーつっけた！」

			「っ!?」

			　突然、背中が凍るような感覚に襲われた。

			　慌てて周囲を見回すが……特段変わったことは何もなかった。

			「ドラさん……？」

			　俺が奇妙な動きを見せたからか、ソフィは不安そうな表情を浮かべていた。

			「いや……俺の勘違いだったよう――」

			　そうして俺が警戒を解きかけた次の瞬間。

			「――〈偉大なる星よ／グランド・スター〉」

			　身の毛もよだつ、圧倒的なプレッシャーが上空から発せられた。

			　見れば、握りこぶしほどの小さな隕石が落下しているではないか。

			（……まずいっ!?）

			　あれはただの隕石ではない――軽くこの世界を滅ぼしかねないほどの、大魔力が込められた一発だった。

			　破滅の剣(エクスカリバー)をすぐさま実体化させ、あの隕石を破壊すべく、大地を強く蹴って飛び上がる。

			　近くで見れば、その恐るべき魔力の含有量がありありとわかった。耐久力には少々自信がある俺だが、こんなものを食らってしまえばひとたまりもないだろう。

			「……ぬぅんっ！」

			　普段は抑えている魔力を解き放ち、全力で破滅の剣(エクスカリバー)を振りぬいた結果――小さな隕石は粉々になって消えた。

			　すると。

			「すっげ……。アレを返しちゃうんだから、やっぱ半端ないなー……」

			　しばしの間、聞いていなかった懐かしい声が背後から聞こえた。

			　白地の布に青のアクセントが施された着物。

			　見るものを魅了する白銀のウルフカット。

			　人懐っこく優しい笑顔を浮かべた男。

			「いやー、ひっさびさだねー。ドラ！　元気してたー？」

			　そこにはヴァルナでの友人、ルグル＝ルシファーが楽しそうに笑っていた。

			「ふっ、ご挨拶だな……ルシファー」

			「遠目にドラっぽいのが見えたけどさー、ちょっと確信が持てなかったから試してみたんだよー」

			　全く悪びれる様子もなく、「あはは」と朗らかに笑いながらルシファーはそう言った。

			「はぁ……全く。人違いだったらどうするつもりだったのやら……。今のは『大騒ぎ』で済むレベルを軽く越えているぞ」

			　もしあの魔法が大地に着弾しようものなら、この街はおろか世界そのものが吹き飛びかねない。さすがは我が友、考え無しもいいところだ。

			「あっはっはっはっ！　だいじょーぶだいじょーぶ！　そんときはそんときだよーっ！」

			「まぁ、それもそうだな」

			　結局、今回は大事にならなかったし、これ以上そのことを話しても時間の無駄だ。

			「それにしても、急にどうしたんだ？　お前も誰かに殺されて、こっちに送られたのか？」

			「いやいや、俺はそう簡単に殺られはしないよー。そうじゃなくて、ドラが全っっっ然、帰って来る気配が無いからさー。心配してこっち来ちゃったんだよねー」

			「おや？　まだそんなにこちらに入り浸ってはいないはずだが……？」

			　この世界に来てから、まだ一週間そこそこだったはず。

			　もしやこの世界とヴァルナでは時間の速度が大きく違っているのだろうか？

			「いやいや、もう一週間近くも経ってんよー」

			　……どうやらヴァルナとこの世界の時間の進み具合に大きな差はないようだ。

			（そういえばこういう奴だったな……）

			　人待たせることは平気だが、自分が待つことは大嫌い――こいつはこういう奴だった。

			　まぁ、それも一つの個性であり、ルシファーの美点の一つであるといえる。

			「っと、そんなことより、ルシファー？　俺がデスペナルティでロストした【Ｓ：金獅子の角煮】【Ａ：シャバの空気】はどうした？」

			「あーいや、それがねー。アレは両方ともエミヤちんが回収しちゃっててさー。ほら、俺ってアイテムとか全く興味ないっしょー？」

			「ふむ……そう言えばそうだったな……」

			　どうやら俺の予想通り、俺を殺したのはルシファー一人ではなく、エミヤも絡んでいたようだ。

			　そうして俺がルシファーと楽しく雑談を交わしていると。

			「あ、あの……こちらの方は？」

			　ソフィが恐る恐るといった様子で話に入ってきた。

			「おっと、すまない。紹介が遅れたな」

			　俺としたことが、思わぬ旧友との再会に周りが見えなくなっていたようだ。

			「こいつはルグル＝ルシファー。俺の友人の一人だ」

			「よろしくねーっ！」

			「る、ルシファーさんってあの天災の!?」

			　つい先日話したばかりだからか、ソフィは目を丸くして驚いていた。

			「おっ、何々？　俺のこと知ってんのー？　サインあげよっかー？」

			　またこいつは……いつものことながらおかしなことを言う奴だ……。

			「はぁ……お前は字が書けんだろうが……」

			「あはは、そーだったそーだった！　さすがはドラ、ナイス警告だよ！　――それで、君の名前は？」

			「あっ、すみません……。はじめまして、私の名前はマヌー＝ソフィリアです。ソフィと呼んでもらえる嬉しいです」

			「ソフィちゃんねー、よろしくーっ！」

			「よ、よろしくお願いします」

			　そうして互いの自己紹介が終わったところで、ルシファーはぐるりと街並みを見回した。

			「それにしてもドラを送ってけっこう経つってのに……。ずいぶん平和な街並みじゃないの、これまったさ」

			「ふふっ、俺だっていろいろと過去の失敗から学習しているからな。そう何度も同じ過ちは起こさんさ」

			　すると。

			「号外、号外だよーっ！」

			　突如、目と鼻の先でビラが配られ始めた。

			　………またか。

			　この一週間で号外が配られるのは、これで三度目だ。

			　一度目の記事は俺とアスフィアの決闘という本当にどうでもいいものだったが、二度目はグリード氏の不正取引という悪質なデマだった。情報ソースとしては非常に不確かだが……一応今回も目を通すぐらいはしておいた方がいいだろう。

			「おっ、号外だってよ、ドラ！　一枚もらってこーぜ！」

			「そうだな」

			　そうしてビラ配りの男からもらったビラに目を落とすと。

			「何々……『またやった！　女神アスフィア、邪神軍との黒い繋がり発覚！　本人は否定するも証拠多数！』か」

			　三度目の号外はこれまでで一番くだらない内容だった。

			「あ、アスフィア様……」

			「本当に『またやった』って感じだな……」

			　聞いた話によれば、彼女は以前にも多くの不祥事を起こしていたらしい。

			　もうこの街で大手を振って歩くことは難しいだろう。

			「なぁんだ。ただの汚職事件じゃん、つまんなー」

			　そもそもアスフィアのことを知らないルシファーは、ポイッとビラを放り捨てた。

			「そんなことよりさ、ドラ！」

			「いや、悪いな。今日はこれから買い物に行く予定があるから、また今度な」

			　せっかく遊びに来てくれたところ大変申し訳ないが、こればっかりは譲るわけにはいかない。いろいろあって、今日ようやくまともにアイテムを買い漁れるようになった。

			「えー……それじゃ俺もついてくー」

			「ふっ、好きにしろ」

			　そうして心に決めた目的地へ向かうと、前方に怪しげな動きをする不審な人物を発見した。

			　ボロ布に身を包んでいるが、この薄汚れた――いや、この汚泥のような神性にはよく見覚えがある。噂をすれば何とやら……と言う奴だろうか。

			「あれは……アスフィアか」

			　無視するのもどうかと思われたので、一応ひと声かけてみることにした。

			「こんなところで何をしているんだ、アスフィア？」

			　こちらに気付いたアスフィアは、口元に人差し指を当てた。

			「し、しーっ！　静かにっ！」

			　その声の方がよっぽど大きいと思うが……。

			　彼女にとっては幸いなことに周りは誰も聞いていなかったようで、特段大きな騒ぎに発展することはなかった。

			　するとアスフィアはたまたま俺が右手に握っていたビラを目ざとく見つけた。

			「ぐぅ……。三流ゴシップ紙め……っ！　おもしろおかしく書いてくれちゃってっ！」

			　どうやら既に内容については知っているようで、歯を食いしばりながらドンドンと地団駄を踏み始めた。まるで癇癪を起こした子どものようだ。

			　そんな光景を後ろでジッと見ていたルシファーは、

			「ぷ、ぷぷぷ……あーはっははっはっはっ！　おもしれーな、こいつ！　こんな汚っねぇ神は初めて見たよ！」

			　こらえきれないと言った感じで大笑いを始めた。

			　無駄にプライドの高いアスフィアは、額に青筋を浮かべてルシファーに詰め寄った。

			「はぁ？　あんたこそ、男のくせになぁによその変な着物！　ひらひらーふぁらふぁらーってかっこいいとでも思ってんの？　よぅく鏡を見てから出直してきなさい！」

			「……[image: gaiji_a.png]？」

			　これは……死んだか？

			　さすがはポンコツ女神アスフィア。彼(ひ)我(が)の戦力差がわからないらしい。

			　この人一倍短気なルシファーに対して、真正面から喧嘩を吹っかけるとは……。

			「おいこら、下等生物。お前、誰に向かってもの言ってんだ？」

			「はぁ？　下等生物はそっちでしょ、人間！　あたしはこの街を統べる祭りの神アスフィア様よ？　そっちこそ誰に向かってもの言ってるかわかってんの!?」

			「下等生物(かみ)如きが誰に口聞いてんだっつてんだよ――〈失意の星よ／ダーク・スター〉」

			　ルシファーが魔法を唱えた瞬間。

			「ぶ、ぶべべべべべべべべべっ!?」

			　アスフィアは凄まじい勢いで大地にひれ伏した。
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			　指一本すら動かせずに、じわりじわりと大地に沈んでいっている。

			〈失意の星よ／ダーク・スター〉は重力操作系の魔法。今彼女の周りの重力は、桁違いに大きくなっていることだろう。それこそ自立歩行が不可能なほどに。

			（しかし……かなり出力を絞って発動させたものだな……）

			　アスフィア程度ならば一瞬で、ミンチにすることも可能だろうに……。

			　よほど頭に来ているのか、どうやら彼女をなぶり殺しにするつもりのようだ。

			「ほら、どうした？　許してほしけりゃ、ごめんなさいしなきゃだろう？」

			「ぶ、ぶべんばばい……っ！」

			　口が地面にくっついてしまっているために、何を言っているかわからない。

			　まぁ、やっているルシファー本人もそれをわかった上で、言っているのだろう。相変わらずいい性格をしている奴だ。

			「ど、ドラさん……さすがにこれはアスフィア様が可哀想ですよ……っ」

			「うぅむ……まぁ、運が悪かったとしかいいようがないな。これは」

			　しかし、まぁ……助け舟を出してやるとするか……。

			　もしここで彼女が死ねば、きっとセイラがひどく悲しむことになってしまう。何より俺とルシファーの繋がりが表に出れば、彼女は俺のことを強く恨むようになるだろう。そうなってしまえば、彼女の神器をもらい受ける予定がパァになる。それだけは何としても避けなければならない。

			「まぁまぁ、その辺にしといてくれ、ルシファー。そいつに死なれると少々まずいことになるんだ」

			「え、そうなの？」

			　その瞬間、アスフィアに掛けられた〈失意の星よ／ダーク・スター〉は解かれた。

			「し、死ぬ……っ」

			　強大な重圧に必死になって耐えたアスフィアは、全身から玉のような汗を噴き出していた。

			「もー、それなら先に言ってくれないと困るよー？　うっかりミンチにするとこだったじゃんー」

			「はははっ、すまんな。俺もついボーッとしてしまっていた」

			「「はっはっはっはっ！」」

			　やはり旧い友人というのはいいものだ。

			　波長が合ってくるというか、タイミングが合ってくるというか。とにかく一緒にいると笑いが絶えない。

			　そうしてお互い笑いあった後に、ルシファーはゴホンと咳払いすると、珍しく百％善意による行動を起こした。

			「でも駄目だぞー。そんなに弱っちいんだからさ、喧嘩を売る相手はよーく考えないと！」

			　これには俺も激しく同意する。

			　アスフィアはもう少し視座を広げるべきだ。確かにこの世界基準では実力者になるのかもしれないが……。たった一つの世界で威張りくさっていると、別の世界から来た強者に一ひねりにされてしまう。相手の戦力を見抜く目を磨くか。鍛錬を積みもっと実力をつけなければ、今のような傍若無人な立ち回りは控えるべきだ。

			「ひゃ、ひゃい……っ。あたしみたいな下等生物(ゴミ)が大変な御無礼を働き、大変もうしわけございませんでした……っ」

			　そう言って彼女は再び土下座を敢行した。

			（ふむ……ずいぶんと既視感のある光景だな……）

			　こう見ると、つい数日前の決闘を思い出してしまう。

			「さてと、それじゃ気を取り直して買い物に向かおうか」

			　これ以上アスフィアなんぞに構っていても時間の無駄だ。

			　俺はそう言うと、早足で歩きだす。

			「んー、どっか目的地とか決まってる感じなの？」

			「もちろんだ。『とっておきの場所』があるんでな」

			「ほえー、もうお気に入りの店とかあるんだ。なんてところー？」

			「ふふっ、そこはグリード商会と言ってだな――」

			　結局その日は、丸一日を使ってこの世界にしかない様々な商品を買い漁ったのだった。

		

	
		
			　

			　あとがき

			　

			　はじめまして、月(つき)島(しま)秀(しゆう)一(いち)と申します。

			　まずは本作品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

			　第一巻はあとがきが無かったので、この第二巻がみなさまとの初ご挨拶となります。おはようございます。それでは早速第二巻の内容に少しだけ触れていきたいと思います。

			『あとがきから先に読む派』の方は、以後ネタバレがあるのでご注意ください。

			　さて山あり谷ありの第二巻でしたが、やはり一番大きなイベントはソフィの成長でした。単純にレベルが上がったことだけではなく、尋常ならざる精神力を身に付けたことがポイントですね。その代償として感情がやや希薄になりつつありますが……。

			　とにかく、これで栄光のヴァルナへの道もかなり明るいものになってきました。彼女の周りにもヴァルナ出身者が集まってきており、順調にヴァルナ色に染められていっています。きっといつの日か、ドラと共にヴァルナへ進出してくれることでしょう。

			　そして終盤に登場したルシファー。ずっと出したかったキャラだったのですが、ようやく登場させることができました。天災メンバーの中でもドラ・ルシファー・エミヤの三人は非常に仲がいいため、ドラはルシファーの登場を内心かなり喜んでいます。

			　次にちょっとした宣伝を――。

			　約二週間『前』の十二月十四日『最強のおっさんハンター異世界へ～今度こそゆっくり静かに暮らしたい～』がＧＡノベル様より発売となりました。

			　こちらは『小説家になろう』様で日間・週間・月間総合第一位に輝いた超人気作となっており、発売前にもかかわらず既に『コミカライズ！』も決まっております。

			　もし書店で見かけた際は、ぜひとも一度手に取って、一度レジまで持っていっていただけると作者が幸せな気持ちになります。

			　と、冗談はほどほどに、こちらＷＥＢ版は『小説家になろう』様で無料公開されていますので、お手すきの時間にでも読んでいただけると嬉しいです。インターネットで『おっさんハンター』で検索するとトップに表示されます（書籍版は大量の書き下ろしエピソードが加わっております）。

			　以下、謝辞に移らせていただきます。

			　イラストレーターの山椒魚様・編集様、その他関係者のみなさま、本当にありがとうございました。この作品がこうして一冊の本となり、書店に並べられたことが本当に嬉しく思います。

			　そして何よりこの本を手に取っていただいたみなさま、本当にありがとうございました

			　またどこかでお会いできることを願いつつ、この辺りで筆を擱(お)かせていただきます。

			月島秀一　

		

	
		
			月島秀一（つきしま しゅういち）

			東京在住。趣味は畳の目を数えること。最近は茶柱を立てることに熱中しているとか。太陽よりも早く起きることを日課にしたい。（二〇一八年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			山椒魚（さんしょううお）

			大阪在住。絵を描く謎の両生類。最近はサバ缶にハマっていろいろ食べ比べてます。近場にはあまり種類無いので基本Amazon取り寄せです。（二〇一八年十二月現在）

		

	
		
			命(いのち)が『たった一(ひと)つ』しかない異(い)世(せ)界(かい)で、最(さい)強(きよう)の『最(さい)弱(じやく)職(しよく)：コレクター』が行(い)く神(じん)器(ぎ)探(さが)しの旅(たび)②

			発行日：２０１８年12月31日

			著　者：月(つき)島(しま)秀(しゆう)一(いち)

			発行者：島野浩二

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Shuichi Tsukishima 2018

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『命が『たった一つ』しかない異世界で、最強の『最弱職：コレクター』が行く神器探しの旅②』（２０１８年12月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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